マニュアルのほいかた 



まむしてお使いいただ<ために一 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前 I こ必ずお読みください。 




广セットアップガイドー 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 

• Q & A 集（電源び入日ないとさ) 
• リカバリー（再セットアップ） 

• 廃棄/譲ミ度 

など 


广 取扱説明書- 

• 電源の入れかた 
•電源の切りかた 
• 各部の名前 

• メモ U の取り付け/取りはずし 
•パ'ッテ U —パックの交換 
• システム環境の変更とは 
など 


戸オンラインマニュアル（本書）- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンを買い替えたとさ 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ'ッテ U —で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 

V_> 


^リリース情巧- V 

• 本製品を使用するラえでのま意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ リ U - ス情報について」 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊子『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


MtM 記号の意味 


A 危険 

"取り扱いを誤った場合、使巧者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことび想定されること"を示します。 

A ミま意 

"取り扱いを誤った場合、使巧者び傷書（*2)を負ラことび想 
定されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること" 
を TJX します。 


データの消失や、故障、性能ほ下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示し 

ぶ9 〇 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

•このマニュアルへの参照の場合'''「」 

•ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合'''『』 


*1 重傷とは、失明やけび、やけど（高温•低温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するわのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院■長期の通院を要さない、けび、やけど（高温■低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋' 家財および家畜■ぺットなどにかかわるお大損害をさします。 


7 


















B 用語について 


本書では、なのよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0S) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 7 

特に説明びない場合は、 Windows® 7 Professional を示します。 

八ードディスク 

特に説明びなし觸合は、 HDD (八ードディスクドライブ）と SSD (ソ U ッドステートドライブ) 
をまとめて「八ードディスク」と呼びます。 

HDD 搭載モデル 

HDD を搭載しているモデルを示します。 

SSD 搭載モデル 

SSD を搭載しているモデルを示します。 

ドライブ 

ブルーレイディスクドライブまたは DVD スーパーマルチドライブを示します。 

ブルーレイディスクドライブ搭載モデル 

プ) レーレイディスクドライブを搭載しているモデルを示します。 

DVD スーパーマルチドライブ搭載モデル 

DVD スーノ（ーマルチドライブを搭載しているモデルを示します。 

PC 力ードス□ット搭載モデル 

PC カードス□ットを搭載しているモデルを示します。 

ExpressCard ス□ット搭載モデル 

ExpressCard ス□ットを搭載しているモデルを示します。 


Web カメラ搭載モデル 

Web カメラを搭載しているモデルを示します。 

USB 3.0 コネクタ搭載モデル 

US 日 3.0 規格に対応のコネクタを搭載しているモデルを示します。 

無線 LAN 機能搭載モデル 

無線 LAN 機能を搭載しているモデルを示します。 

WiMAX 機能搭載モデル 

WiMAX 機能を搭載しているモデルを示します。 

己 luetooth 機能搭載モデル 

Bluetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 
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指紋センサー搭載モデル 

指紋センサーを搭載しているモデルを示します。 


TOSHIBA eco ユーティリティ搭載モデル 

TOSHIBA eco ユーテイ U テイをインス I ルしているモデルを示します。 


E 9 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□ー ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I -ールまたは本体の八ードディスクや付 
属の CD / DVD か日インス I ルしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

• システムび Windows 7 L ソ外のモデルの場合、一部の使用方法や設定方法び異なる場合びあ 
ります。詳しくは、各種説明書や各ヘルプを確認してください。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法び「大きいアイコン」または「ルさいアイコン」に 
なっている場合は、「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認してください。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使巧ください。 


E9T rademarks 

• Microsoft , Windows 、 Wi 


Windows Media 、 Windows Uve 、 Aero 、 Excel 、 MSN 、 


OneNote 、 Outlook 、 PowerPoint、SkyDrive は、米国 Microsoft Corporation の米国 
およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Cel 乱 on は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• Blu-ray Disc ™ (ブルーレイディスク）、 Blu - ray ™ (ブルーレイ）、 BDXL ™ 及び関連□ゴ 
はブルーレイディスクアソシエーションの商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶ 90 

• SDHC □ゴは商標です。(證 ) 

• SDXC □ゴは商標です。 （ ミさ） 

• HDMI、HDIVII □ゴおよび High-Definition Multimedia Interface は 、 HDIVII Licensing 
LLC . の登録商標または商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は實±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• ConfigFree は、株式会社東芝の登録商標です。 

• Corel、Corel の□ゴ 、 Corel Digital Studio および WinDVD は Corel Corporation および 
その関連会社の商標または登録商標です。 

• McAfee 、 マカフイーは、米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の米国またはその他 
の国における登録商標または商標です。 
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• TRENDM に RO 、 ウイルスバスター、ウイルスバスタークラウドはトレンドマイク□株式会 
社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• WiMAX は、 WiMAX フォーラムの商標です。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 

D プロセッサ （ CPU ) に関するご注意^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずバッテ U —駆動にて本製品を使巧する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 

•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運巧に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高],000 メートル （3, 280フィート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已 ° C ) の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減日すための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する巧態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッサに関する注意 

己4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインス!ルされている 
• 巨4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 

• 巨4ビット対応の BIOS び搭載されている 

• 64ビット対応のデバイスドライバーびインストールされている 

• 64ビット対応のアプ U ケーシヨンびインストールされている 

特定のデノ（イスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは巨4ビットプ□セッヴ上で正常に動作し 
ない場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、巨4ビット対応と明示されていない場合、32ビット巧応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 
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このほかの使用制限事項につさましては各種説明書をお読みください。また、詳しくは、東芝 
PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


■ a 着作権について 

音楽、映像、コンピューター.プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ち 
および著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データあ式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵喜」 r 著作ち人格権侵喜」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


B リリース情報について 

ruu —ス情報」には、本製品を使巧するラえでのを意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報]を 
ク I 」ツクする 


mm お願い 


•本体の八ードディスクにインス!ルされている、または付属の CD / DVD か日インス! 
ルしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!ルした場合の動作保証はできま 
せん。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順じ(外の 
方法で、パーティションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊す 
おそれびあります。 

• 本体の八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からインス I 
ルしたシステム （ OS )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合ち有料です。またどちらの場合ち、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ I 」ティな護を保証するちのではありません。 

セキュ U テイの問題の発生や、生じた損喜に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 
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•「ウイルスバスター 20]] クラウド」を使用している場合、ウイルス定義ファイルなどは、 
新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどか日コンピューターを保護する 
ためにち、常に最新の状態で使用する必要びあります。本製品に用意されている「ウイル 
スバスター」は、インターネットに接続していると自動的に最新の状態に更新されますび、 

90日間の使用制限びあります。90曰を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべて 
の機能びご使用でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サー 
ビスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•「マカフィーインターネットセキュ U ティ」を使用している場合、ウイルス定義ファイルお 
よびファイアウォール規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキング 
などか日コンピューターを保護するためにち、常に最新のちのにアップデートする必要びあ 
ります。本製品に用意されている「マカフィーインターネットセキュ U ティ」は90日間の 
使用制限びあります。最新版へのアップデートは、ご使巧開始か日90日間に限り無料で行 
ラことびできますび、90曰を経過すると最新のアップデートびご使用できなくなります。 
新種のウイルスやスノ（イウェアのチェックび行われない状態となりますので、必ず期限切れ 
前に有料の正規サービスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ I 」ティ対策ソフト 
を導入してください。 

• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関するミ主意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契 
約書 （Windows 7のみ。ほかの 0 S の場合、『エンドユーヴー使用許諾契約書』は付属して 
います。）をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使巧許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カバ I 」一を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。 

当社ホームページで登録でさます。 

詳細について r 付録0お客様登録の手続き」 

El [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してか日、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め5れた場合は、管理ちアカウントのパスワードで認証を行ってください。 
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Em H.264/AVC, VC-1 and MPEG-4 ライセンスについて 

本製品は、 AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 規格特許ライセンスのもとで、個人的利用およ 
び非商業利用目的に限り、お客様が政下のいずれか、または両方の使用を行ラことが許諾され 
ています。の AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 標準規格に従いビデオをエンコードするこ 
と似下 「 AVC ビデオ」、 rVC - l ビデオ」、 「 MPEG -4 ビデオ」という）、川）個人的、非商業 
的行為においてお客様によりエンコードされた、または/および AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 
MPEG -4 ビデオを提供するために MPEG LA からライセンスを受けたビデオ提供者から取得 
した、 AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 MPEG -4 ビデオをデコードすること。ほかの使用について 
はライセンスを許諾されていません。上記 L ソ外の販売、社内利用および商業的利用など利用/ 
許諸に関する情報については 、 MPEG LA の HP ( http :// www . mpegla . cofn ) より入手いた 
だけます。 


• H.264/AVC，VC-1 and MPEG-4 License Notice 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC . THE VC -1 AND MPEG -4 VISUAL 
PATENT PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE 
OF A CONSUMER FOR の ENCODING VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE ABOVE 
STANDARDS (" VIDEO ") AND/OR 川 ) DECODING AVC . VC -1 AND MPEG -4 VIDEO 
THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON ¬ 
COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER 
LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE SUCH VIDEO . NO LICENSE IS GRANTED OR 
SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE . ADDtl 日 NAL INFORMATION INCLUDING 
THAT RELATING TO PROMOTIONAL INTERNAL AND COMMERCIAL USES AND 
LICENSING MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA . LLC . SEE http :// www . mpegla.com 
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■ 巧いはじめる巧に 

前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 「 PC 引越ナ 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 

-PC 引越ナビー . 16 

2リカバ U - メディアを作る . 21 







■使用できる環境を確認する 

設定-データの移行をするには、なの方法びあります。 

• USB フラッシュメモ U を使用する 

• US 日フラッシュメモ I 」とネットワーク（有線 LAN ) を使用する 

• USB フラッシュメモ U とク□スケーブル（有線 LAN ) を使用する 

• USB フラッシュメモ U とブルーレイディスク 1 1、または USB フラッシュメモ I 」と DVD を 
使用する t 2 

*1 プルーレイディスクを使用でをるのは、ブルーレイディスクドライブ搭載モデルのみです。 

* 2 ドライブを搭載していないモデルの場合は、列付けの DVD ドライブ（市販品）を接続すると、 DVD を 
使用でをます。 

前のパソコンと、新しいパソコンの仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行 
する設定-データの容量に適した方法を選んでください。 

前のパソコンでどの方法び使用できるかを確認し、 US 日フラッシュメモ U やネットワーク用の 
ケーブル、ブルーレイディスクまたは DVD び必要な場合は購入してください。また、フォーマッ 
卜び必要な USB フラッシュメモ U は、あ日かじめフォーマットしてください。 
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M のパソコンのデータを巧巧ずる 

-PC 引越 ナビー 


* PC 引越ナビ搭載モデルのみ 

パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ I 」ケーシヨンです。 

ここでは、移行したい設定やデータび保存されているパソコンを「前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを r 新しいパソコン」として説明します。 


居境を確認する 


■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、次のシステムに対応しています。 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 

* マイク□ソフト社び提供している最新の Service Pack を適用してください。また 、 「Internet Explorer 」 
のバージヨンび「己 SP 1」 じ(上であることを確認してください。それじ(下のバージヨンの場合は、「日 SP 1」 
を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP . Microsoft ® Windows ® XP 叩 era 甘 n 有 system 日本語版の全エディシヨン 

Windows Vista . Microsoft ® Windows Vista ® の全エディシヨン 

Windows 7 . Microsoft ® Windows ® 7の全エディシヨン 




前のパソコンの動作環境について 


あらかじめ、 r 付録 n - u 「 PC 弓陋ナビ」について」を確認してください。 



使いはじめる前に 



















D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


• USB フラッシュメモ U のみで移行する場合は、已] 2 MB じ(上の容量び必要です。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 US 日フラッシュメモ U の容量びルさいと、数回に 
分けてデータをコピーすることになりますので、大容量の US 日フラッシュメモ U を移行用 
に使用することをおすすめします。 

• USB フラッシュメモ U の代わりに、メディアカードを使用することもできます。 

本製品で使用できるメディアカードについては、「2章且 SD メモ U 力ードを使ラ」で確認 
してくださし、。 

I 巧行で宝る設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」を起動したときの、ユーヴーの設定とデータを移行できます。 

• Internet Explorer の設定* i 

• Windows Live メール （Windows メール 、 Outlook Express ) の設定* 2*4 

• Microsoft Outlook の設定* 3 * 4 

•[ドキュメント](または[マイドキュメント])フォルダーに f 呆巧されているファイル 
•デスクトップ上のファイル 
• 任意のフォルダーに含まれるファイル 

• ] Microsoft Internet Explorer 6 SPl 於上 

*2 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook Express (バージョンが日.0 SP 1 政上 )」、 「Windows ル」、 

[Windows Live メール」のデータです。 

*3 移行でさるデータは、 「 Microsoft 日 utlook 2日日0」政降のデータです。 

本製品には、 Office 搭載モデルにのみ、 「 Micros が t Outlook 」 が付属およびインストールされています。 
前のパソ]ンに保存されている 「Microsoft Outlook ] のデータを日 ffice が搭載されていないモデルに移 
行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に、市販の [Microsoft OutlookJ を新しいパソコンにイ 
ンス I -ールする必要があります。 

移行するた故には 、 「Microsoft Outlook 2日日3」於降の 「 Microsoft 日 utlook 」 をインストールしてく 
ださい。 

*4 新しいパソコンにールソフトがインス!-ールされていない場合でを、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデー 
夕を保をします。 

[Windows Live メール」および 「 Microsoft 日山 look 」 は起動したときに、保存したデータのインポート（取 
り込み）を行います。 

ールソフトによっては、違ラソフトのデータを変換して取り込むことがでさます。 

詳しくは、 X —ルソフトのヘルプを確認してくださし、。 

メモ 

•移行できる設定やデータの詳細は、 「 P 巳引越ナビ」のヘルプで確認してください。 
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使いはじめる前に 






D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーショ 
ンの再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [アプリケーション]タブをクリックする 

B 画面左側の [PC 引越ナビ]をクリックし、 UPC 引越ナビ」のセットアッ 
プ]をクリックする 

R 画面の指示に従ってインス! — ルする 

M [ファイルのダウン□ード]画面または rxxxx (ファイル名）を実行または保をし 
I ますか？」というメッセージび表示された場合は、廣行]ボタンをク U ックしてく 
I ださぃ。 


H 起動方法 

I デスクトップ上の [PC 引越ナビ](@)をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン （®) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 弓陋ナビ]をクリック 
して起動することちでさます。 

I 画面下のヘル ブザ ボタンをクリックし、注意制限事項を確認する 

「 PC 引越ナビ」のヘルプび表示されます。 

「 PC 弓 I 越ナビ」のま意制限事項をお読みください。 

目次で[を意制限事項とメッセージ]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目を 
よくお読みください。 

f [同意する]をチェックし、[巧へ]ボタンをクリックする 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 弓陋ナビ」を使用することはできません。 

ミ主意事項び表示されます。内容を確認し、[次へ]ボタンをク U ックしてください。 


KB インストール方法 

「 PC 弓陋ナビ」は、購入時の状態ではインス! -- ルされていません。 
次の手順でインス I ールしてください。 





使いはじめる前に 


引き続き、説明画面び表示されますので、内容を確認しなか日、操作してください。 














D 前のパソコンのデータを移行する -PC 引越 ナビ- 


MM 操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで操作の詳細は異なりますび、大まかな流れはなのとおりです。 

新しいパソコンと前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよいで 
し cl ： ラ。 



移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかか日、前 
のパソコンと新しいパソコンの仕様や、 
移行するデータの容量を元に移行方法 
を選択します。 


新しいバソコン 




USB メモ U 



ネットワーク（有線 LAN ) 

ク□スケーブル（有線 LAN ) 
ブルーレイディスクまたは DVD 


r こん包プ□グラム」をコピーする 

r こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つに 
まとめるプ□グラムです。 

US 日 フラッシュ メモ I 」 に コピーして ください。 



使 

い 

は 

じ 

め 

る 

前 

に 



r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を前のパソコ 
ンで実行し、移行する複数のデータを]つの 
ファイル（「こん包ファイル」）にまとめます。 




r こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。 
移行するデータの容量によっては、「こん包ファ 
イル」は複数作成されます。すべての「こん包 
ファイル」をコピーしてください。 



ネットワーク（有線 LAN ) 

ク□スケーブル（有線 LAN ) 
ブルーレイディスクまたは DVD 
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前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


「こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を新しいパソコンで 
開さ、コピーします。 


新しいパソコン 



USB メモ U 


使 S は！：>める前に 
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リカパリータディアを巧る 


本製品には、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するための U カバ U —（再セッ 
トアップ）ツールび搭載されています。 U カバ U - DVD - ROM び付属していないモデルの場合、 
「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 を使って、あ日かじめ、 U カバ U — ツールのバックアッ 
プをとっておくこと0」カバ U —メディアの作成）をおすすめします。 

何日かのトラブルで八ードディスクドライブか日 U カバ U —でさない場合でち、 U カバ U —メ 
ディアか 51 」カパ I 」一をすることびでさるよラになります。 

U カバ U —メディアびない状態で、八ードディスクドライブか日 U カバ U —び行えない場合は、 
修理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 

■リカバリー(再セットアップ）とは 

1」カバ U - (再セットアップ）をすると、八ードディスクドライブ内に保存されているデータ 
(文書ファイル、画像-映像ファイル、メールやアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設 
定した内容（インターネットやメールの設定、 Windows □グオンパスワードなど）ち購入時 
の状態に戻る、つまり何ち設定していない巧態になります。 

詳しくは、『セットアップガイド』を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段か日定期的に行っておくことをおすすめします。 

I リカバリーメディアを作成でをる記録メディア _ 

「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では、 ； 欠の記録メディアのいずれかを使用できます。 
何ちデータび書さ込まれていないちのを用意して< ださい。 

• USB フラッシュメモ U (容量 32 G 日までの US 日フラッシュメモ U び使用できます。） 

•言己録用の DVD メディア *1( DVD - R 、 DVD-R DU DVD - RVV 、 DVD 十 R 、 DVD+R DU 
DVD + RW ) 

*1 ドライブを搭載していないモデルの場合は、が付けの DVD ドライブ（市販品）を接続すると、 DVD を使 
用でさます。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面の[メディア構成]で記録メディアの種類を選 
択すると、[情報]に、必要な記録メディアの枚数や容量び表示されます。 

DVD の場合は、必要な枚数び表示されます。複数枚使用する場合は、同じ規格の記録メディア 
で統一してください。 

USB フラッシュメモ U の場合は、 U カバ I 」ーメディアの作成に最低限必要な容量び表示されます。 
表示される容量より大きい容量の US 日フラッシュメモ U を用意してください。 





DVD について / DVD の使用推奨メーカー 


使用できる DVD 記録メディアについては、 r 付録 0- 回使える DVD を確認しよ引を確認 
して < ださい。 

が付けの DVD ドライブ（巿販品）を使用して作成ずる場合は、 『DVD ドライブに付属の 説明書』 
をお認してください。 

巧奨するメーカーの DVD を使用してください。規格に準拠した DVD を使用してください。 
外付けの DVD ドライブ（市販品）で使用でをる DVD については、 『 DVD ドライブに付属の説明 
書』を確認してください。 



使いはじめる前に 
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B リカバリーメディアを作る 


リカバリーメディアの作成にあたって = 

•「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では DVD-RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator ] を使って U カバ U — メディアを作成ずるときは、ほか 
のアプ U ケーシヨンソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

DVD または USB フラッシュメモ U に書さ込みを行ラとさは、なのミ主意をよく読んでから使用して 

<ださい。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの振動や衝撃など 

の本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書き込みに失敗することびあ 

ります。 

• 書を込みに失敗したメディアの損害については、当社はいっさいその責任を負いません。また、 
記憶内容の変化-消失など、メディアに保存した内容の損害および内容の損失-消失により生じ 
る経済的損害といった派生的損害については、当社はいっさいその責任を負いませんので、あら 
かじめご了承ください。 

• DVD に書き込むとさには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠した記録 
メディアを使用してください。また、巧奨するメーカーの記録メディアを使用してください。 

DVD について「付録日-回使える DVD を確認しよう」、 

『 DVD ドライプに付属の説明書』 

• バッテ U —駆動で使用中に書を込みを行ラと、バッテ I 」一の消耗などによって書さ込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続して 
使用して < ださい。 

•書を込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリープ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「已章0省電力の設定をする」 

• 次におすような、ライティングソフトウェア LU 外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク1」 ーンセーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽や映像の再生アプ1」ケーシヨン 
- LAN などの通信アプ U ケーシヨン など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

•タッチバッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り替える、画面の解像度や色数の変 
更など、 J くソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよラ」 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


U カバ U —メディアを作成するには、じ(降の説明を参照してください。 



使いはじめる前に 


2 

2 














BU カバ U —メディアを作る 


■■インストール方法 

* インス I -ールされていないモデルのみ 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 び、購入時の状態ではインス! -- ルされていないモ 
デルの場合は、なの手順でインス I ルしてください。 

n [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨ 
r 7 ン①再インスト-ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [ユーティリティ]タブをクリックする 

E 1 画面左側の [TOSHIBA Recovery Media Creator ] をクリックし、 
r " [「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 ①セットアップ]をクリッ 
クする 

R 画面の指示に従ってインス! — ルする 

1[ファイルのダウン□ード]画面または rxxxx (ファイル名）を実行または保をし 
I ますか？」というメッセージび表示された場合は、廣行]ボタンをク U ックしてく 
I ださぃ。 
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使いはじめる前に 








B リカバリーメディアを作る 


^^9起動方ま 

外付けの DVD ドライブ（市販品）で DVD の U カバ U - メディアを作成する場合は、あ日かじ 
め DVD ドライブをパソコン本体に接続しておいてください。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

n [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
>•一 [サボート&リカバリー]一[リカバリーメディア作成ツール]を 
クリックする 


「TOSHIBA Recovery Media Creator ] 

A TOSHIBA Recovery Media Creator 

め! 





l のコンビュ-紙 J )— ドディスク上 1] さ、リれ i リイ:>(-ジ肌呆巧 3 れていま 
TOSHIBA Recovery Media Crea 化をほって、この U か、■リイメーンり、 6U カバ 
ディアを巧ぶすることげできます。 

y 宁ィアの a 

巧 

タイトル 


>^ディア巧巧 

ステータス 


田团リカ M ’ l バディア 


[dVD ：4.7QB ■ 


巧巧 

W 下のブランかディアかぶ至です。 
DVD 3 快 


タイトル 

チェックボックスにチェックびついてい 
る（が U カバ U - メディアを作成します。 
田をク U ックすると作成する U カバ U — 
メディアの一覧び表示されます。 

I メディア構成 

作成する記録メディアの種類を選択する 
ことびでさます。 


巧ぶ I キヤン它ル "1 


(表示例） 


I 情報 

DVD の場合、画面に表示される枚数分 
び必要になります。 

USB フラッシュメモ U の場合、画面に 
表示される容量び必要になります。 
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使いはじめる前に 













































BU カバ U —メディアを作る 


[タイトル]、[メディア構成]を選択する 

[情報]に、必要な DVD の枚数や USB フラッシュメモ U の容量び表示されるので、 
用意してください。 

[作成]ボタンをクリックする 

作成する U カバ U —メディアの確認と記録メディアのセットを巧める画面び表示され 
9 〇 

Q DVD また US 己フラッシュメモリをセットする 

DVD のセット「2章 [3 •因] CD / DVD / ブルーレイディスクを使うとさ（セット)」、 
『 DVD ドライブに付属の説明書』 

USB フラッシュメモ U 「4章已 USB 対応機器を使ラ」 


[0 K ] ボタンをクリックする 

作成び開始され、[現在のメディア]に、作成している U カバ U —メディアの進が状 
況び表示されます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

DVD の場合、作成び終了すると、記録メディアび自動的に出てきます。 

作成するメディアび複数枚ある場合は、メッセージに従つて記録メディアを入れ替え 
てください。 

メッセージを5崔認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

作成した U カバ U —メディアには、巧のことびわかるよラに目印をつけてください。 

• 「 I 」カバ U - メディアであること」 

•複数枚ある場合は、番号 

たとえば DVD の場合、「リカバ U - メディア XX (番号)」といラよラに、レーベル面 
に油性のフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U —をするとさ、この番号の 
順に U カバ U —メディアを使巧しないと、正しく U カバ U —されません。必ず U カバ 
I 」ーメディア番号びわかるよラにして保管してください。 


[閉じる]ボタン（1<^)をクリックする 


[TOSH 旧 A Recov 乱 y Media Creator] 画面び閉じ、 U カバ U— メディアの作成を 
終了します。 

U カバ U —メディアか日 U カバ U —をする操作手順については、『セットアップガイ 
ド』を参照してください。 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録0お問い合わせ巧』 
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匪■リカバリーメディアを作がする 

外付けの DVD ドライブ（市販品）で DVD の U カバ U - メディアを作成する場合は、あ日かじ 
めパソコン本体に接続しておいてください。 



使いはじめる前に 




















■ パソコンの昼本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
まず。 


1電源を入れるとき . 28 

2使い終わった！5 . 30 

3タッチパッド . 40 

4キーボード . 44 

已ハードディスクドライブ . 已1 

巨 CD/DVD/ ブルーレイディスクを使う 

-ドライブー . 已已 

7画面を見やすく調整するーディスプレイ- . 66 

8サウンド . 67 

9 SD メモリカードを使う一 SD 力ードス□ット ー... 目9 

10 Web カメラを使う . 74 















電源を入れるとを 


n メッセージが表示された場合 

電源を入れたとさにメッセージび表示された場合は、なの内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザーパスワー ドを設定している場合 

電源を入れると;夕のメッセージび表示されます。 


Password : 


設定したユーヴーパスワードを入力し 、I ENTER 1^一を巧してくたさい。 
パスワード 参照に ついて「6 章 0 バスワードセキュ U ティ」 

• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージび表示されます。 


HDD1/SSD1 Password: 


設定した HDD パスワードを入力し、 I ENTER 悼 一を巧してください。 

庐？ メモ 

•パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れまず。 

電源を入れ直してください。 

• ユーヴーパスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーヴーパスワードー HDD パ 
スワードの順に認証びホめられまず。ただし、ユーヴーパスワードと HDD バスワードび同一の文字列 
の場合は、ユーヴーパスワードの認証終了を、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

バスワード参照について「6章 n バスワードセキュ U テイ」 


■ メッセージが表示される場合 

不明なメッセージについては、『セットアップガイド』の 「 Q & A 集」をご覧ください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 















D 電源を入れるとさ 


D 起動するドライブを変更ずる場合 

ご購入時の設定では、本体の八ードディスクドライブか日システムを起動します。起動するド 
ライブを変更したい場合、巧の方法で変更でさます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたとさに表示されるメニューか日、起動するドライブを選択でさます。 

n 電源スイッチを巧し、製品□ゴび表示されている間に应司キーを数回 
押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
y おされます。パスワードを入力して店をををキーを巧してください。 

巧起動したいドライプを m または m キーで選択し、 面^ キーを巧す 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 


•「►HDD Recovery 」 は選択しないでください 。 HDD U カバリーを実行すると、八ードディス 
クドライブ内に保存されているデータはすべて消去されます。 

間違えて還択してしまつた場合、メッセージび表示されますので面]キーを押してしてください。 
電源び切れるので、手順 D からやり直してください。 

HDD リカバリー（八ードディスクドライブからのリカバリー）については、『セツトアップガイド』 
を確認してください。 


■あらかじめ設定しておく 

r 東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更でさます。 
設定の変更「まち HW セツトアップ」のヘルプ 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 




























ほ I 佩ねつた 5 


パソコンを使い終わったときは、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。 
電源の切りかた『取扱説明書』 

パソコンの使用を一時的に中断したいとさは、ス U —プまたは休止状態にすると、パソコンの 
使用を中断したとさの状態び保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを巧す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
したとさの状態び再現されます。 


A 警告 


電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、@ + @キーを巧して OFF にすることびできます。网+网キー 
を巧して無線通信機能を OFF に設定し、ワイヤレスコ S ュニケーシヨン LED び消打し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プやイ木止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 
切ったとき）でも、パソコンび自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 
あらかじめ設定を無効に（解除）してください。 


J 
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操作にあたって 


中断ずる前に 

• スリープまたは体止状態を実行する前にデータを保存することを巧奨します。 

• ス U —プまたは体止状態を実行するときは、記録メディアへの書を込みび完全に終了しているこ 
とをお認してください。 

書を込み途中のデータびある状態でスリープまたは体止状態を実行すると、データの書を込みび 
正しく行われません。 

中断したとさは 

• ス1」ープ中や休止状態では、バッテリーやメモ1」の取り付け/取りはずしは行わないでください。 
-保存されていないデータは消'失しまず。 

•感電、故障のおそれびあります。 

-次回電源を入れたときに、システムび起動しないことびあります。 

また、ス U - プ中にバッテリー残量び減少した場合も同様に、次回起動時にシステムび起動し 
ないことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已砂間巧していったん電源を切ったあとで、再 
度電源を入れてください。この場合、ス1」ープ前の状態は保持でさていません ( Windows エラー 
回復処理で起動します)。 

•スリープまたは休止状態を利用しないときは、データをイ呆存し、アプリケーションをずベて終了 
させてから、電源を切ってください。イ呆存されていないデータは消失します。 


パソミ Q 基本操作を覚えよラ 















B 使い終わった 5 


ス u — プ 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリープ」にしましよラ。なに電源スイッチ 
を巧したとさに、すばやく中断したとさの状態を再現することびでさます。 

ス U —プ中はバッテ U —を消耗しますので、 AC アダプターを取り付けておくことを推奨しま 
す。作業を中断している間にバッテ U —の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プで 
は保をされていないデータは消失します。 

八イプリッドス U - プ「本項 B ス U - プ機能を強化する」 

なお数曰 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（メモ 
U の取り付け/取りはずしや、バッテ U - パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - プ 
ではなく、必ず電源を切ってください。 

■■スリープの実巧方法 

n [スタ-卜]ボタンをクリックする 

■ 瞬 L @ ^恩 


な I ボタンをクリックし①、表示されたメニューか5 [スリープ]をク 
リックする② 

① 

② 

■ あミ食；* Di 

メモ 

• [7 の+臣リキーを押して、ス U - プを実行することをでをます。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
































0 使い終わった 5 


D スリープ機能を強化する 

通常のス U —プのほかに「八イブ U ッドスリーフ」といラ機能び用意されています。 
パソコンの使巧を中断したとさ、それまでの作業をメモ U に保をするス U —プに対して、八イ 
ブ U ッドス U —プはメモ U と八ードディスクの両方に保をします。 

作業を中断している間にバッテ U - の残量び少なくなった場合などは、通常のス U - プでは保 
をされていないデータは消'失します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、八ードディ 
スクか日作業内容を復元でさます。ハイブリッドス U —プを有効にしている状態でスリーフを 
実行すると、八イブ U ッドス U - プとして機能します。この場合は、ス U - プを実行してから 
ス I 」ープ状態になるまでの時間び長くなります。 

またス U —プを実行してから一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにち設 
定でさます。 

休止状態に移行する設定について「本項の「役立つ操作集」」 

八イブリッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

[スタ—卜]ボタン（@)一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 

[八ードウエアとサウンド]一[電源オプション]をクリックし、選択 
している電源プランの[プラン設定の変更]をクリックする 

[プラン設定の変更]は、各電源プランのち端に表示されています。選択している電 
源プランの[プラン設定の変更]をク I 」ックしてください。 

ハイブリッドス U —プの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面び表示されます。 

[詳細な電源設定の変更]をクリックする 

[詳細設定]画面び表示されます。 


[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目か5 [八イブリッ 
ドスリープを許巧する]をダブルクリックする③ 


み是居ブブシヨ 




詳細設定|_ 


ぶ 


カスタマイスする竜涅ブランを度巧してから、お巧いの 
コンピューターで呈涅を宣巧する方まを涅巧レてくだす 


g 拓在か用できない巧をのをを 


バランス[アクティブ] 


】デスクトツプの背夏のをを 

; つイわしつ_で ダブ々一のをを 

スリープ 



曲スリープ担除タイマーの許可 
西 USB をを 
旧苗房/下;タンと力 A- 
曲 PCI Express 


ブランの助をを空巧ぶ） 


I 0K I [ キサンもレ j 


巧巧(が 


读示例） 


パソミ Q 基本操作を覚えよラ 
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B 使い終わったら 


八イブリッドスリープを ON にしたい項目（[バッテリ駆動]/ [電源 
に接続])をクリックする 

[バッテ U 駆動]:バッテ U - 駆動時の、八イブ U ッドス U - プ機能の ON / OFF を 
設定でさます。 

[電源に接続]:電源に接続しているときの、ハイブリッドス U —プ機能の ON / 
OFF を設定でさます。 

項目の横に表示された;をクリックし①、表示されたメニューか5 [才 
ン]をクリックする② 


違至ちオプション 


n を hoiT 


詳細設定|_ 


ぶ 


カスタマイズする笔涅ブランを涅巧してから、お巧いの 
コンピューターで呈泻を菅巧する方まを涅巧してくださ 


> 想なれ用でホむい巧ずのを串 


バランス[アクティブ] 


田デスクトツプの背夏のをま 
函つイサレスアダプターの設を 
曰スリープ 

の巧の時巧が径坦をスリープする 
曰ハイブリッドスリーブを許可王を 



西巧の時苗が垣ち巧I 
田ス IJ- プ餐除タイ 
]USB 辭 

、 awit ? わ、.卜 


ブランの助をを追巧(民） 


】 [ キサンたル 


iSlTA) 


-① 

■② 


读示例） 


[0 K ] ボタンをクリックする 

これで八イブ U ッドス U —プを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行すると、ハイブリッドス U —プとして機能します。 


没立つ操作集 


一定時間の経過後、休止状態にする 

ス U —プを実行してから一定時間び経過ずると、自動的に休止状態に移行するよラ設定でさます。 

[詳細設定]画面で[なの時間び経過を体止状態にする]をダブルク U ックし、表示された項目を還択 
して ▲ ▼で時間を設定してください。 

ス U - プを実行してから設定した時間び経過すると、自動的に休止状態に移行します。 

休止状態 『 Windows ヘルプとヴポート』 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 

















































0 使い終わった 5 


2 


休止が態 


パソコンの使用を中断したとさの状態を八ードディスクに保をします。なに電源を入れると、 
状態を再現でさます。なお数曰!;*(上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載 
されている場合（メモ U やバッテ U —パックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態では 
なく、必ず電源を切ってください。 

n 休止が態の実巧方法 

[スタート]ボタン （©) をクリックし①、11 ij にポインターを合わせ 
る③ 



圆朽 


m 


表示されたメニューか5 [休止状態]をクリックする 

メニューび表示されない場合は、 W をク U ックしてください。 



读示例） 


休止状態か日復帰させるときは、電源スイツチを巧してください。 


ぶすメモ 


[ FN ] + [£ 4 体一を押して、休止が態を実行することもできます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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B 使い終わったら 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューか日操作しないで、パソコン本体の電源スイッチを巧したとさやディスプ 
レイを閉じたとさに、電源を切る（電源 OFF )、 またはス I 」ープ/休止状態にすることびでさます。 
また、「東芝高速スタート」の高速スタートモードを実行することちできます。 

「本節ま芝高速スタートを使ラ」 


n パソコン本化の電源スイッチを}甲したとまの動作の設定 M 

Q [スタート]ボタン （0) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
口 システムとセキュリティ]をクリックする 

Q [ぶ電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

Q [電源ボタンを巧したときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

I 「バッテ U 駆動」時と r 電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

R [変更の保を]ボタンをクリックする 

I j パソコン本体の電源スイツチを巧すと、手順0で設定した状態へ移行します。 
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0 使い終わった 5 


D ディスプレイを閉じたとまの動作の設定 

[スタート]ボタン（@)一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 
Q [もシステムとセキュリティ]をクリックする 
Q r よ電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

Q [カバーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
W トダウン]のいずれかを選択する 

I [何ちしない]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

I 「バッテ U 駆動」時と r 電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

n [変更の保を]ボタンをクリックする 

W ディスプレイを閉じると、手順0で設定した状態へ移行します。 

I [ス U —プ巧態][休止巧態]に設定した場合は、巧にディスプレイを開くと、自動的 
I にディスプレイを閉じる前の状態び再現されます。 

幻メモ _ 

•ディスプレイを閉じることによって[ス U - プ状態][休止状態][シャットダウン]のうち、あらかじ 
め設定した状態へ移行する機能を、パネルスイッチ機能といいます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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使い終わったら 


因 


まち高速スタートをほラ 


r 東芝高速スタート」で高速スタートモードを実行してパソコン本体の電源を切ると、巧に電源 
を入れたとさに、 Windows の起動を高速に行ラことびでさます。 



•高まスタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を切ったとき）は、メモ U の増設や交 
換は行わないでください。故障ずるおそれびあります。 

• 複数のユーヴーび登録されている場合、高ま起動の性能び出ないことびあります。 

• 高まスタートモードは、八ードディスクドライブまたは SSD からの起動のみ対応します。 

• Windows Update 、 ドライバーやアプリケーシヨンのインス I -- ル後に再起動び必要な場合は、 
必ず「シャットダウン」あるいは「再起動」を実行してください。高まスタートモードでは、を 
更び適用されません。 

•パスワード（ユーヴーパスワード、 HDD パスワード）を設定している場合、必ず本製品のキーボー 
ドから入力してください。 

• 高速スタートモードで起動したとさに、 BIOS セットアップで設定でさる項目は制限びありま 
ず。 BIOS セットアップを使用する場合は、高まスタートモードを使わず、「シャットダウン」で 
Windows を終了してから BIOS セットアップを起動してください。 

• 高まスタートモードを使用ずる際は、すべてのアプ U ケーシヨンを終了してから使用してくださ 
い。 

•指紋センサー搭載モデルで、「指紋認証ユーティ I 」ティ」で起動認証（シングルサインオン）を設 
定している場合、ログオン時に再度指紋による認証（もしくはパスワード入力）び必要になります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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0 使い終わった 5 


n 高速スタートモードの準備 

初めて r 東芝高速スタート」を使用するときは、次のよラに設定してください。 

B [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ]一[高速スタートの設定]をクリックする 

「スタートメニューに表示する」をチェックし、にのボタンをクリッ 
クする 

[スタート]メニューに「東芝高速スタート」び追加されます。 


匯 


育をスタートモード 


はじめに 

Windows Media Center 


き呈 


Snipping Tool 

がペィント 

み脚^ 

ソ U ティア 

► すべてのプログラム 


しブ□クラム。アイ祿 p | 



读示例） 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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B 使い終わったら 


高速スタートモードの実行方法 


1 

i 


[スタート]ボタン （©) をクリックし、[高速スタートモード]をク 
リックする 

[東芝高速スタート]画面び表示されます。[スタート]ボタン （©) 一 [すべての 
プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ]一[高速スタートモード]をク U ッ 
クして表示することちでさます。 

[0 K ] ボタンをクリックする 


かまミ！を スター ト 




富をスタートモード 

青をスタートモードはじ17ジトタウシ J でバソコンの軍巧を切るより， 
々に電爱を入れたときに 0 S の起巧時因を)® i することができます. 


シ3シのイ 
S 姑され 


スタートモードでバソコシの丢度を切つてち gs されまだん， 
島まスタートモードで<^ (ソコンの m ちを切0ますび？ 

日巧回から表示しない 


jr ： QK li 


I ちでンむレ 


パソコン本体の電源び切れます。巧に電源スイッチを巧すと、高速で Windows を起 
動することびでさます。高速スタートモードで起動したとさは、画面に製品□ゴび表 
示されている間、ち下に東芝高速スタートのアイコン （ E ) び表示されます。 


E 9 簡単に高速スタートモードで電源を切る 

[スタート]メニューか日操作しないでパソコン本体の電源スイッチを巧したときやディスプレ 
イを閉じたとさに、「東芝高速スタート」の高速スタートモードを実行することちでさます。 
あらかじめ、 r 電源オプション」の[電源ボタンを巧したとさの動作]または[カバーを閉じた 
ときの動作]で、[高速スタートモード]を設定する必要びあります。 

簡単に電源を切る「本節巧]簡単に電源を切る/バソコンの使用を中断する」 

[カバーを閉じたとさの動作]で[高速スタートモード]を設定すると、ディスプレイを閉じる 
と、高速スタートモードで電源を切ります。 

このとさ、次にディスプレイを開いてち、自動的に高速スタートモードで Windows を起動す 
ることはでさません。 

ディスプレイを開いたときに、自動的に高速スタートモードで Windows を起動するには、パネ 
ルオープンノのーオン機能を有効に設定したうえで、高速スタートモードを実行してください。 
パネルオープンパワーオン機能は、「東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで設定します。 
「ま忌 HW セツトアップ」の起動ちま「6章 D まち HW セツトアップ」 
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タッチ八ッド 


タッチパッドで操作する 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイに1；^び表示されます。この矢 
印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
び b パソコンを操作していさます。 

パソコン本体には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ち 
ボタンびあります。 

タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみましよ 
ラ。ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 




タッチパッドの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra - タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。 


■ 指紋センサー搭載モデルの場合 
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o タッチパッド 


タッピングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてち、巧のよラな基本的な操作びでさます。 
* 巧のイラストは指紋センサー搭載モデルの例です。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとク U ック、 
2回たたくとダブルク U ックびできます。 


□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目 I 
タッチパッドか b 指をはなさずに目的の位 i 
まで移動し、指をはなします。 



タッチパッドやポインターの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 


[マウスのプロパティ]の起動方法 

打[スタート]ボタン （®) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

[巧/八ードウエアとサウンド]一[マウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 






2 


7 マウスのプ□パテイ 


国 


ポタン^ポィンター]ポインターオフシヨン.[ホイール.0、一巧エア \ W デバイス設定I 


「ボタンの巧な¬ 


か•ィス (V): 画 

?もききが R ) 

-左クリツウ(语準め涅巧とドラ‘州 


挪備ゎ化,-圏 


が r ’ l レりリ‘巧の这巧 U ) 




.クリジウ□ック 

r か》川がをオンじするくで I 

マウスのボタンをけしたままでむくてら、な巧ホモやドラゥタぴできます。巧目をな;ッウしマウスのボ 
タシそ少し如 B 巧した巧じしてから舟します。;かこ、目巧のにおてマウスを巧れしそこでが一 


I〔キザン t ル 


/naptics TouchPad XTX : な巧 XT な 


タッチパッドのほ用居境を設定する 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


は置 


4 , 






















































































Q タッチパッド 


設定方法 

[マウス①プ□パティ]画面の各タブで機能を設定し、 [0 K ] ボタンを 
クリックする 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインターなどのさ種設定びできます。 
タッチ)い ドの設定をするには、引き続き;欠のよラに操作してください。 

[デバイス設定]タブで[設定]ボタンをクリックする 


クマウスのプ□パテイ 


回 


[ボタン I ポインタ-[ポインタ-オプションイ-ル.〔ハ-阳巧] 811デバイス!淀1_ 


Synaptics ホ•か j イ W わけスのフか巧イ-•一ン XXXX 


「 USB 巧ス巧御さに巧®ポインテインクテV S イスを無功][巧る。 （U) 


‘卜 K アイ]ン巧スウが-から肖I聯(阿 
' 巧巧のトレイ7イ]ンをねりが-じま示(■〇 
■ に卜討ントレイ7イ]ンをねクが-(こま示 (N) 


4:20 PM 
3B 4:20 PM 
R 4:20 PM 


wvm synajDtics com 


」 [ 


[デバイス設定]画面び表示されます。 


读示例） 


画面左側に表示されているメニューから、設定したい項目をクリックずる 

画面ち側に、選択した項目の設定内容と、その説明び表示されます。説明をよく読ん 
で各項目を設定してください。 

項目名の左に（田）び表示されている場合、項目名をダブルク U ックすると、さら 
に細かい設定項目び表示されます。 


3 デバイスをを： Synaptics TouchPad Vx.x : PS/2 f- 卜 


国 


9ポクン 


i アブリな-’ン3ン H ホ 


W 


M Synaptics ' 


この I ブロ"ティ） ウィンドウでは，ポインティンヴイス 
ft 至5たス97イスでき王す. a ス37イス巧おな 巧 出 I こアロセ [ 
スするには，在の乂ニューツリーを任用し a す.この 《 的に 
は.ス S . オブジェクト.アブリヴーシ3ンち}•けするための ll 
* 巧でのポイン？ィンクちよびスウロールオフシ a ンと.坦岩 
の巧での#巧がままれます. 

(プロバ y ィ I ウィン f ウを «R する 

«的のお巧とを去のベージ5去示するには. •>! ニューツり一で 
«出5ウリツクし a す.一巧の《巧にはを立が坦 ft のぺ—ジにわ 
たる巧をがあ y ます.すべての胡 a ぺージ5去示ずるじは，巧な 


子つ"けを ）I 


w«ras}n ， 9 <icscom. 




**シかレ I a 用の I 


读示例） 
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o タッチパッド 


メモ 


•本製品のタッチパッドには、ジェスチャーコントロール機能びありまず。 

指の動きを使って、タッチパッドで;欠の操作びでさます。 

■ 1本指/2本指での上下左ちへのスク□ール 
. 文字や画像をお大/縮ルする（つまみズーム） 

-画像を回転する（ピボット回転） 

詳しくは、手順0で設定したい項目を選択し、表おされた説明を確認してください。 


お立っ操作集-^ 

タッチパッドを有効/無効にするには 

次のち法でタッチパッドの有効/無効を切り替えることびでをます。 

-タッチパッドオン/オフボタン 
-キー操作 

キー操作の場合、巧のキーを押したまま、@キーを押すと[タッチパッド]の力ードび表示されます。 

キーを押した まま キーを押し直し、[無効]アイコンび大をい状態で指をはなすと、無効に 
設定でをます。 

臣の+臣キーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから指をはなしてか 
ら行ってください。 

をキーでタッチパッドの操作をち効にした瞬間、カーソルの動をび数秒不安定になることび 
あります。そのような場合は、一度タッチパッドから指をはなしてください。しばらくすると、正常 
に操作できるようになります。 



ソ 

□ 

ン 

の 

基 

本 

操 

作 

を 

覚 

文 

ぶ 

ラ 


US 巨対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

US 目対応マウスを接続したとさに、タッチパッドによる操作び自動的に無効になるよラに設定するこ 
とびでをます。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コントロールパネル]をク U ックする 

② [八ードウエアとサウンド]一[マウス]をクリックする 

③ [デバイス設定]タブで [ US 目マウス接続時に内蔵ポインティングデバイスを無効にする。]をチエッ 
クする 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 

|7の+ キーを押して設定する「タッチパッド ON / OFF 機能」とは連動していません。 

市販の US 目対応マウスをお使いの場合、マウスの種類によっては、本機能び動作しない場合びあります。 
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ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意ほや呼びかたについて簡単に説明します。 


ーボード図 


フアンクシヨンキー 

特定の操作を実行するとさなどに使ラ 


ESC 


ESC (エスケープ)キ- 

操作を取り消すとさに使ラ 

半/全 < 漢字 > キ- 

TA 巨(タ スキー 

CAPSLOCK - 
件ャプス□ック)英数キー 

CAPSLOCK - 
件ャプス□ック ) LED 

文字入力の大义字□ック 
状態をおす 

SHIFT (シフト)キ- 

アルファべットの大文字、 

ル文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力する 
とさに使ラ 

CTRL (コント□-ル)キ 

ほかのキーと組み合わせて、 

特定の操作を実行するとさに使ラ 

FN (エフエヌ)キー 

オーバーレイキーを使用するとさやファンク 
シ ョン キー、矢印キーとの組み合わせにより、 
特殊機能を実行するとさに使ラ 

ウインドウズキ- 

Windows のスタートメニューを表示するときや 
ほかのキーと組み合わせて、ショートカツトとして使ラ 




1 

II 

# め 

$ う 

% え 

& お 




2 ふ 

3 あ 

も一+ぅ 

5 之 

6 お 





空白文字を入力するとさや、 
入力した文字をかな漢字変換 
す々とさ I し使つ 


パソミ Q 基本操作を覚えよラ 
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キーボード 




固日因囚 


1 


PRTSC (プ IJ ントスク IJ - ン） 

く SYSRQ (システム U クエスト) >キー 

PAUSE (ポーズ )< 巳 REAK (プレーク)> キー 

INS (インサート)キー 

文字の入カモードを挿入/上欄 
さに切り替えるとさなどに使ミ 

DEL (デ IJ - 卜)キー 

文字を削除するとさなどに使ミ 


BACKSPACE 
(バックスペース)キー 

ENTER (エンター)キー 

作業を実行するとさなどに使ミ 

オーバーレイキー 
SHIFT (シフト)キー 
矢 EP キー 

カーソル移動などに使ラ 
また 、 IFNI (エフエヌ）キーと C 
組み合わせにより、特殊機能を 
実行するとさに使ラ 


CTRL (コント□-ル)キ- 


-アプ IJ ケーシヨンキー 

タッチパッド手前のちボタンや、マウスのちボタンを巧す 
ことと同じ動作を行いたいとさに使ラ 


一 ALT (オルト)キー 
カナ / かな < □-マ字>キー 


変換キ— 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D キーボード 


2 


—ポードの文をキーのほいかた 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使い 
ます。キーボードの文字入力の状態によって、 
入力でさる文字や記号び変わります。 


も上 



左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさます。 
Isw / tI キーを巧しなびら巧すと、記号やアルファべットの大文字び入力でさます。 

中央左 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

ち上 

かな入力びでさる状態で | SH // T | キーを巧しなび日巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、物音（ルさい「や、ゅ、よ」）が入力できます。 

中央ち 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 

左下 

ア□一巧態のとさに巧すと、カーソル制御キーとして使えます。 

も下 

数字□ック状態のときに巧すと、テンキーとして使えます。 


FTOSHIBA Flash CardsJ について 


「 TOSH 旧 A Flash CardsJ を使うと、キーボードなどによる簡単な操作によって、さまざま 
な機能を実行でさます。 

デスクトップ上にカードのよラに表示されるアイコンを還択すると、それぞれのカードに割り 
当て日れている機能び実行されます。 

■操作方法 


臣 A / J キーを押す 

次のように 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 び表示されます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


































D キーボード 


設定したい機能のカードをクリックする 

カードとアイコンび表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目にポインターを合わせる 

ポインターを合わせると、アイコンび大さくなります。 

設定したい項目のアイコンび大きい状態でクリックする 

選択した項目に設定されます。 


■ マウス操作でカードを表示させる 

ポインターをデスクトップ上部に合わせることによって、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 び表示 
されるよラに設定することちできます。次の手順を行ってください。 


巧 


[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリテイ] 一 [Flash Cards ] をクリックする 


口 [マウスでも力ードの表示を開始する]をチェックし①、 [0 K ] ボタン 
をクリックする② 

[Flash Cards の設定]画面び表示されます。 


ぶ Flash Cards で設ミ 

0 TOSHIBA Flash Cards の無か 

カードのま示むま： み上刚 


I 巧マウスでら力-ドのを示を閲始する 
力ードげま示されるまでの時間 
巧い- [ y - 

囚カードをほかのウィンドウの丰おじま 


国 


©下側 


長い 


巧る 


バージョン ヘルブ 


I キヤン它ル ’r 通用-- 


-① 


-② 

读示例） 


FTOSHIBA Flash CardsJ のヘルプの起動方法 


「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の詳細は、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

【I [Flash Cards の設定]画面で、[ヘルスボタンをクリックする 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
























D キーボード 


*1 ドライブ搭載モデルのみ 
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〇キーを使った便利な機能 

各キーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧すと、いろ 
いろな操作び実行できます。 


□ 田のキーをほつた特巧機能キー 


キー 

内容 

圃 + |KCJ 

くスピーカーの S ユート> 

[ MJ キーを押したまま、 l£SC| キーを巧ずたびに本体のスピーカーや 
へッドホンの音量のミュート（消音）の ON / OFF び切り替わります。 

[ fn ]+\ space ] 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

巧のキーを巧したまま、1 SPACE 1キーを巧すたびに本体液晶ディスプ 
レイの解像度び切り替わります。 

\7n\ + \tab \ 

<ディスクトレイを開く >41 

圧を]キーを押したまま、 [ W ) キーを押し直し、[取り出し]アイコ 
ンび大きい状態で指をはなすと、ディスクトレイび開さます。 

画+回 

<インスタントセキユ U ティ機能> 

コンピューターを□ックします。 

解除ずるには、ユーヴー名をク U ックしてください 。 Windows 
□グオンパスワードを設をしている場合は、パスワード入力欄に 
Windows の□グオンバスワードを入力し、 （ f / VKR | キーを押してく 
ださい。 

画+回 

く電源プつンの設定> 

キーを押したまま、@キーを押すと、設定されている電源プ 
ランび表示されます。 [ M ] キーを押したまま、店司キーを巧すたび 
に電源プランび切り替わります。 

画+回 

<ス|」ープ機能の実行> 

キーを押したまま、@キーを押し直し、[スリープ]アイコン 
び大さい状態で指をはなすと、ス U —プ機能び実行されまず。 

画+回 

<休止状態の実行> 

[ M ] キーを押したまま、@キーを押し直し、[休止状態]アイコン 
び大さい状態で指をはなすと、休止状態になります。 

画+回 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

詳細について「4 章 g ] テレビの接続」 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

( M ) キーを巧したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度び1段階ずつ下びりまず。表示される画面のスライダーバー 
で輝度の状態を確認でさまず。 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

[ M ] キーを巧したまま、圧ろキーを押すたびに本か液晶ディスプレ 
イの輝度び]段階ずつ上びります。表おされる画面のスライダーバー 
で輝度の状態を確認でさます。 


パソミ Q 基本操作を覚えよラ 

































*2 無線 LAN 機能搭載モデルのみ 
*3 目 luet □日化機能搭載モデルのみ 
*4 WiMAX 機能搭載モデルのみ 
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キー 

内容 

画+画 

<無線通信機能の ON/OFF > 

圧のキーを巧したまま、臣をキーを押すと、切り替え画面び表示さ 
れまず。 

圧を]キーを巧したまま、@キーを押し直し、目的の無線通信機能 
(無線 LAN 機能* VBIuetooth 機能* VWiMAX 機能*つのアイコ 
ンび大きい状態で指をはなすと、選択した無線通信機能の ON/OFF 
び切り替わります。 

画+回 

くタッチパッド日 N / 日 FF > 

圧を]キーを巧したまま、@キーを巧すたびにタッチパッドの有効 
/無効を切り替えます。 

詳細にっいて 

体章 H - 回 タッチバッドの使用環境を設定する」 

| FA /| + [ F 70| 

<オーバーレイ機能> 

と的キーを押したまま、 | H 0| キーを押すと、アロー状態になります。 
キー左下に灰色で印刷されているカーソル制御キー （ t 、し^、^、 
HOME 、 PGUP など）として使えます。アロー状態を解除ずるには、 
をラー度圧因+胃キーを押します。 

[FNj + \ F11 \ 

<オーバーレイ機能> 

キ—を押したまま、 | H りキーを押ずと、数字□ック状態になり 
ます。キーち下にの色で印刷されているテンキー（1、2、3など） 
として使えます。数字□ック状態を解除するには、をぅ一度网+ 
| H 7| キーを押します。アプ U ケーシヨンによっては異なる場合びあ 
0ます。 

\ W ] + [ ftJ ] 

<スクロール□ック状態> 

—部のアプ U ケーシヨンで、 EE 00 キ-を画面スク□-ル 
として使用でをます。□ック状態を解除するには、もぅ一度网+ 
| H 2| キーを押します。 

画 +田 

く PGUP (ページアップ)> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、キーを巧したまま、[]〕キーを 
巧すと、前のページに移動できます。 

画 +田 

く PGDN (ページダウン）> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、 [ M ] キーを巧したまま、 m キーを 
巧すと、なのページに移動でをます。 

画 +日 

く HOME (ホーム）> 

一般的なアプ1」ケーシヨンで、 [ Ml キーを押したまま、巨 D キーを 
巧すと、カーソルび行またはで書の最初に移動します。 

画 +回 

く END (エンド）> 

一般的なアプ1」ケーシヨンで、キーを巧したまま、0キーを 
巧すと、カーソルび行または文書の最後に移動します。 


パソミ S 本操作を覚えよラ 

..h 

- 

ボ 

- 

キ 
































D キーボード 


キー 

内容 

画+の 

<縮ル> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーシヨンで、巧のキーを押したま 
ま、 の キーを巧すと、画面やアイコンなどび縮小されます。 

圃+回 

く拡大> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーシヨンで、巧のキーを押したま 
ま、区]キーを巧すと、画面やアイコンなどびお大されます。 

画咽 

^ 日 里ノ」い 

スピーカーの音量をルさくする mm - r 本章0サウンド」 

画+应] 

く 曰 里人户 

スピーカーの音量を大さくずる「本章0サウンド」 


□特巧機能キー 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージヤー 
の起動 


[ Windows タスクマネージャ ー] 画面び表示 
されます。 

アプ U ケーシヨンやシステムの強制終了を行 
います。 

jCTRL |+|SH/Fr|+|ESC| 

画面コピー 


現在表示中の画面をクリップボードにコピー 
します。 

1 PRTSC 1 



現在表示中のアクティブな画面をク U ップ 
ボードにコピーします。 

iALTj + iPRTSC ] 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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n - ドディスクドライブ 


本製品には、八ードディスクドライブび搭載されています。 

本体の八ードディスクドライブは、取りはずしでさません。 

PC 力ードタイプ （TYPE n )、 eSATA 接続型や USB 接続型の八ードディスクなどを使用し 
て記憶容量を増やすことびでさます。 




操作にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びありまず。 
あらかじめ、「付録 D - K ■八-ドディスクドライブについて」を確認してください。 


八ードディスクドライブに関する表示 


本体の八ードディスクやドライブ、 eSATA 接続型の八ードディスクなどとデータをやり取り 
しているときは、 Disk 白 LED び点灯します。 



八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわ日ず保証でさません。 
万び一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 


SSD について 


• SSD 搭載モデルのみ 

SSD 搭載モデルは、補助記憶装置として、フラッシュメモ U を記憶媒体とするドライブを搭載 
しています 。 SSD (ソ U ッドステートドライブ）とは、八ードディスクの記憶媒体である磁気 
ディスクの代わりに、 NAND フラッシュメモ U を使用した大容量記憶媒体です。 

SS 日の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

じ(下の機能についてちご利用いただけます。 

• BIOS セットアップ 

BIOS セットアップ画面には 「 HDD 1/ SSD ]」 と表示されますび、 SSD でち同様の動作を 
します。 

• HDD パスワード 

八ードディスク同様、登録巧能です。 

• J \- ドディスクか日のリカバリー 

八ードディスク同様、 SS 日か日 U カバ U —できます。 

本書および付属の説明書では、 HDD と SSD をまとめて「八ードディスクドライブ」と呼びます。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 




















0 八ードディスクドライブ 


ま芝 HDD プ□テクシヨンについて 


* HDD 搭載モデルのみ 

r 東芝 HDD プ□テクシヨン」とは、パソコン本体に搭載された加速度センサーにより落下•振 
動-衝撃およびその前兆を検出し 、 HDD (八ードディスクドライブ）び損傷する危険性を軽減 
する機能です。 

パソコンの使用状況に合わせ、検出レベルを設定でさます。 

パソコン本体の揺れを検巧すると、巧のメッセージび表示されます。 



メッセージを5崔認し、 [0 K ] ボタンをク I 」ックして、画面を閉じてください。 

HDD のヘッドを退避しているとき、通知領域の[東芝 HDD プ□テクシヨン]アイコン（国） 
び（场）に変わります。 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 

東芝 HDD プ□テクシヨンの使用にあたって 

• あらかじめ、「付録 n — K ■-ま芝 HDD プ□テクシヨンの使用にあたって」をお語してください。 


ぶ-:! 夕亡 _ 

• 購入時の状態では、まち HDD プ□テクシヨンび ON に設定されています。 

•パソコン起動時、スリープ、休止状態、および休止状態へ移行中と休止状態からの復帰中、電源を切つ 
たとさには、ま芝 HDD プ□テクシヨンは動作しません。パソコンに衝撃び加わらないよ5にごを意く 
ださい。 

•音楽や動画の再生中に、パソコン本体の揺れを検出して HDD のヘッド退避び行われた場合、再生中の 
音楽や動画び一時的に途切れることびあります。 


設定方法 


東芝 HDD プ□テクシヨンでは、パソコンの使巧状況に合わせて検出レベルを設定することび 
でさます。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーテイ U テイ] 一 [ HDD プ□テクシヨン]をク U ツクする 

[東芝 HDD プ□テクシヨン]画面び表示されます。 
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パソミ Q 基本操作を覚えよラ 





























0 八ードディスクドライブ 


• ち芝 HDD プロテクション 


曲 


貪 


HDD：? □テ ウシ ヨン 

HDD プ□テウシヨンは、バリ]ン本な【こ巧おされた加速度たンサ-じより、 
巧れ•街普おれ巧れらの踰じをな化し、 HOD 。トドディスクドライカ 
のかツドを自か的に巧度して、へッドとディスクの巧おじよるディスクの!旨 
傷のを橡I性を段'なします。 


HDD ブ□テウシ3ン 

HDD プ□テクシヨンをほ用するかどうかぷ巧します 


ミ5 ル ON 

©OFF 

巧化レベル 


パリ]ンのほ用恍’兄酉[こが化レペルを訪ミします 

び F— — 

音い 

バサテリで巧巧中 

1] レベル3 

巧巧な廣や 

0レベル3 

图通舶賊供けトレイ)にアイ]ンをまミする 

( 註細設定の1 

巧華記定赵 3D ま示脚' 1- OK 

^キャン t ル}巧巧 • 

ぶすメモ 3 D 表示 


(表示例） 


•[まち HDD プ□テクション]画面で [3 D 表示]ボタンをク U ックすると、 [3 D 表示]画面 
び表示され、パソコン本体の傾さや揺れに合わせて動く3□オブジェクトを画面上に表示し 
ます。振動を検出し、 HD □のヘッドを退避させている間は、画面に表示されているディス 
クの回転び停止し、ヘッド退避び解除されると、回転び再開します。 

[3 D 表示]画面を終了する場合は、[閉じる]ボタンをク U ックしてください。 

• [3 D 表示]画面の 3 D オブジェクトは、本体の八ードディスクを仮想的に表現したちのであ 
り、八ードディスクのディスクの枚数や、ディスクの回転、ヘッドの動作、各部品のサイズ' 
やお状、向きなどは実際のをのとは異なります。 

• [3 D 表示]画面を表示した状態でほかの作業を行ったときに、 CPU やメモ U の使用率び高 
くなる場合びあるため、ノソコンの動作び遅くなることびあります。 


各項目を設定ずる 

設定項目は、次のとおりです。 


HDD プ□テクシヨン 

東芝 HDD プ□テクシヨンの 「 ON 」 または rOFF 」 を 
設定でさます。 

バツテ U —で使巧中 

rOFF 」、 「レベル1」、「レベル2」、「レベル3」のいず 
れかを選択でさます。 

「レベル3」び最ち検出レベルび高いため、東芝 HDD 
プ□テクシヨンを有効に使巧するには、「レベル3」を 
おすすめします。 

使用状況に応じてレベルをほく設定でさます。 

電源接続中 


*1 パソコンを手に持って操作したり、不安定な場所で操作した場を、頻繁に HDD プ□テクシヨ 
ンが動作し、パソコンの応答が遅れることがあります。パソコンの応答速度を優先する場合は、 
設定を下げて使用でさます。 
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パ本操作を覚えよラ 


























0 八ードディスクドライブ 


東芝 HDD プ□テクシヨンを rON 」 に設定すると、電源 （ AC アダプター)接続時と 
バッテ U —使用時でそれぞれ検出レベルを設定することびでさます。 

たとえば、机上でパソコンを使ラ場合（電源接続中）にはレベルを上げておき、手で 
持って使ラとさ（バッテ U —で使用中）にはレベルを下げる、といった使いかたびで 
さます。 

購入時の設定に戻したい場合は、[標準設定]ボタンをク U ックしてください。 

さらに詳細な設定び必要な場合は手順0へ、このまま設定を終了する場合は、手順 
0へ進んでください。 

B [詳細設定]ボタンをクリックする 

[詳細設定]画面び表示されます。 

Q 必要な項目をチェックし、 [0K] ボタンをクリックする 

W 設定項目は、次のとおりです。 


AC アダプターを巧いたとき 

検出レベル増幅機能を設定でさます。ノ（ソコンび 
持ち運ばれる可能性び高いと想定し、約] 0秒間検 
出レベルを最大にします。 

パネルを閉めたとさ 

HDD プ□テクシヨン動作時 
メッセージを表示する 

東芝 HDD プ□テクシヨンが動作したときに、 

メッセージを表示するよラに設定できます。 


尸 [東芝 HDD プ□テクシヨン]画面で [0 K] ボタンをクリックする 
庐？ メモ 

•ま芝 HDD プ□テクシヨンのさ設定は、通ミ的致或の[まち HDD プ□テクシヨン]アイコン（置）を 
ク U ックし、表示されたメニューから項目を還択して行ラこともでさます。 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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CD/DVD/ ブ J レーレイディスク 

巧ほミ -ドライブー 



本製品には、ブルーレイディスクドライブまたは DVD スーパーマルチドライブび搭載されて 
います。ドライブを搭載していないモデルの場合は、外付けの CD/DVD ドライブ（市販品) 
を接続すると、 CD/DVD を使用できます。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD/DVD/ ブルーレイディスクを使用するとさに守っ 
てほしいことび記述されています。 CD/DVD/ ブルーレイディスクを使用する場合は、あ日 
かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


ほえる記録メディアを巧認しよラ 


mm ブルーレイディスクドライブ搭載モデル 

* ブルーレイディスクドライブ搭載モデルのみ 

本製品のドライブで使用でさる CD/DVD/ ブルーレイディスクの詳細と、書さ込み速度につ 
いては、「付録已記録メディアについて」を確認してください。 

使用するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 

*12 cm /8 cm ディスク対応 、 Serial ATA 接続、バッファアンダーランエラー防止機能付き。 


〇:使用でさる X :使巧でさない 



読み出し 

書を込み回数 

CD-ROM 

ぴ吕 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能 t 3 

DVD-ROM 

ぴ吕 

X 

DVD-R り 

ぴ已 

] 回 

DVD-RW 

〇 

繰り返し書さ換え可能 t 3 

DVD 十 R が 

ぴ已 

] 回 

DVD 十 RW 

〇 

繰り返し書さ換え可能 t 3 

DVD-RAM 

〇 

繰り返し書さ換え可能 t 3 

BD-ROM 

ぴ吕 

X 

BD-R 

〇 

] 回 

BD-RE 

〇 

繰り返し書さ換え可能 t 3 


* 1対応フォーマツトによっては巧生ソフトび必要な場合びあります。 

*2 読み出し速度 CD-ROM :最大24倍巧、 DVD-ROM :最大8倍速、 BD-ROM :最大已倍速。 

*3 実際に書を換えでをる回数は、記録メディアの状態や書を込みち法により異なります。 

*4 本書では、 IDVD - R 」 と記載してし'!る場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL ( DVD-R Dual 
Layer ) を含みます。 DVD-R DL は、 Fo 「 mat 4 での読み出し/書き込みをヴポートしておりません。 

*已記録メディアの状態や書を込みち法により、読み出しでさない場合びあります。 DVD-R DL のみ追記された 
データは読み出しでさません。 

*已本書では、 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書を分けのある場合を除き、 DVD+R DL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 


55 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 























O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う-ドライブ- 


ぶず メモ 書き込みできるアプリケーシヨン 

• 書き込みに使用でをる、本製品に用意されているアプ U ケーシヨンは次のとおりです。 

- Corel® Digital Studio™ for TOSHIBA 

[スタート]ボタン(@)-[すべてのプログラム ]- [Corel Digital Studio for TOSHIBA ] 
一に Orel Digital Studio for TOSHIBA ] をクリックすると 、 「Corel Digital Studio 」 が起動し 
ます。使いかたは 、 「Corel Di 呂 ital Studio 」 のヘルプを確認してください。に Orel Digital 
StudioJ を起動後、画面ち上の[ヘルプおよび製品情報]ボタン （) をク U ックします。 

トウシバ ディスククリエイター 

• TOSHIBA Disc Creator 

購入時の状態で 「 T 日 SH 旧 A Disc Creator 」 がインス!-ールされていない場合は、[スタート]ボ 
タン（@)一 [すべてのプログラム]-[アプ U ケーシヨンの再インストール]からインス! 
ルしてください。 

• 記録メディアにデータを書き込むとき、記録メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環 
境によって、実行速度は異なりまず。 


CD / DVD / ブル-レイディスクに書き込む前に、書き込みを行うにあたって= 

•あらかじめ、 r 付録 n - m - cD / DVD / フルーレイディスクに書き込む麵こ」、附録 n 
- KU - 書き込みを行うにあたって」、「付録 H - gy - Corel Digital Stu 出□の使用にあたっ 
て」を確認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 















O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う -ドライプ- 


^ a DVD スー パーマルチ ドライブ搭載モデル 

本製品のドライブで使用できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については、「付録已記 
録メディアについて」を確認してください。 

使用するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 

*12 cm /8 cm ディスク対応、 Serial ATA 接続、バッファアンダーランエラー防止機能付き。 

〇:使用でさる X :使用でさない 



読み出し >1 

書さ込み回数 

CD-ROM 

ぴ吕 

X 

CD-R 

〇 

] 回 

CD-RW 

〇 

繰り返し書さ換え可能 t 3 

DVD-ROM 

ぴ吕 

X 

DVD-R *4 

ぴ已 

] 回 

DVD-RW 

〇 

繰り返し書さ換え可能 t 3 

DVD 十 R が 

〇车百 

] 回 

DVD 十 RW 

〇 

繰り返し書さ換え可能 t 3 

DVD-RAM 

〇 

繰り返し書さ換え可能 t 3 


* 1対応フォーマツトによっては再生ソフトび必要な場合びあります。 

*2 読み出し速度 CD-ROM :最大24倍巧、 DVD-ROM :最大8倍速。 

*3 実際に書を換えでをる回数は、記録メディアの状態や書を込みち法により異なります。 

*4 本書では、 roVD - R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL ( DVD-R Dual 
Layer ) を含みます。 DVD-R DL は、 Format 4 での読み出し/書き込みをヴポートしておりません。 

*已記録メディアの状態や書き込みち法により、読み出しでをない場合びあります。 DVD-R DL のみ追記され 
たデータは読み出しでさません。 

*已本書では、 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書を分けのある場合を除き、 DVD+R DL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 


ぶ:すメモ書き込みできるアプリケーシヨン 


書き込みに使用でをる、本製品に用意されているアプ U ケーシヨンは次のとおりです。 

トウシバ ディスク クリエイター 

• TOSHIBA Disc Creator 

購入時の状態で [TOSHIBA Disc Creator ] がインス!ルされていない場をは、[スタート]ボ 
タン （ G ) 一 [すべてのプログラム]-[アプ U ケーシヨンの再インストール]からインス! 
ルしてください。 

記録メディアにデータを書き込むとき、記録メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環 
境によって、実行速度は異なります。 




CD / DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 


あらかじめ、 r 付録 n - m - cD / DVD / フルーレイディスクに書き込む麵こ」、附録 n 
- m - 書さ込みを行ラにあたって」をお認してください。 
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O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う -ドラィブ- 


2 


ブルーレイディスクの映画や映像を見る 


* ブルーレイディスクドライブ搭載モデルのみ 

本製品では、ブルーレイディスクの再生びでさます。 Windows 上でブルーレイディスクを再 
生するには 、 「Corel WinDVD 日 D forTOSHBA 」 を使います。 

Windows び起動している状態で、ドライブにブルーレイディスクをセットすると 、 「WinDVD 
BD 」 び起動します。初めて起動したとさは、[ライセンス契約書]画面び表示されます。契約 
約内容をお読みのラえ、[承認]ボタンをク U ックしてください。 

rWinDVD 日 D 」 は、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一に Orel ] 一に Orel 
WinDVD BD ] をク U ックして起動することもできます。 

使いかたは 、 rWinDVD BDJ のヘルプを参照してください 。 「WinDVD BDJ を起動後、映像 
ウィンドウち上のに Orel ガイド]ボタン （ ) をク U ックし、[ヘルプを開く]ボタン 
をク U ックすると、ヘルプび表示されます。 


ヘルプを历< 




ブルーレイディスクの再生にあたって 


あらかじめ、 r 付録 D - 


ブルーレイディスクの再生にあたって」を確認してください。 


ぶすメモ 


ブルーレイディスクを再生する場合、「巳 Orel WinDVD BD 怕 「 TOSH 旧 A 」 を使用してください。 
[Windows Media Player 」 やその他の市販ソフトを使用してブルーレイディスクを再生すると、表 
示び乱れたり、再生できないことびあります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 





















O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う-ドラィプ- 


团 


DVD の映画や映像を見る 


トウシバ ビデオ フレーヤー 

「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 を使しほす。 


Windows 上で DVD を再生するには、 

Windows び起動している状態で、ドライブに DVD をセットすると、[自動再生]画面び表示 
されますので、 [ DVD ムービーの再生- TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 使用]をク U ックしてく 
ださい。 

[ DVD ムービーに対しては常に次の動作を行う]にチェックびついている状態で、 [ DVD ムー 
ビーの再生- TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 使用]をク U ックすると、な回じ(降は DVD をセット 
すると自動的に 「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 び起動します。 

nOSHIBA VIDEO PLAYER 」 は、[スタート]ボタン （◎) 一 [すべてのプ□グラム]一 
[ TOSHIBA ] ^ [マルチメディア] 一 [TOSHIBA VIDEO PLAYER ] をク U ックして起動す 
ることちでさます。 

使いかたは、 「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 のヘルプを確認してください。 「 TOSH 旧 A 
VIDEO PLAYER 」 を起動後、映像ウィンドウも上の[ヘルスボタン （■) をク U ックす 
ると、ヘルプび表示されます。 

用語について 

本節では、 「 DVD 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD - Video フォー 
マツトまたは DVD - VR フオーマツトで記録されたディスクを示します。 




DVD の再生にあたって 


あらかじめ、「付録 □ EO DVD の再生にあたって」を確認してください。 


^ メモ 


Windows 上で DVD を再生する場合、 「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 を使用してください。 
[Windows Media PlayerJ やその化の市販ソフトを使用して DVD を再生すると、表示び乱れたり、 
再生できないことびあります。 
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O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う-ドラィブ- 


CD / DVD / ブルーレイディスクをほうとき（セット) 


* ドライブ搭載モデルのみ 

CD / DVD / ブルーレイディスクは、パソコン本体に搭載されているドライブにセットして使 
用します。 

CD / DVD / スレ-レイディスクの操作にあたって —— 

•あらかじめ、 r 付録 D - K ■巳 D / DVD / ブルーレイディスクについて」、「付録白-の使 
える C □を確認しよう」、「付録0■回使える DVD を胞忍しよう」を確認してください。 


ぶ巧 メモ セットする前に確認しよう 

•傷ついたりちれのひどい巳 D / DVD / ブルーレイディスクの場合は、挿入してから再生び開始される 
まで、時間びかかる場合びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生できない場合もありまず。巧れ 
をふさとってから再生してください。 

• 記録メディアにデータを書き込むとき、記録メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環 
境によって、実行速度は異なります。 

• CD / DVD / ブルーレイディスクの特性や CD / DVD / フルーレイディスクへの書さ込み時の特性に 
よって、読み出せない場合もあります。 

• CD / DVD / ブルーレイディスクの種類によっては、取り出ずとき Windows び自動的にセッションを 
閉じてしまう場合びあります。このとき、確認のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD / DVD / ブルーレイディスクをセットしてください。 

この Windows の機能を無効にずるには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン（〇)一 [コンピューター]をクリックする 

② ドライブのアイコンをちクリックし、表おされたメニューから[プ□パティ]をク U ックする 
ドライブのプ□パティ画面び表示されます。 

③ [書き込み]タブで[共通の設定]ボタンをク U ックずる 

④ [共通の設定]画面で[シングルセッションディスクを取り出すとき]と[マルチセッションディ 
スクを取り出すとき]のチェックをはずし、[〇のボタンをク U ックする 

• P 巳力ードス□ット / ExpressCard ス□ットを使用する場合、力ードによってはディスクトレイび開 
かなくなる可能性びあります。その場合、カードをいったん取りはずしてください。 


60 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



















O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う-ドラィプ- 


I ドライブに関する表示 _ 

パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスクトレイ LED 、 
Disk 0 LED び点灯します。 

fii パソコン本体の電源を入れる 

I ! Windows が起動します。 

L. 

4イジェクトボタンを押す 



イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日指をはなしてください。ディスクトレイび 
かし出てさます楼夕秒かかることびあります)。 

* 搭載されているドライブによってイジェクトボタンの位置やディスクトレイの形状は異なります。 

打ディスクトレイを引さ出す 



I CD / DVD / ブルーレイディスクをのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 



V 
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O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う-ドラィブ- 


Q 文字び書いてある面を上にして、 CD / DVD / ブルーレイディスクの穴の 
部分をディスクトレイの中央凸部に合わせ、上か5押さえてセットする 



「カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 



5 


CD / DVD / ブルーレイディスクを軌、終わったとき(取り出し) 


ドライブ搭載モデルのみ 


冒 


パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れてください。 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイびかし出てきます。 


Q ディスクトレイを引を出す 

CD / DVD / ブルーレイディスクをのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 



パソミ Q 基本操作を覚えよラ 




























O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う -ドラィプ- 



円「カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 



CD / DVD / ブルーレイディスクび出てこない場合 


A ま意 


• クリップなどを使ラ場合は、取り扱いに十分注意する 

先端のとびった部分でけびをするおそれびあります。 

J 


■ディスクトレイ□ック機能 

本製品は、バッテ U - 駆動中にパソコン本体び固定されていない場合、イジェクトボタンを巧 
してちディスクトレイび開かないよラ設定されています。持ち歩いているとさなどに、誤って 
イジェクトボタンを巧してしまってち、ディスクトレイび開いてメディアび落ちてしまうこと 
を防ざます。 

メディアのセツトや取り出しは、パソコン本体を固定した状態で行ってください。 
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O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う-ドラィブ- 


■その他 

電源を切っているとさ、または休止状態のとさは、取り出しの操作をしてち CD / DVD / ブルー 
レイディスクは出てきません。電源を入れてか日 CD / DVD / ブルーレイディスクを取り出し 
てください。 

次の場合は、電源び入っていてち、すぐに CD / DVD / ブルーレイディスクは出てさません。 

• 電源を入れた直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED び点灯しているとき 
•ス|」ープ状態のとさ 

上記じ(外で C D/D VD / ブルーレイディスクび出てこな 
い場合は、巧のよラに操作してください。 

• Windows 動作中の場合 

CD / DVD / ブルーレイディスクを使用しているアプ 
U ケーシヨンをすべて終了してから、イジェクトボタ 
ンを巧してください。 

• パソコン本体の電源が入5ない場合 

電源び入 b ない場合は、イジェクトホールを、先の細 
い丈夫なちの（ク U ップを伸ばしたちのなど）で巧し 
てください。 


DVD - RAM をフォーマツトする 


新品の DVD - RAM は、使巧する目的に合わせて「フォーマット」という作業び必要です。 
フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 DVD - 
RAM を使えるよラにすることです。 

フオーマツ トされていない DVD - RAM は、 フオーマツ トしてから使用してください。 


DVD - RAM の フオー マツトについて 


•あらかじめ、 r 付録 n - EH - DVD - RAM のフオーマットについ！:」を確認してください。 




* 搭載されているドライブによってイ 
ジェクトボタン、イジェクトホール、 
ディスクトレイ LED の位置は異なり 
よ9 〇 
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O CD / DVD / ブルーレイディスクを使う-ドラィプ- 


ファイルシステム 


DVD - RAM を フォー マットするときにファイルシステムを選択します。 

ファイルシステムは、書さ込むデータの種類や書さ込み後の記録メディアを使用する機器に応 
じて選択します。また、映像データを書さ込むとさは、書さ込み用のアプ U ケーシヨンによつ 
て指定されている場合びあります。 

選択できるファイルシステムは 「 UDF 2 .已0」 rUDF 2.01 J 「 UDF 2.00」 「 UDF 1. 已0」 
rUDFl '02」「 FAT 32」 です。 

□ VD - RAM のセクターの一部に不具合び生じた場合などに、通常のフォーマットとは違う「物 
理フォーマット」を行う場合びあります。通常、購入したばかりの DVD - RAM に対しては、物 
理フォーマットを行ラ必要はありません。 

物理フォーマットに巧して、通常のフォーマットを r 論理フォーマット」と呼びます。 

なお、物理フォーマットを行ったあとには、論理フォーマットび必要となります。 


■■論埋 フオー マット 

通常のフォーマット（論理フォーマット）は、 Windows 上で実行できます。 

フォーマット方法については[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとサポート]をクリック 
して、 『 Windows ヘルプとヴポート』を参照してください。 

物巧フォーマット 

物理フォーマットを行ラには、非常に時間びかかります。 

「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 をインス I -- ルしないと本機能は使用できません。 

あらかじめインス I -ールしてください。 

FTOSHIBA Disc Creator 」 について 

「本節 W - メモ-書き込みできるアプ1」ケ-シヨン」 


P 物理フォーマットする DVD - RAM をセットする 

Q [スタート]ボタン（〇)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
n 一 [マルチメディア] 一 [ DVD - RAM ユーティリティ]をクリックする 

■ [東芝 DVD - RAM ユーティ U ティ]画面び表示されます。 

[開夕台]ボタンをク U ックする 

じ(降、画面に表示されるメッセージに従ってください。 

物理フォーマツトをしたあとは、論理フォーマツトび必要です。 
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面面を見やず < 調舊する 


-ディスプレイー 


本製品は表示装置として T FT カラー液晶ディスプレイを搭載しています。 
テレビや外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 


の 


画面の明るさを調壁する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでさ 
よ9 〇 

□輝度の 調整 方 ミ 去 

r ^+ r ^ : キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び 

1段階ずつ下びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで輝度の状態を確認でさます。 


^ N \ + \ F 7] ■ 因句キーを巧したまま、 [~ F 7 I キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び 
1段階ずつ上びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで輝度の状態を確認でさます。 
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スピーカーの音量を調壁する 


スピーカーの音量は、次の方法で調整でさます。 


切 ri + のまたは而 n + のキーで調整する 


音量をルさくしたいときは画+团キー、大きくしたいときは画+ 
团キーを巧す 

キーを巧したまま巨]キーを巧すたびに音量びルさくなり、丙のキーを巧したま 
ま W キーを巧すたびに音量び大さくなります。 


音量ミキサーから調整する 

[スタート]ボタン妻）一[コント □ —ルパネル]をクリックする 

[若ハードウエアとサウンド]一し;）システム音量の調壁]をクリッ 
クする 

[音量 S キサー]画面び表示されます。 

各項目でつまみを上下にドラッグして調壁する 

[ミュート]ボタン（间）をク U ックすると消音（ミュート）になります。 


音星ミキサー-スピーカー(冷000<冷00が汾00な汾 X 冷00<) 


回 


デバイス追） 


アプリケーシヨン 




スピーカー シスアム音 


〇 




か） か） 


读示例） 
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o サウンド 


□ 音楽/音青を再生するとを 

音量 S キサーの各項目では、次の音量び調整でさます。 


スピーカー 

スピーカーの音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント （ Windows の終了、システム 
エラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整し 
ます。 


また、使用するアプ I 」ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは、『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 


庐？ メモ 

• インテル®八イ-デフィニション-才ーディオ準拠。 

•キヤプチヤソフトなどを使用して、パソコンで再生中の音声を録音することはでさません。 
• サンプ I 」ングレートは使用するソフトウエアによって異なります。 
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SD タモリカードをほ 3 

— SD 力ードスロットー 


本製品では次の SD メモ U 力ードを SD 力ードス□ットに差し込んで、データの読み出しや書 
さ込みびでさます。 

• SD メモ I 」力ード*1 

(じ(降、 SDHC メモ U 力ード*1、 SDXC メモ U 力ード*1を含みます。） 



次の SD メモリカードは、市販のアダプターを装着すると、本製品の SD カードス□ットでち 
使用でさます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


min 旧 D メモ I 」力ード 

似降、 min 旧 DHC メモ U 力ード*1を含み 

ます。） 

SD メモ I 」力ードサイズの min 旧 D メモ I 」 
カー ド用のアダプターを使用し ます。 



争 


microSD メモ I 」力ード*1 

似降、 microSDHC メモ U 力ード*1を含 

みます。） 

SD メモ I 」力ードサイズの microSD メモ 
U カー ド巧のアダプターを使用します。 



*1 着作権保護巧術 CPRM に対応しています。 

アダプターの装着や使用方法は、 『 SD メモ U カードに付属の説明書』を確認してください。 

本書では、特に区別して説明する場合を除き 、 SD メモ U 力ード、 min 旧 D メモ U 力ード、 
microSD メモ I 」カードを 「 SD メモ I 」カード」と呼びます。 

すべてのメディアの動作を保証するちのではありません。 

高速データ転送には対応しておりません。 

コンパクトフラッシュメモ U カードなどは使用できません。使用する場合は US 日経由で周辺 
機器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 
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M SD メモリカードを使う —SD 力ードスロット — 


新品の SD メモ U カードは、 SD メモ U カードの規格に合わせてフォーマツトされた状態で販売 
されています。 

フォーマツトとは、 SD メモ U 力ードを使えるようにすることです。 

フォーマツトされていないちのを購入した場合や再フォーマツトをする場合は、 SD メモ U カー 
ドを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレーヤーなど）で行ってください。 


2 


ードのセットと取り出し 


SD カードス□ットに関する表示 


パソコン本体に電源び入っている場合、 SD 力ードス□ットに挿入した SD メモリカードとデー 
夕をやり取りしているときは 、 SD Card □ LED び点灯します。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録已-田 S □メモ U 力ードの操作にあたって」をお認してください。 
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SD メモリカードをほう前に 





SD メモリカードの使用にあたって 


あらかじめ、 r 付録已 - 1 4 1 - 


カードを使う前に」を確認してください。 
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SD メモリカードを使う —SD 力ードス□ット- 


七ットずる 


SD メモリカードの表裏を確認し、表を上にして、 SD 力ードス□ット 
に挿入する 

奥まで挿入します。 




min 旧□メモ U 力ード 、 microSD メモ U 力ードは、 S □メモ U 力ードサイズのアダプター 
び必要です。 

アダプターを使用しないで直接拝入すると、取り出せなくなります。 
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EiM SD メモリカードを使う —SD 力ードス□ット— 


^9セットした SD メモリカードの巧客を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、巧の手順で見る 
ことびでさます。 

著作権保護されたファイルについては見ることびでさない場合びあります。 

H [スタート]ボタン（@)一 [コンピューター]をクリックする 

[コンピューター]画面び表示されます。 

SD メモリカードのアイコンをダブルクリックする 

LU 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 

SD メモ U 力ード ： U ムーバブルディスク、セキュ U ティで保護された記憶域 

デバイス、 SD 

读示例) 

セツトした SD メモリカードの内容び表示されます。 


^ メモ 


SD メモ U 力ードによっては、 SD 力ードス□ットにセットすると、自動的に内容び表示されたり 、 SD 
メモリカードに対する操作を選択する画面び表示される場合びありまず。選択画面び表示されたとき 
は、[フォルダーを開いてファイルを表示]を選択してください。 



(表示例） 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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EiM SD メモリカードを使う —SD 力ードス□ット- 


E ■取り出す 

SD メモ U 力ードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしている 
と、取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

SD メモリカードの使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアを安全に取りがしてメディアを取り出す]アイコン（わ） 
をクリックずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場をは、0をク U ックしてください。 




1 


，、- ドウエアを安をに取 D かして乂ディアを® D 化ず 


■お fe 

カスタ7イブ... 


(表示例） 


② 表示されたメニューか5 [(取りはずず SD メモリカード）の取り出し]をクリッ 
クする 

③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された日、をクリックする 

SD メモリカードを巧す 

カードびかし出てきます。そのまま手で取り出します。 
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Web カメラ搭載モデルのみ 

y 品には、 rweb カメラ」び搭載されています。 

目のアプ U ケーシヨンを使ラと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチャットを 
つたりでさます。 



咳) 


Web カメ^ 


Web 力 ラの使巧時に- 
LED が点灯します。 




Web カメラについて 


Web カメラに保護シートび貼ってある場合には、 Web カメラを使用する前に、必ず保護シート 
をはびして < ださい。 

あらかじめ、 r 付録 n-H Web カメラについ口を確認してください。 
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Web カタラをほち 



* 本専行 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 






























Em Web カメラを使う 


E 

1 

Web カメラのアプリケーシヨ 

ンにごいて 


本製品には、 Web カメラ用のアプ U ケーシヨンび用意されています。 


—起動方法 

S [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[マルチメディア]一[ウェブカメラアプリケーシヨン]をクリック 
する 

「東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」び起動します。 

D 写真や動画を撮影ずる 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」の画面に表示される各ボタンの概要は、なのよラになっ 
ています。 

• [写真撮影]ボタン 

画面に映っている画像を、写真として撮影します。 

• [ビデオ録画]ボタン 

画面に映っている画像を、映像として録画します。 

• [アルバム]ボタン 

撮影、録画したファイルの一覧を表示します。 

• [設定]ボタン 

撮影した画像や映像の保を先や、保を形式、映像品質を設定したり、画質調整などびでさます。 
詳しくは、「東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」のヘルプを参照してください。 

I ヘルプの起動方法 


n 「東芝ウェブカメラアプリケーシヨン」を起動後、[ヘルプ]ボタン（巧） 
广をクリックする 
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国ネツトワークの世巧へ 


本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介しまず。 


1ネットワークで広がる世界 . 78 

2 Bluet 00 化機能 . 8已 








トワークで広がる世巧 


会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンターを共有したい 
ときや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使ラと便利です。 


の 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専巧のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



(接続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、「本節医]有線 LAN で接続する」を参照 
してくださし、 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でちネットワークに接続でさ 
る、ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエ 
U ア内であればあ日ゆる場所か日コンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコン 
からワイヤレスでネットワーク環境を実現でさます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンターなどの機器の設定を行ラ必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
設定方法の詳細は、[スタート]ボタン（貧）一[ヘルプとサポート]をク U ックして、 
『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、各機器に付属の説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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D ネットワークで広がる世界 


Q [有線 LAN でち続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使巧する LAN 機能び搭載されています。 

本製品の LAN コネクタに光回線終端装置、 ADSL モデムやブ□ー ドバンドルーターなどを 
LAN ケーブルで接続することびでさます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet (] 000 BASE - T)、Fast Ethernet 
り OOBASE - TX)、Ethernet (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケー 
ブルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Gigabit Ethernet、Fast Ethernet 、 
田 hemet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 



■■ LAN ヶーブルを接続ずる 

LAN ヶ-スレの使用にあたって —— 

•あらかじめ、「付録 D - ra 有線 LAN について」をお認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずして<ださい。ケーブル 
を引っ張らないでください。 



ネ 

ツ 

卜 

I 

ク 

の 

世 

巧 



パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を下にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 
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ネットワークで広がる世界 



LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器により、 LU 降の設定方法は異なります。 

光回線終端装置、 ADSL モデムの設定について 
『プ□バイダーなどか S 送6れてくる資料』 

プロ—ドバンドルーターの設定について 
『ブ□ー ドバンドルーターに付属の説明書』 


ワイヤレス（無線） LAN を使う 


* お線 LAN 機能搭載モデルのみ 


無線 LAN モジュールの確認 


使用しているパソコンに搭載された無線 LAN モジュールの種類は、 rConfigFreeJ を使って確 


認でさます。 
「本項 


I - 役立つ操作集- Confi 旨 Free 」 


通知領域の [ ConfigFree ] アイコン（ぶ）をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 

表示されたメニューでアダプター名を確認する 

アダプター名び示すモジュールは、それぞれ次のよラになります。 

• [Intel (R) Centrino(R) Advanced-N 62 己 0 AGNJ の場合 

IEEE 802.1 la (W 已 2 /VV 已 3 /VV 已己）、 IEEE 802' l ] b 、 IEEE 802' 1 ] 邑おぶび 
忙 EE 802.] ] n に対応したモジュールです。また、 IEEE 802. 1 6 e -200 已に準拠 
しています。このモジュールを 、 「Intel a / b / 旨/ n - WiMAX モジュール」と呼びます。 
去このモジュールは、 WiMAX に対応しています。 

• [Intel (R) Centrino(R) Wireless-N 61 50J の場合 

IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 ] 邑および IEEE 802'1] n に対応したモジュレで 
す。また、 IEEE 802.1己 e -200 已に準拠してし、ます。このモジュールを 、 「Intel 
b / 旨/ n - WiMAX モジュール」と呼びます。 

* このモジュールは、 WiMAX に対応しています。 

• rintel(R) Centrino(R) Advanced-N 6 吕〇己」の場合 

IEEE 802.1 la (W 已 2 /VV 已 3 /VV 已己）、 IEEE 802' l ] b 、 IEEE 802' 1 ] 邑おぶび 
IEEE 802.] ] n に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Intel a / b / 邑 /n 
モジュール」と呼びます。 
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D ネットワークで広がる世巧 


巧線 LAN を巧ってみよう 


A 警告 


む 臓 ペースメーカーを装着しているかたは、む 臓 ペースメーカーの装着部位か 5 22cm 
ULh 離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 

電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、@ + @キーを巧して OFF にすることびできます。网+网キー 
を巧して無線通信機能を OFF に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 
切ったとき）でも、パソコンび自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 
あらかじめ設定を無効に（解除）してください。 




あらかじめ、「付録【1-1■無線 LAN について」をお認してください。 

『安むしてお使いいただくために』に、セキユ1」テイに関してのま意事項や使用上のを意事項を説 
明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュリティの設定を行ってください。 


81 


■ • fAtheros AR938x Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 la (W 已 2 /VV 已 3 /VV 已巨）、 IEEE 802' l ] b 、 IEEE 802'1] 邑お ぶび 
IEEE 802.] ] n に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Atheros a / b / 

旨 / n モジュール」と呼びます。 

その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、『取扱説明書』を確認してください。 

封メモ _ 

• Wi- 円準拠、 WPA/WPA2 対応、 ]28bitWEP 対応、 2 已日 bit AES 对応、 TKIP 対応。 
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D ネットワークで広がる世界 


[7が+两1キ~を押す 

臣を]キーを巧したまま@キーを巧すたびに、大さく表示されるアイコンび切り替わ 
ります。無線 LAN のアイコン ( Wi - Fi のアイコン）び大きく表示された状態で I / Wl キー 
をはなすと、無線 LAN 機能の ON / OFF び切り替わります。 

^ \ 

♦1 の □ Q D ((がて1| 

-#— 

ON にすると、ワイヤレスコミュニケーション((が LED び点灯します。 

LU 降の無線の設定方法には、なの2種類びあります。 

•「 Confi 邑 Free 」 を使う 
• Windows 標準機能を使ラ 

rConfigFreeJ を使って設定する場合は、「本項^画-役立つ操作集- ConfigFree 」 
を参照してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（@) - 
[ヘルプとサポート]をク U ックして、 [ Windows ヘルプとサポート』を参照してく 
ださい。 

^タミお立っ操作集-^ 

Confi 邑 Free 

本製品に用意されている 「ConfigFree」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN ケー 
ブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能び使えます。 
詳しくは、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「Confi 目 Free」 は、コンピューターの管理者のユーヴーアカウントで使用してください。 

• ファーストユーザーズガイドの起動ち法 

①通な]領域のに onfi 目 F 怕 e ] アイコン （ g) をちクリックして表おされるメニューから、[へ 
ルプ]をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 H をクI」ックしてください。 

• rConfigFreeJ の起動ちま 

「ConfigFree」 は、 Windows を起動すると自動的に起動し、通知領域にに onfi 旨 Free ] アイ〕 

ン （さ） び表示されています。 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク1」ックしてください。 
rConfigFreeJ を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン （®) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] ^ [ネットワーク]一 
に onfi 呂 Free] 一 に onfi 旨 Free トレイ]をクリックずる 
V J 
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D ネットワークで広がる世界 


がメモ _Windows の□グオン画面で、無線 LAN の状態を確認ずる（「まミ無線 LAN インジケーター」) 

•無線 LAN の設定を行い、無線 LAN に接続可能な状態の場合、 Windows のログオン画面に[ま芝無線 
LAN インジケーター]画面び表示されます。この画面で、現在の無線 LAN の状態を確認することびで 
さます。 

また、無線 LAN に接続可能な状態ではない場合は、 Windows の□グオン画面に「ま芝無線 LAN イン 
ジケーター」のアイコン ( S ) のみび表示されます。このアイコンをク U ックすると、[まち無線 
LAN インジケーター]画面を表示することびでをます。 

なお、随芝無線 LAN インジケーター」は、表示ち法を変更することびできます。[スタート]ボタン (曾) 
一[すべてのプログラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ネットワーク]一[無線 LAN インジケーター-設定] 
をク U ックして表示される、[東芝無線 LAN インジケーター-設定]画面で設定を変更してください。 
•「ま芝無線 LAN インジケーター」は、購入時の状態ではインス!-―ルされていません。 

なの手順でインストールしてください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インストール]を 
ク U ックずる 

② [セットアップ画面へ]をク U ックずる 

③ 画面のメッセージに従ってインストールする 

[ユーティリティ]タブに [TOSHIBA Wireless LAN Indicator ] の項目び用意されています。 
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D ネットワークで広がる世界 


E ■セキュリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュ U ティ設定を行ラことをおすすめします。 

セキュ U ティの設定を行っていない場合、さまざまな問題び発生する可能性びあります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するごを意 
『安むしてお使いいただくために』 

これ日の問題に対応するためには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの双方で通信データ 
の暗号化などのセキュ U ティび必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュ U ティ機能び用意 
されています。 

なのセキュ U ティ設定を行い、セキュ U ティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それ日の 
問題び発生する可能性を低くすることびできます。 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

f [今•インターネットへの接続]をクリックー[ワイヤレス]をクリッ 
クする 

現在のワイヤレスネットワークへの接続状態び表示されます。 

f 画面ち下の[ワイヤレスネットワーク接続]画面で、接続したいアクセ 
スポイント名をク U ックする 

Q [自動的に接続する]をチェックし、腊続]ボタンをクリックする 

f [ネットワークに接続]画面で、必要なネットワークセキュリティ情報 
を入力し、 [0K] ボタンをクリックする 

選択する項目、データ暗号化の方式、セキュリティキーなどの詳細は、『無線 LAN アクセスポ 
イントに付属の説明書』を確認のラえ、正しく設定してください。正しく設定していない場合、 
無線 LAN アクセスポイントに接続でさない場合びあります。 
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Bluetooth 機能 


* 团 uetooth 機能搭載モデルのみ 

日 luetooth ワイヤレステクノ□ジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりでさる、世界標準の通信方式です。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりびできます。 

詳しくは、『日 luetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を参照してください。 

起動ち法「本節 U - Bluetooth ユー ティリティ ユー ザーズガイドの起動ちま」 




Bluet 00 计 1 機能の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 □ Bluetooth について」を確認してください。 


ぶ巧メモ 


Bluetooth のノ（ージョンによっては本製品と通信できない目 luetooth 対応機器びあります。本製品で 
は、 Bluetooth Version 1.1、1.2、2.0、2.0 +EDR、 2.1、 2. 1 +EDR の Bluet 00 th 対応機器と通 
信びでをます。 

2.4GHz 帯の無線 LAN び近距離で使用されていると通信速度のほ下または通信エラーび発生する可能 
性びあります。 


Bluetooth 通信び巧能なが態にずる 


A 警告 


•む 臓 ペースメーカーを装着しているかたは、む 臓 ペースメーカーの装着部位か 5 22 cm 
liLh 離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 

•電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 
パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、@ + @キーを巧して OFF にすることびできます。网+网キー 
を巧して無線通信機能を OFF に設定し、ワイヤレスコ S ュニケーシヨン LED び消打し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プやイ木止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 
切ったとき）でも、パソコンび自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 
あらかじめ設定を無効に（解除）してください。 
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B Bluet 001 ih 機能 


[7が+两1キ~を押す 

臣を]キーを巧したまま @ キーを巧すたびに、大さく表示されるアイコンび切り替わ 
ります。 Bluetooth のアイコン （0) び大さく表示された状態で [7 がキーをはなす 
と、日 luetooth 機能の ON / OFF び切り替わります。 


♦1 の □ Q D ((がて1| 



I ON にすると、ワイヤレスコミュニケーション((が LED び点灯します。 

初めて起動したときは、 Bluetooth 用ドライバーのインス!ルび始まります。イン 
ス I -ールび終了するまでお待ちください。 

「Bluetooth Manager 」 び起動し、周辺の日 luetooth 対応機器を検索する[自動登録] 
画面び表示されます。すぐに日 luetooth 対応機器を登録する必要びない場合は、[キャ 
ンセル]ボタンをク I 」ックしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使用する際の[ミち意]画面び表示された場合は、 
内容を確認のラえ、 [0 のボタンをク U ックして画面を閉じてください。 

通ミ日領域に [Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) び表示されます。 iU 降、通知 
領域に常駐し、な回 Windows を起動したときには自動的にアイコンび表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン（田）はヴービスの状態によって表示び異なります。 
詳しくは、『团 uetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を確認してください。 
Bluetooth 機能び有効になっていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン 
(□) をちク U ックして表示されたメニューか日、旧 luetooth オン]を還択してく 
ださい。 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 

初めて Bluetooth を使うときには、 「 Bluetooth ユーティ U ティ」の設定び必要になります。 
設定方法や通信する方法については、『团 uetooth ユーティ I 」ティユーヴーズガイド』をご覧 
ください。 

I Bluetooth ユーティリティユーザーズガイドの起動方法 


[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ネットワーク] 一 [Bluetooth] 一 [Bluetooth ユーザーズガイド] 
をクリックする 
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4m 

m 旧适なおを巧って巧な巧应げよ 3 


パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使う周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明していまず。 


1周辺機器を使う前に . 88 

2 USB 対応機器を使う . 89 

3 eSATA 対応機器を使う . 92 

4テレビの接続 . 94 

已外部ディスプレイの接続 . 103 

巨マイク□ホンやヘッドホンを使う . 107 

7 P 巳力ードを使う . 109 

8 ExpressCard を使う . 113 

9ポート拡張ユニットを使う . 116 















旧适煤巧をほ 5 巧に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
ラと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびできます。 
周辺機器は、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなざます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお還びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

コネクタの仕様について「付録0さインターフエースの仕様」 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、 r 付録 Q-D 周辺機器について」を確認してください。 


次の周辺機器び使用できます。 

• USB 対応機器 

• eSATA 対応機器 
•テレビ 

•外部ディスプレイ 
• マイク□ホン 
• へツ ドホン 

• PC 力ード 

• ExpressCard 

• ポート拡張ユニット 
•ポート拡張ユニット S 
「本章0」 L ソ降 
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USB が応煤巧をほ 3 


USB 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしびでさます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には;欠のようなちのびあります。 

• US 日対応マウス • US 日巧応プ l 」ンター 

• USB 対応スキヤナー • US 日フラッシュメモ U など 

本製品の US 日コネクタには US 日 2.0 対応機器と US 日1.]対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細は、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

USB 3.0 コネクタ搭載モデルの場合、コネクタ内部び青色の USB コネクタは、 USB 3 .□規格 
に対応しています。 

使用している US 日対応機器び US 日3.□規格に対応しているかどうかは、 『 US 日対応機器に付 
属の説明書』を確認してください。 

このコネクタには、他の USB コネクタと同様、 USB 2.0 対応機器、 USB 1.] 対応機器も取り 
付けることびでさます。 

US 日周辺機器すべての動作を保証するちのではありません。 




USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録 USB 対応機器の操作にあたって」をお認してください。 


I USB の常時給電 


争アイコンび付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源び OFF の状態（ス U - プ状 
態、休止状態、シャットダウン状態）でち、 US 日コネクタに US 日バスパワー （ DC 已 V )を供 
給することびでさます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤーなどの外部機器 
の使用および充電びでさます。 

* US 目ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 
なお、本機能はすべての外部機器の使用および充電を保証するちのではありません。 




USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録 n-D-USB の常時給電について」をお認してください。 
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且 USB 対応機器を使う 


取り付け 

us 己ケーブルのプラグを us 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器ちあります。 US 日対応機器の詳細は、 『 US 日対応機器に付属 
の説明書』を確認してください。 




周辺機器を使って機能を広げよラ 
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且 USB 対応機器を使う 


D 取りはずし 

Q us 己対応機器の使用を停止する 

■ ①通知領域の [ A — ドウエアを安をに取り外してメディアを取り出す]アイコン （ b ) 
をクリックする 

H * 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 

I この操作を巧ってちアイコンび表示されない US 日対応機器は、手順0に進んでください。 


I , . ドウエアをををに取 D かして乂ディアを巧 D 出ず I 

「 ■ ゎ |- 

カスタマイズ... 

读示例） 

②表示された メニュー か5取りはずず USB 対応機器を選択する 
③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された日、互をクリックする 

Q パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを巧く 




周辺機器を使って機能を広げよラ 




















eS AT A が応煤巧をほう 


イーエスエーティーエー 


eSATA 対応機器を接続して使用でさます。 
eSATA 対応機器には;欠のようなちのびあります。 


• eSATA 対応八ードディスクドライブ など 


eSATA 対応機器の詳細は、 『 eSATA 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 



周 

辺 

機 

器 

を 

使 


て 


能 

を 

広 

げ 

ぶ 

ラ 


本製品の eSATA コネクタは、 USB コネクタを兼ねています。 
「本章0 USB 対応機器を使ラ」 

、周辺機器すべての動作を保証するちのではありません。 


「: 

eSATA I 




eSATA 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録 D-D-eSATA 対応機器の操作にあたって」をお語してください。 


■■取り付け 


f eSATA ケーブルのプラグを eSATA 対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器ちあります。 eSATA 対応機器の詳細は、 『 eSATA 対応機器 
に付属の説明書』を確認してください。 

口 eSATA ケープルのもう一方のプラグをパソコン本体の eSATA 〕 ネク 
夕に差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 
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Q eSATA 対応機器を使う 


D 取りはずし 

Q eSATA 対応機器の使用を停止する 

■ ① 通知領域の[八ードウエアをををに取り外してメディアを取り出す]アイコン （) 
をクリックする 

H * 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 

I この操作を行ってちアイコンび表示されない eSATA 対応機器は、手順0に道んでください。 


I !八ードウエアをををに取りかして乂ディアを巧 D 出ず I 

「■ぉゎ|- 

カスタマイズ... 

n 问读示例） 

⑤ 表示されたメニューか5取りはずす eSATA 対応機器を選択する 
③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された5、互をクリックする 

f パソコン本体と eSATA 対応機器に差し込んである eSATA ケーブルを 
巧く 
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テレビの巧続 


本製品とテレビを H D M I ケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows のデスクトップ画 
面を表示させることびでさます。 

HDMI 出力端テは、音声ちテレビに出力することびできます。 


「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 での DVD 再生など、パソコンで視聴/再生している映像など 
ちテレビに表示させることびできます。 



■接続の前に 

テレビを接続するとさは、『テレビに付属の説明書』ちあわせて確認してください。 

HDMI 端テびあるテレビを接続できます。 

拉メモ 

• 接続する HDMI ケーフルは、市販のをのを使用してください。 

• HDMI 対応機器すベての動作を保証するものではありません。 

• HDMI ケーブルは、 HDMI □ゴ (Harm ) の表示びあるケーブルをご使用ください。 

• 使用可能なテレビは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。解像度にあった 
テレビを接続してください。 

•テレビへの出力形式を設定するち法は、「本節巧]表示を切り替える」を参照してください。 

•著作権保護された映像などをテレビに表示ずるためには、 HD 巳 P に対応したテレビを接続してください。 

• RGB 端テを備えたテレビへは、外部ディスプレイのよラに RGB ケーブルを使って表示することちで 
さます。詳しくは、『テレビに付属の説明書』と、「本章0外部ディスプレイの接続」を参照してく 
ださい。 
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D テレビの接続 


Q [八ソコンにち続する 


Q HDMI ケーブルのプラグをテレビの HDMI 入力端子に差し込む 
Q テレビの電源を入れる 

K 1 HDMI ケーブルのもう一方①プラグをパソコン本体の HDMI 出力端子 
■ に差し込む 



庐？ メモ 

• HDMI 接続で、テレビに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを巧いたあと、再度 HDMI ケーブルを 
接続する場合は已秒しソ上間隔をあけてください。 


□ 音青の出力をパソコン本巧のスピーカーか6テレビに切り替える 


HDMI ケーブルで接続したテレビか日音声び出ない場合は、次の設定を行ってください。 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 


f [巧'八ードウエアとサウンド]一じみサウンド]をクリックする 

[ヴウン円画面び表示されます。 



[再生]タブで[インテル （ R ) ディスプレイ用オーディオ]と説明びあ 
る項目を選択し、[既定値に設定]ボタンをクリックする 

[0 K ] ボタンをクリックする 


この設定を行ラと、パソコン本体か日音声び出力されなくなります。テレビを取りはずし、パ 
ソコン本体か日の音声出力に戻す場合は、手順0で[スピーカー]を還択し、[既定値に設定] 
ボタンをク I 」ックしてください。 


























D テレビの接続 


因 


表示を切り替える 


テレビを接続した場合には、なの表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更できます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


■ 本体液晶デイスプレイとテレビの同時表示 
• ク□—ン表お 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トップ画面を表示します。 




J 広張表示* 

2 つの 表示装置を] つの 大さなデ 
スクトツプ画面として使用け広張 
表 ttO します。 

* 拡張表示は、 Extended Desktop」 
と表示されることがあります。 




テレビに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには表示されま 
せん。 
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D テレビの接続 


封メモ 

• テレビと本体液晶ディスプレイを同時表ホさせる場合は、同時表ホの種類や設定に合った色数/解像度 
で表示されます。 

• 表示を切り替えたとき、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 

•テレビに表示する場合、表示位置や表お幅などび正常に表示されない場合びあります。この場合は、テ 
レビ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 

• [TOSHIBA VIDEO PLAYER 」* i または 「WinDVD BDJ がで使用する表示装置を変更したい場合は、 
アプ U ケーションを起動ずる前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびでをません。 

* 1ドライブ搭載モデルのみ 

*2 ブルーレイディスクドライブ搭載モデルのみ 

•「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 は、ク□-ン表示、化張表示での再生をサポートしていません。 

• 著作権保護された映像を、 HDMI 出力端テに接続したテレビに表示したい場合は、テレビだけに表示す 
るよう設定してください。 

• 「電源オプション」で省電力機能を設定してテレビの表示び消えた場合、キーあるいはタッチパッドの 
操作により表示び復帰します。また、ス U - プに設定してある場合は、電源スイッチを押してくださし、。 
表示び復帰するまで10砂前後かかることびありますび、故障ではありません。 
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D テレビの接続 


方法1 - デスクトップ画面で設定ずる 


n デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場 
所にポインタ-を移動し、ちクリックする 


[グラフィックプ□パティ]をクリックずる 

[次のアプ U ケーシヨンモードのいずれかを遇択してください]画面び表示された場 
合は、[基本モード]を選択し、 [0 ロボタンをク U ックしてください。 

Q [ディスプレイ]一[マルチディスプレイ]で表示装置を設定する 


インテ JU * 
ヴラフィック/イデイ y 
コント曰ールバネル 


r 王ディ. 

ち^•ィ, 


マディスプレイ 


々スタム 《■« 
««=夕一斤レピめ 


读示例） 

■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビだけに表示 

① I ； 動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 

② [主ディスプレイ]で次の項目を選択ずる 

-本体液晶ディスプレイに表示する場合：[内蔵ディスプレイ] 

-テレビに表示する場合：[デジタルテレビ] 

③ [適巧]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認してのりボタンをク U ックしてください。 

■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 
① [動作モード]で次のいずれかを選択する 

-[ク□—ンディスプレイ]:ク□—ン表示 
-[拡張デスクトップ]:拡張表示 

⑤ [主ディスプレイ]と [ 2 ま目のディスプレイ]を設定する 

[内蔵ディスプレイ]は r 本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は「テレビ」 
を术します。 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認してのりボタンをク U ックしてください。 
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D テレビの接続 


方法2 —画]+回キーを使う 
表示装置を選がする 


臣 A / J キーを巧したままと句キーを巧すと、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の表示装置を還択する 
画面び表示されます。 


巧 

ディスプレイ去モ 

暨/日 






1 LCD 

口 

2 HDMI 

(^3 


(表示例） 


* アイコンの一覧です。実際は接続している表示装置に応じて切り替え可能なパターンのみ表示されます。 

上か日、現在の表示装置び表示されたカード、切り替え巧能なパターン、現在設定されている 
表示方法の詳細を示しています。 

® キーを巧したまま、キーを巧すたびに、大きなアイコンび移動します。選択する項目 
び大きなアイコンに変わったところで、@キーをはなすと表示装置び切り替わります。 

上記画面の例では、主ディスプレイに本体液晶ディスプレイを使用し、 HDMI 接続の外部ディ 
スプレイを接続してあ張表示しています。 
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D テレビの接続 


*1 テレビまたは外部ディスプレイを2台 L ソ上接続している場合、アイコンのち下に〇び表示されます。 
表示装置を指定でをます。 

■ ITOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプの起動方法 

「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の詳細は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してください。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards ] をクリックする 

[Flash Cards の設定]画面び表示されます。 

[Flash Cards の設定]画面で、[ヘルスボタンをクリックする 
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カードの下に表示されるアイコンについて説明します。 


アィコン 

表示 

概要 

コンピュータのみ 

9 

本体液晶ディスプレイだけに表示します。 

複製 

巧 

本体液晶ディスプレイと、テレビまたはが部ディ 
スプレイにク□-ン表示します。 

外部のみ 


テレビまたは外部ディスプレイだけに表示します 
(本体液晶ディスプレイには何ち表示されませ 
ん)。 *1 

欄 

Q 

本体液晶ディスプレイと、テレビまたはが部ディ 
スプレイに拡張表示します。 

任意のプ□ファイル名 

巧 

表示設定をプ□ファイルとして登録している場合、 
登録プ□ファイルび表示されます。アイコンち下 
に G び表示されます。 

ディスプレイの入れ替え 

Q 

拡張表示時にをディスプレイを切り替えます。 

=几ウ 

己又化 

〇 

プ□ファイルの登録/変更/削除を行います。 

保を 

〇 

現在の表示設定をプ□ファイルに登録します。 

このアイコンは、[設定]アイコンの画面で[保 
をオプションを表示する]にチェックをつけると 
表示されます。 
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D テレビの接続 


□表示装置を LCD (本な:あ晶ディスプレイ）に戻す方 ミ 去 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ） L ソ外に設定されている場合、表示装置を LCD 
に戻すことびできます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、网 + r 句キーを 
3秒じ(上巧し続けてください。 

表示装置に何ち表示されず、選択する画面び表示されているか確認でさない場合は、いったん 
キーボードから指をはなしてか日、面\/1+ [^キーを3秒じ(上巧し続けてください。 


ワイヤレスでテレビに画面を表巧する 


* インテル®ワイヤレス-ディスプレイに対応しているモデルのみ 

本製品は、「インテル®ワイヤレス•ディスプレイ （ WiDi )」 に対応しています。 

本製品と「インテル®ワイヤレス■ディスプレイ」に対応しているテレビアダプター(受信機） 
を使ラと、パソコンの画面をワイヤレスで、テレビに表示することびできます。 

■■必要なもの 

•テレビ アダプター （市販品） 

本製品は、次のテレビアダプターに対応しています。 

• PC - TV 1 /HD (株式会社ノ（ッファ □-) 

• WDA - X 1 (株式会社アイ.才 一• データ機器） 

• Push 2 TV HD (ネットギアジャパン株式会社） 

•テレビ（市販品） 

テレビアダプターび対応しているテレビを用意してください。 

『テレビアダプターに付属の説明書』 

B 準備ずる 

n テレビとテレビアダプターを接続し、電源を ON にする 

j テレビとテレビアダプターの接続方法は、『テレビに付属の説明書』および『テレビ 
I アダプターに付属の説明書』を確認してください。 

I また、電源を ON にしたあと、テレビの画面を、テレビアダプターの設定画面に切り 
1替えてください。 

Q パソコン本体の電源を入れ、 Windows を起動する 
円無線 LAN 機能を ON にする 

「3章〇-团-^画無線 LAN を使ってみよう」 


V 
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D テレビの接続 


.；l 


東ちプレゼンテーションボタンを押す 

[スタート]ボタン （ @ ) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [Intel Corporation ] 一 
[ Intel ( R ) Wireless Display ( lntel ( R ) WO )] 一 [ Intel ( R ) Wireless Display ( lntel ( R ) 
WiDi )] をク U ックしてち起動できます。 

初めて起動したときは、 [ INTEL ( R ) WIRELESS DISPLAY ( lntel ( R ) WO ) ソフト 
ウェア使用許諾契約]画面び表示されます。 

[この使用許諾の条件に同意する]ボタンをクリックする 

[[ Intel ( R ) Wireless Display ( lntel ( R ) WiDi )] 画面び表示され、周囲のテレビアダ 
プターび検出されます。 

[[ Intel ( R ) Wireless Display ( lntel ( R ) WiDi )] 画面で、使用するテ 
レビアダプターの項目を選択し、[接続]ボタンをクリックする 

「セキュリティー-コード」を入力する画面に切り替わります。 


Q テレビ画面に表示される「セキュリティー•コード」を入力し、[続行] 
ボタンをクリックずる 


テレビアダプターの名前を変更する画面び表示されます。 

必要に応じて、テレビアダプターの名前を変更する 


巧 

Q [続行]ボタンをクリックする 

しばらくすると、テレビに本製品の画面び表示されます。 


4 


パソコンか6取りはずす 


HDMI 出力端子からケーブルを巧く 
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か部デイスプレイの接続 


本製品の次のコネクタと外部ディスプレイをケーブルで接続すると、外部ディスプレイに 
Windows のデスクトップ画面を表示させることびできます。 


エイチディーエムアイ 

• HDMI 出力端モ 

アールジービ ー 

• RGB コネクタ 





が部ディスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録 Q - D - テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認して 
ください。 


ぶろメモ 


接続するケーブルは、市販のちのを使用して<ださい。 

HDMI ケーブルは 、 HDMI □ゴ ( H 口 mr ) の表示びあるケーブルをご使用ください。 

使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度にあった外部ディスプレイを接続してください。 

著作権な護された映像などを外部ディスプレイに表示するためには、 HDCP に対応した外部ディスプ 
レイを接続してください。 
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0 外部ディスプレイの接続 


1 


パソコンにち続する 


■■パソコンに接続ずる 
I HDMI 出力端子に接続する 


HDMI ケーブルのプラグを外部ディスプレイの HDMI 入力端子に差し 
込む 


曰 


外部ディスプレイの電源を入れる 

HDMI ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の HDMI 出力端子 
に差し込む 



^ メモ 


HDMI 接続で、外部ディスプレイに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを巧いたあと、再度 HDMI 
ケーブルを接続する場合は已秒!;!上間隔をあけてください。 

HDMI ケースレで接続した外部ディスプレイから音声び出ない場合は、体章 0- 田-音声の出力を 
パソコン本体のスピーカーからテレビに切り替える」を参照してください。 
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0 外部ディスプレイの接続 


RGB コネクタに接続する 


外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切つた状態で接続してください。 

か部ディスプレイ①ケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 




巧か部ディスプレイの電源を入れる 
パソコン本体の電源を入れる 


日 


上の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的にその外部デイスプレイを認識します。 


D 表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には次の表示方法びあります。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示する 
• 外部ディスプレイだけに表示する 

•本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに同時表示する 
-ク□ーン表示 . 拡張表示 

表示方法は、テレビに表示する場合の説明を参考にしてください。 

表示ち法について r 本章□■回表示を切り替える」 

I 切り替え方法 _ 

表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の方法を参考にしてください。 
表示ち法について r 本章□■回表示を切り替える」 
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0 外部ディスプレイの接続 


匪■パソコンか6取りはずす 
I HDMI 出力端子か6取りはずす 


HDMI 出力端子からケーブルを巧く 


RGB コネクタか6取りはずす 


外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切つた状態で取りはずしてください。 


曰 

百 


Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

外部ディスプレイの電源を切る 
RG 己コネクタか5ケーブルを巧く 


K ■表示について 

外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されない場合びあります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 
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マイク□ホンやへッドホンをほ5 


本製品には、マイク□ホンやヘッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使ラと、音声ソフトや音声を使ったチヤツトを行ラことびできます。 


1 


マイク□ホンをほラ 


マイク□ホンを使うときは、マイク入力端テに接続します。 

■■使用でまるマイク□ホン 

本製品で使用でさるマイク□ホンは;欠のとおりです。 

I モノラル7イクのみ使巧でさます。 

‘プラグは直径3.已 mm 3 極ミニジャックタイプび使用できます。 



/ 3極ミニ 

口、） 

ジャック 


/ 吕極ミニ 

0 ) 

ジャック 


直径3.已 mm 2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでちマイク 
□ホン本体にノ（ッテ U - などを搭載し、電源供給を必要としな 
し、マイク□ホンであれば使用でさます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 


a 接続ずる 

Q マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 
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取りはずすときは、マイク入力端モか日マイク□ホンのプラグを巧きます。 
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o マイク□ホンやへッドホンを使う 


因 


へツドホンをほラ 


へッドホン出力端子にへッドホンを接続して、音楽や音声を聞くことびでさます。 

へッドホンのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 




へツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、「付録【1-®■■ヘッドホンの操作にあたって」を確認してください。 


へツドホンの音量は@ +巨]キーと@ + 0キー、または Windows の音量 S キサーで調節 
してくださし、。 

に章 □ サウンド」 

■■接続ずる 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



取りはずすときは、へッドホン出力端モか日へッドホンのプラグを巧きます。 
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PC カードをほ 3 


* PC 力ードス□ット搭載モデルのみ 

目的に合わせた PC カードを使ラことにより、パソコンの機能び大きく広びります。 
PC 力ードには、巧のようなものびあります。 

• データ通信カード 

• フラッシュメモ I 」カード巧アダプターカード 

• 外付け八ードディスクドライブ、 CD / DVD ドライブ用アダプターカード など 


の 


PC 力ードをほラ前 I 



本製品は 、 PC Card Standard 準拠の TYPE n 対応の力ード （ Card 日 us 巧応力ードを含む） 
を使用できます。 

ほとんどの PC カードは電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインヴーシヨン） 
に対応しているので便利です。 

使用している PC カードびホットインサーシヨンに対応しているかどラかなど使いかたの詳細 
は、 『 PC 力ードに付属の説明書』を確認してください。 




PC 力ードの操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録 PC 力ード/ ExpressCard の操作にあたって」を確認してくだ 


さい。 


2 


PC カードをほラ 


PC 力ードを使う場合、パソコン本体の PC 力ードス□ットに PC 力ードを取り付けてください。 

■■取り付け 

ケープルの接続び必要な場合は、 PC カードにケーブルを付ける 
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SCSI カードなど、ケーブルの接続び必要なときに行います。 
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PC カードを使ラ 



ダミーカードを巧く 



■ タミーカー ドはなくさないよラに保管してください。 

g PC 力ードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 

■ カードは無理な力を加えず、静かにカードび奥に突さ当たるまで巧してください。さ 
I ちんと奥まで差し込まれていない場合、 PC カードを使用でさない、または PC カード' 
I ゎ懼れる場合びあります。 

I カードを接続したあとで、カードび使用できるように設定されているか確認してくだ 
■さぃ。 




周辺機器を使って機能を広げよラ 


〇 














D PC 力ードを使う 


^9 取りはずし 



PC カードの使用を停止する 

① 通知領域の [A— ドウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン （ b ) 
をク U ックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 

この操作を斤ってもアイコンび表示されない PC 力ードは、手順0に進んでください。 


^ドウエアをををに取りかして乂ディアを巧り出ず1 

「■ぉゎ|- 

カスタマイズ... 

读示例） 

② 表示されたメニューか5取りはずす PC 力ードを選択する 

③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された日、壬をクリックする 

イジエクトボタンを 2 回押す g 

器 
を 

使 

〇 

能 
を 
広 

] 回巧すとイジエクトボタンび出てくるので、ちラー度カチッと音びするまで巧して I 了 
ください。 よ 

カードび奥まで差し込まれていない場合、イジエクトボタンび出てこないことびあり コ 
ます。カードを奥まで巧し込んでか日、ちラー度イジェクトボタンを巧してください。 
カードび/少し出てさます。 




111 























D PC カードを使う 


力ードをしっかりとつかみ、巧く 



y ケーブルを接続している場合は、カードを巧くとさにケーブルを引っ張日ないでくだ 
I さい。故障するおそれびあります。 

I 熱くないことを確認してか日行ってください。 

I イジェクトボタンび収納されていない場合は、イジェクトボタンを巧して収納します。 

ロダミ-力-ドを挿入する 



周辺機器を使って機能を広げよラ 


2 







8 I ExpressCard をほう 


本 ExpressCard ス□ット搭載モデルのみ 

目的に合わせた ExpressCard を使うことにより、パソコンの機能が大きく広がります。 


ExpressCard をほう前に 


本製品は 、 ExpressCard Standard 準拠の Exp 「 essCa 「 cl /34、 ExpressCard / 已4対応の力一 
ドを使用できます。 

ExpressCard は基本的に電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサーシヨン） 
に対応しているので便利です。 

使用している Exp 旧 ssCard びホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど詳細は、 
ExpressCard に付属の説明書』を確認してください。 



ExpressCard の操作にあたって 


•あらかじめ、 r 付録 P 巳力-ド/ ExpressCard の操作にあたって」を確認してくだ 
さい。 


[ExpressCard をほぅ 


ExpressCard を使う場合、パソコン本体の ExpressCard ス□ットに ExpressCard を取り付 
けて < ださい。 

ExpressCard を取り付けるときは、 ExpressCard ス□ットの左端に ExpressCard の左端を 
合わせて挿入してください。 
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O ExpressCard を使う 


ダミーカードびかし出てさます。 



U ExpressCard ①表裏を確認し、表を上にして挿入する 

■ カードは無理な力を加えず、静かにカードび奥に突さ当たるまで巧してください。さ 
I ちんと奥まで差し込まれていない場合、 ExpressCard を使用でさない、または 
I ExpressCard び壊れる場合びあります。 

I カードを接続したあとで、カードび使用でさるよラに設定されているか確認してくだ 
■さい。 



去イラストは、 Exp 旧 ssCa「d/34 対応の力ードの例です。 


取り付け 



ケーブルの接続び必要な場合は、 ExpressCard にケーブルを付ける 
Q タミーカー ドを押す 



4 

周辺機器を使つて機能を広げよラ A 

















O ExpressCard を使う 


D 取りはずし 



ExpressCard ①使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアを安をに取り外してメディアを取り出す]アイコン （ b ) 
をク U ックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、0をク U ックしてください。 

この操作を斤ってちアイコンび表示されない ExpressCard は、手順0に道んでください。 


^ ドウエアをををに取りかして乂ディアを巧り出ず1 

「■ぉゎ|- 

カスタマイズ... 

读示例） 

② 表示されたメニユーか5取りはずす ExpressCard を選択する 

③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された日、 X をクリックする 


ExpressCard を押す 

カードびかし出てきます。 



力ードをしっかりとつかみ、巧く 

カードを巧くときはケーブルを引っ張日ないでください。故障するおそれびあります。 
熱くないことを確認してか日行ってください。 



Q ダミ-力-ドを挿入する 
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-卜扼おユニツトをほ3 


本製品のドッキングポートに、オプションのポート拡張ユニット煙蚕： PAAPR 006) /ポー 
卜あ張ユニット2 (型番： PAAPR 007) を接続することびできます。 

ポートあ張 ユニッ ト/ポート拡張 ユニッ ト2には、さまざまな周辺機器を接続することびでさ 
るため、パソコンの機能を広げることびできます。 


1 


ポート拡張ユニットについて 


本体との接続方法など詳細は、『ポート拡張ユニット取扱説明書』を参照してください。 

ポート拡張ユニットを接続すると、本体の電源コネクタは使巧でさなくなりますので、ポート 
お張ユニットの電源コネクタを使用して<ださい。 

ポート拡張ユニットのラち、本製品に対応しているコネクタは、次のとおりです。 

() 内はコネクタの数です。 


•マイク入力端モ 

• USB 2.0 コネクタ 

• HDMI 出力端モ 


• オーディオ出力端モ 
(4) • USB 3. □コネクタ （2) 

• RG 日コネクタ 


LAN コネクタ 
シ I 」アルコネクタ 


ポート拡張ユニットを接続すると、本体の LAN コネクタ、 RG 日コネクタは使用できなくなり 
ますので、ポート拡張ユニットの LAN コネクタ、 RG 日コネクタを使用してください。 


2 


ポート拡張ユニット2について 


本体との接続方法など詳細は、『ポート拡張ユニット2取扱説明書』を参照してください。 
ポート拡張ユニット2を接続すると、本体の電源コネクタは使用でさなくなりますので、ポー 
卜拡張ユニット2の電源コネクタを使用して < ださい。 

ポートあ張ユニット2のラち、本製品に対応しているコネクタは、巧のとおりです。 

() 内はコネクタの数です。 


マイク入力端子 
USB 2.0 コネクタ 
H DM I 出力端モ 


• オーディオ出力端モ 
(4) • USB 3.0 コネクタ （2) 

• RGB コネクタ 


LAN コネクタ 
シ U アルコネクタ 
ディスプレイポート 


ポート拡張ユニット2を接続すると、本体の LAN コネクタ、 RG 日コネクタは使用できなくな 
りますので、ポート拡張ユニット2の LAN コネクタ、 RGB コネクタを使用してください。 

また、ポートあ張 ユニッ ト2のディスプレイポートと、本体およびポート拡張 ユニッ ト2の 
HDMI 出力端テを、同時に使用することはできません。 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 











■ パッテリー駆動で巧う 


パソコンをモバイル使用する際に大事な存在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電や充電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリーについて . 118 

2省電力の設定をする . 123 







パッテ y - にごいて 


パソコンは、バッテ U —パックを取り付けた状態で使用してください。 

本製品を初めて使用するとさは、 AC アダプターを接続してバッテ U —パックを充電してくだ 
さい。 

バッテ U —パックを充電すると、バッテ U —駆動 （ AC アダプターを接続しない状態）で使ラ 
ことびでさます。 

バッテ U - 駆動で使う場合は、あ日かじめバッテ U - パックの充電を完了（フル充電）させる 
か、フル充電したバッテ U —パックを取り付けてください。 

指定する方法•環境 LU 外でバッテ U —パックを使巧した場合には、発熱、発乂、破裂するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテ U —パックを使用するとさの 
重要事項び記述されています。バッテ I 」一駆動で使ラ場合は、あ日かじめその記述をよく読み、 
必ず指示を守ってください。 


ッテリー巧電量を確認する 


バッテ U —駆動で使ラ場合、バッテ U —の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要びあります。 

n システムインジケーターでお認ずる 

AC アダプターを接続している場合、 Battery 亡コ LED び点灯します。 

/ \ 


♦I の □ e D ((f) て || 



Battery < C 3 LED はかの状態を示してしほす。 


緑色の点灯 

コ三 ^ I =|=||_ U マ 
凡巧；兀 J 

オレンジ色の点灯 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電び必要 

バッテ U - の充電について「本節巧]バッテ U - を巧電する」 

消灯 

-バッテ1」一び装着されていない 
- AC アダプターび接続されていない 

上記のいずれにち当てはま日ない場合は、バッテ U —異常の可能性びあ 
ります。東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 
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'八ッテリ I 駆動で使ラ 



















D バッテリーについて 


D 通知領域の[バッテリー]アイコンで巧認する^^^ ■ 

通知領域の[バッテリー]アイコン（图）の上にポインターを 
合わせると、バッテ U —充電量び表示されます。 

[バッテリー]アイコン（图）をク I 」ックすると、電源プラン 
などち表示されます。 

省電力設定について「本章已省電力の設定をずる」 

バッテリー巧電■び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量びかなくなると、巧のよラに警告します。 

• Battery Q に D びオレンジ色に点滅する（バッテ U - の 残量びかないことを示しています） 
•パ'ッテ I 」 一の アラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテリ]^ [バッテ U ほ下の通知]や[バッテ U 低下の操作] 
で設定すると、バッテ U —の残量びかなくなったことを通知したり、自動的に対処する動作 
を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章0省電力の設定をずる」 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 
•パソコン本体に AC アダプターを接続し、充電する 
• 電源を切ってか日、フル充電のバッテ U - ノ（ックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ I 」一減少の警告び起こってち何ち対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

分メモ _ 

• 1力月!;!上の長期にわたり、 AC アダプターを接続したままパソコンを使用してバッテリー駆動を行わ 
ないと、バッテ U —充電量び少しずつ減少します。このよラな状態でノくッテ U —充電量び減少したとさ 
は、 Battery 亡コ LED や[バッテリー]アイコンで充電量の減少び表ホされないことびあります。]力 
月に1度は再充電することを巧奨します。 

•長時間使用しないでバッテ U- び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴らず、 Battery CD 
LED でち放電しさったことを巧ることはでさません。長時間使用しなかったとさは、充電してから使 
用してください。 


完をに巧電されました（100%) 

▲ 

酵 

M. 

A XX：XX 

,)) xxxx / xx/xx 
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バッテ3 1 駆動で堡つ 










D バッテリーについて 


時計用バツテリ— 


本製品には、取りはずしびでさるバッテ U —パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテ U —び内蔵されています。 

時計巧バッテ U —の充電は、 AC アダプターを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行 
われますので、普通に使用しているとさは意識する必要はありません。ただし、充電量びかな 
い場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計巧バッテ I 」一び不足すると、メッセージび表示されます。 

■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は電源 ON ( Power む LED び緑色に点灯）の状態にしておくと、約24時 
間で充電び完了します。 

時計用バッテ U —充電中でちパソコンを使用でさます。充電中に充電状態を知ることはでさま 
せん。 


2 


バッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

バッテリーを充電するにあたって 




あらかじめ、 r 付録【1-の 1- バッテリーを充電するにあたって」を確認してくださし、。 


巧電方法 


パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードの電源プラグをコ 
ンセントに差し込む 

DC IN ， LED び緑色に点灯して Ba け ery 亡コ LED びオレンジ色に点灯すると、充 
電び開始されます。 

電源の ON / OFF にかかわ日ずフル充電になるまで充電されます。 

Battery a LED び緑色になるまで巧電する 

バッテ U - の充電中は日 attery LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN In LED び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプター、 
電源コードの接続を確認してください。 


ぶすメモ 


パソコン本体を長時間ご使用にならないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さし、。 
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'八ッテリ I 駆動で使ラ 


























D バッテリーについて 


■充電売了までの時間 

ノ（ッテ U —充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度びほいとさ、バッテ U —パックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳しくは 、 [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■使用できる時間 

バッテ I 」一駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは 、 [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U —充電量は少しずつ減っていさます。バッ 
テリーの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U —プを実行した場合、放電しさるまでの時間び非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブ I 」ッドス I 」ープにすることをおすすめします。 

八イブリツドスリープについて「2章スリープ機能を強化する」 



D バッテリーを長持ちさせる 

本製品のパ' ッテ U —をより有効に使ラための工夫を紹介します。 

I バッテリーの機能ほ下を遅くする方ミ去 


なの点に気をつけて使用すると、バッテ U —の機能低下を遅くすることびでさます。 
•パソコンと AC アダプターをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用し 
ないとさは、 AC アダプターをコンセントか日はずしてください。 

• 1力月じ(上の長期間バッテ U - を使わない場合は、パソコン本体か日バッテ U - をはずして、 
風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

•おちに AC アダプターを接続してパソコンを使用し、バッテ U —パックの電力をほとんど使 
用しないなど、] 00%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U —の機能低下を早める場合 
びあります。 

reco 充電モード」に設定すると、バッテ I 」一充電完了時の容量をフル充電よりかなめにお 
さえて、バッテ U —の機能低下を遅らせることびでさます。 

• 1力月に]度は、 AC アダプターをはずしてバッテ U - 駆動でパソコンを使用してください。 
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'八ッテリ I 駆動で使ラ 






D バッテリーについて 


I バッテリー巧電量を節約する方法 _ 

ノ（ッテ U —を節約して、本製品をノ（ッテ U —駆動で長時間使用するには、次の方法びあります。 
• こまめに休止状態にする 

「2章休止状態」 

•入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 

「2章日-巧]簡単に電源を切る/バソコンの使用を中断ずる J 

• 省電力の電源プランを設定する 

「本章0省電力の設定をずる」 

I バッテリーの巧電能力を調べる _ 

バッテリーは、消耗品です。バッテ I 」一を交換する目安を調べることびでさます。 

『取扱説明書2章0バソコンの動作状況を監視し、記録ずる』 

E ■バッテリーパックを f 呆管する 

バッテ U —パックを保管するとさは、巧の説明をお読みください。 

また、『まむしてお使いいただくために』や『取扱説明書』にち、バッテ U —パックを保管する 
とさの重要事項び記述されています。あ日かじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってくだ 
さい。 

• 充電状態のバッテ U —パックを放置しておくとバッテ U —び機能低下し、ちラー度充電した 
ときの容量び減少してしまいます。この機能低下は、保を温度び高いほど早く進みます。 

•パ'ッテ U —パックの電極（金属部分）びショートしないよラに、金属製ネックレス、ヘアピ 
ンなどの金属類とミ屋在しないよラにしてください。 

•落下したり衝撃びかかったりしないよラ安定した場所に保管してください。 
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力の設定をずる 


の 


電源オプシ 



r 電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

バッテ U —駆動でパソコンを使用しているとさに、消費電力を減日して長い時間使巧するよラ 
に設定したり、電力を使ってノ（フォーマンスの精度を上げるように設定したりできます。 
これらの電源設定を電源プランといいます。 

r 電源オプション」では、使用環境に合わせて設定された電源プランびあ日かじめ巧意されてい 
ますので、使用環境び変化したとさに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびでさます。 

購入時には、次の電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
します。 

• eco 

* TOSHIBA eco ユーティI」ティ搭載モデルのみ 
東芝の推奨する設定により、消費電力をおさえます。 

「本項 ■■ -役立つ操作集- TOSHIBA ec □ユーティ U ティ」 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスをお下させ、消費電力をおさえます。 

バッテ U -駆動のときにこのプランを使用すると、バッテ U -び通常より長くもちます。 

•高パフォーマンス 

パフォーマンスと応答速度を最大にします。バッテ U —駆動のときにこのプランを使用する 
と、バッテ U —び通常よりち早く消費されます。 

*1 ■省電力」、「高パフォーマンス」は[追加のプランを表示します]の V ’をク U ック すると 表示されます。 

各電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちでさます。詳しくは、「電 
源オプション」のヘルプをご覧ください。 
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B 省電力の設定をする 


起動方法 


[スタート]ボタン（@)一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 

[ちシステムとセキュリティ]一[ぶ電源オプション]をクリック 
する 

「電源オプション」び起動します。 


ヘルプの起動方法 


r 電源オプション」を起動を、画面ち上の ijh 卡タンをクリックする 


下口 I 回 itfaiJ 


I 「コントご一>ぃ.：ネレた诗、奏 


ク 


m 


r 屋スにしたり、電ちを節巧したりできます。プラン 
5更ホ設をを変更することでカスタマイズしてくださ 


B 


读示例） 


表示された一覧か5知りたい項目をクリックする 

該当するページび表示されます。 


お立つ操作集 


TOSHIBA eco ユーティ U ティ 
* TOSHIBA eco ユーティリティ搭載モデルのみ 

東芝の推奨する設定により、電源プランやディスプレイの明るさなどを自動的に調節して、消費電力 
をおさえます。 

詳しくは、 「T 日 SH 旧 A eco ユーティ U ティ」のヘルプをご覧ください。 

• 起動方法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] -[ユーティリティ] 

-► [eco ユーティI」ティ]をクI」ックする 

初回起動時は、[はじめにお読みください]画面び表示されますので、[同意する]をチェックし、 
[0K] ボタンをク U ックしてください。 

[TOSHIBA eco ユーティリティ]画面び表おされます。 

• ヘルプの起動ち法 

① [TOSH 旧 A eco ユーティ U ティ]画面で[ヘルスボタンをク U ックずる 
「TOSH 旧 A eco ユーテイ U テイ」のヘルプび表示されまず。 
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B 省電力の設定をする 


まミピ-クシフト]ント□-ルの使用にあたって —— 

•パ’ッテ U —は消耗品です。 

バッテ U —の充放電を一定期間繰り返すためにノくッテリーの使用サイクルび進みますので、バッ 
テリーの買い替え時期び早まります。 

• 動画再生などのアプ U ケーシヨンは、省電力機能によりスムーズに動作しない場合びあります。 


没立っ操作集-^ 

東芝 ピーク シフトコント□-ル 

「東芝ピークシフトコント□ール」は、昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電力を効果的に活用 
し、電力需要の平準化を実現する機能です。たとえば夏期の曰中のよラに、電力使用のピーク時間帯 
には自動的に AC 電源からの電力供給を止め、電力需要の少ない時間帯（夜間など）に蓄えたバソコ 
ンの) くッテ U —で動作させる電源管理機能で、環境への負荷巧減に貢献ずることびでをまず。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でも使用できますび、複数台数で同じ時間帯に制御ずることによっ 
てその効まを発揮しまず。制御ずるパソコンの台数はをければをいほど効まび大きくなります。 

この機能を実現するには、 r ま芝ピークシフトコント□-ル」のインストールび必要です。 

使用ち法については、ヘルプを参照してください。 

•インストールち法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 
をク IJ ックする 

霞[セットアップ画面へ]をク U ックする 
@画面の:>(ッセージに従ってインス I -ールする 

[ユーテイ U テイ]タブに [TOSHIBA Peakshift Control ] の項目が巧意されています。 

• 設定方法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーテイリテイ] 

-[ピークシフトコント□-ル]をク U ックする 
③[まちピークシフトコント□-ル]画面で、[ピークシフト機能]で[有効]を選択し、[適用] 
ボタンをクリックする 

• ヘルプの 起動ち法 

① r 東芝ピークシフトコント□-ル」を起動を、画面も上の[ヘルスボタン（国])をクリック 
する 

③画面上の巧りたい項目にポインターを置き、ク U ックする 

V J 
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B 省電力の設定をする 


r 

ディスプレイ省電テクノ□ジ 
* ディスプレイ省電テクノロジ対応モデ j レのみ 

「ディスプレイ省電テクノ□ジ機能」は、本体液晶ディスプレイに表示する映像のコントラストと明る 
さを自動的に調整することにより、パソコンの電力消費をほ減させるをのです。 

次の2つの条件を満たした場合にこの機能び使用できます。 

•パ' ッテ U —駆動で使用中 
• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

本機能は購入時の状態では、有効に設定されています。映像のコントラストと明るさの自動調整を無 
効にする場合には、次の手順で設定してください。 

① デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場所にポインターを移動し、 
ちク U ックする 

② [グラフィックプ□バティ]をク U ックする 

[次のアプ U ケーシヨンモードのいずれかを逞択してください]画面び表示された場合は、塵本 
モード]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックしてください。 

③ 画面左側の廣翻をク U ックし、區翻で[バッテ U - 駆動]を選択する 

④ [節電機能]で[ディスプレイ省電テクノ□ジ]のチェックをはずす 

⑤ [0 ロボタンをク U ックする 

メッセージび表示されます。確認して [0 K ] ボタンをク U ックしてください。 

本機能を有効にする場合は、[ディスプレイ省電テクノロジ]をチェックしてください。 
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東芝バッテ IJ -マネージャー 

「東芝バッテ U —マネージャー」は、バッテ U —の充電ち法を「通常充電モード」と rec □充電モード」 
から還択することびでさます。 

rec □充電モード」に設定すると、バッテ U - フル充電時の容量をおさえて、バッテリーの機能低下を 
遅くずることびでさます。 

パソコンの AC アダプターと電源コードを、コンセントに接続したまま使用されるちにおすずめです。 
ただし、バッテ U —での駆動時間は、バッテリーのフル充電の容量び少なくなるため短くなります。 

• 起動ち法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーテイリテイ] 

一[バッテリーマネージャー]をク U ックする 

• eco 巧電モード 

reco 充電モード」に設定すると、通知領域に[東芝バッテ U — マネージャー]アイコン（^)が 
表示されます。 

V _ J 
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6 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明していまず。 


1東芝 HW セットアップ . 128 

2日 IOS セットアップ . 129 

3パスワードセキュリティ . 141 

4指紋認証を使う . 1已8 

已 TPM を使ラ . 168 











ま忌 HW セットアップ 


r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 

複数の ユー ヴ ーで 使用する場合ち、設定内容は全 ユー ヴ ーで 共通になります。 

I 設定方法 _ 

[スタート]ボタン （ f )) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をクリックする 

r 東芝 HW セットアップ」び起動します。 


きタブで機能を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 


ヘルプの起動方法 

n [東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目にポインターを合わ 
せる 

項目に巧するヘルプび表示されます。 


H システム環境の変更 
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BIOS セットアップ 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しながら実行することはできません。 
印刷した本項目のページと『取扱説明書』を参照して実行してください。 

BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体か日設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セットアップの設定項目について説明します。 


設定頂目 


■ ■ Main 

■ System Time ( システム時刻） 

時刻の設定は@キーまたは@キーで行います。 

時と分と秒の切り替えは、キーで行います。 

■ System Date ( システム日付） 

日付の設定は I F 6 1 キーまたは I F 7 1 キーでわいます。 

年と月と曰の切り替えは、巧な1キーで行います。 

■ CPU Type 

本体に搭載されている CPU のタイプび表示されます。 

■ CPU Speed 

本体に搭載されている CPU のスピードび表示されます。 

■ HDD1/SSD1 

本体に搭載されている八ードディスクのタイプと容量び表示されます。 

■ ODD 

* ドライブ搭載モデルのみ 

本体に搭載されているドライブのタイプび表示されます。 

■ Total Memory Size 

本体に取り付け日れているメモ U のメモ U 総容量び表示されます。 

■ System BIOS Version 

搭載されている BIOS のバージョンび表示されます。 

■ EC Version 

EC のノ（ージョンび表示されます。 



システム環境の変更 


の 












B BIOS セツトアップ 


■ Language 

日 lOS で使用する言語を選択します。 


.English (標準値） . 英語 

• Frangais . フランス語 


Security 

■ BIOS Password 

ユーヴーパスワードやスーパーバイヴーパスワードを登録/削除/変更します。 

■ User 

ユーヴーパスワードを登録すると、起動時のシステムへのアクセスを制限でさます。 

ユーヴーパスワードの登録/削除/変更は r 東芝パスワードユーティ U ティ」で行ラことを推 
奨します。 

詳細について「本章且-因]ユーザーパスワード」 

- Not Registered (標準値）...ユーヴーパスワードび登録されていないときに表示される 
- Registered . ユーヴーパスワードび登録されているときに表示される 

〈ユーザーパスワードを忘れてしまつたとき〉 

ユーヴーノ（スワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談してください。 
ユーヴーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。またそ 
のとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

■ Supervisor 

スーパーパ'イヴーパスワードを登録すると、セットアップへのアクセスを制限でさます。 
スーパーパ'イヴーパスワードの登録/削除/変更は r 東芝パスワードユーティ U ティ」で行ラ 
ことを推奨します。スーパーパ'イヴーパスワードを BIOS セットアップで登録すると、操作び 
一部制限されます。 

詳細について「本章0•居]スーパーバイザーパスワード」 

- Not Registered (標準値）...スーパーパ'イヴーパスワードび登録されていないときに表 

示される 

.Registered . スーパーパ'イヴーパスワードび登録されているときに表示 

される 

■ HDD1/SSD1 Password 

HDD 1 /SSDl の HDD ユーヴーノ（スワードや HD 日マスターノ（スワードを登録/削除/変更し 
ふ^ 〇 
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B BIOS セツトアップ 


■ Mode 

HDDl/SSDl の HDD パスワードモードを設定します。 

- User Only (標準値） .HDD1/SSD1 の HDD ューヴーパスワードのみを登録する 

- Master 十 User.HDDl/SSDl の HDD マスターノ（スワードと HDD ュー 

ヴーパスワードを登録する 


■ User 

HDD 1 /SSDl の HDD ユーヴーノ（スワードを登録/削除/変更します。 

■ Master 

HDD 1 /SSD 1 ©HDD マスターノ（スワードを登録/削除/変更します。 

「Mode」 び 「Master + User」 の場合のみ表示されます。 

HDD パスワードの設定ちま「本章日-田 HDD バスワード」 

■ TPM 

TPM (Trusted Platform Module) を設定します。 

- Disabled 鳩準値） .TPM を無効にする 

.Enabled.TPM を有効にする 

設定を変更するには、巧のよラに操作してください。 

① 力ーソルパ ’ 一を riPMJ に合わせ、キーを巧す 

② 力ーソルパーを 「 Disabled 」 または 「 Enabled 」 に合わせ 、 | f/V7~fR | キーを巧す 

設定び変更されます。 

■ Clear TPM Owner 

「TPM」 で 「Enabled」 に設定し、再起動してか日、設定できます。 

所有ち登録とユーヴー登録を削除します。 

本製品を廃棄するときや、譲渡などにより使巧ち（管理ち）を変更するといラよラに、 TPM© 
使用を中止する場合に行ってください。 

①力ーソルパーを liClear TPM Owner] に合わせ、店をを固キーを巧す 

「TPM」 の設定び Enabled」 か日 「Disabled」 に変更されます。 

= 操作にあたって 

• 所ちを登録とユーヴー登録を削除すると、 TPM に関係ずるセキュ U ティ機能び使用できなくな 
ります。 このため、 管理者の権限を持たないユーヴーび 「TPM」 を操作でさないよラに設定する 
ことをおずすめします。 

管理を L ソ外のユーザーの制限について 

[Trusted Platform Module 取扱説明書 』 （PDF マニュアル） 

•所有者登録とユーヴー登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、をう一度 TPM へ 
所有者登録やユーヴー登録を行ラ必要びあります。 























B BIOS セツトアップ 


■ Hide TPM 

「 TPM 」 で 「 Disabled 」 に設定している場合のみ、設定を変更できます。 
TPM の表示をシステム上で確認できないようにするときに使用します。 


• Yes . TPM をシステム上で確認できないよラにする 

•No (標準値） . TPM をシステム上で確認できるようにする 


「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定するには、先に 「Hide TPM 」 を 「 No 」 に設定してください。 
また、 「 Yes 」 に設定すると、 TPM をシステム上で確認することはできません。 

■ Device Access Control/Device Boot Control 

スーパーバイヴーパスワードを登録すると、設定できるよラになります。 

ユーヴーパスワードでパソコンを起動したユーヴー（ユーヴー権限）に、デバイスの使巧やデ 
バイスか日の起動を制限することびでさます。 

ぉ/ "1 キーを巧すと、画面び切り替わります。元の画面に戻るには區司キーを巧します。 

これ日の項目は、@キーを巧すなどしてち標準値には戻りません。 

設定後はノ（ソコンの電源を切る必要びあります。また、設定後にスーパーノ（イヴー認証び必要 
になることびあります。 

r 東芝デバイスアクセスコント□ール」でデバイスの使用やデバイスか日の起動の制限を設定し 
ている場合、設定を変更するときち r 東芝デバイスアクセスコント□ール」で行ってください。 

【Device Access Control ] 画面 

デバイスごとに、使用制限を設定します。 

- Enabled (標準値） . デバイスを使用可能にする 

- Disabled . デバイスを使用禁止にする 

に evice Boot Control ] 画面 

デバイスごとに、デバイスか日の起動制限を設定します。 

すべてのデバイスか日の起動を禁止にすることはできません。また 、 「Device Access 
Control 」 で 「 Disabled 」 に設定しているデバイスか日の起動を可能にすることはできません。 


- Enabled 鳩準値） . デバイスか日の起動を可能にする 

.Disabled . デバイスからの起動を禁止にする 


〈スーパーバイザーパスワードを忘れてしまつたとき〉 

スーパーバイヴーパスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談して 
ください。スーパーバイヴーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、 
有料です。またそのとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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B BIOS セツトアップ 


KM PowerManagement 

■ Wake-up on LAN 

LAN による Wake - up 機能を設定します。 

ネットワークで接続された管理者のパソコンか日の呼び出しにより、自動的に電源を入れます。 
Wake - 叩 on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプターを接続してください。電源を切っ 
ている状態でち、バッテ U - を使っていないとさの充電保持時間び [dynabook * * * * ( お 
使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』の表記よりち短くなります。 


- Enabled . ち効にする 

- Disabled 鳩準値） . 無効にする 


Wake-up on LAN 機能を有効にするためには、「デバイスマネージャー」の[ネットワークア 
ダプター]でネットワークアダプター名をダブルク U ックし、表示されたプ□パティ画面の[電 
源の管理]タブで[このデバイスで、コンピューターのスタンバイ状態を解除でさるよラにす 
る]および [Magic Packet でのみ、コンピューターのスタンバイ状態を解除できるようにする] 
の項目にチェックをつける必要びあります。 

■ Wake-up on LAN on Battery 

バッテ U — 駆動の際の Wake-up on LAN 機能を設定します。 

- Enabled . バッテ U — 駆動の際に Wake-up on LAN 機能を有効にする 

- Disabled 鳩準値） . バッテ U - 駆動の際に Wake-up on LAN 機能を無効にする 

■ Wake on Keyboard 

キーボードによる Wake - up 機能を設定します。 

- Enabled . 有効にする 

- Disabled 鳩準値） . 無効にする 

■ Critical Battery Wake-up 

に 「 itical 日 att 乱 y Wake - up 機能」を設定します。 「 Critical 日 att 乱 y Wake - up 機能」とは、 
ス U —プ状態の間にバッテ U —の残量びかなくなった場合、自動的に休止状態になり、データ 
を八ードディスクに保をします。 

なお 、 Windows 7をお使いの場合のみ有効です。 


.Enabled (標準値) . Critical 日 attery Wate - 叩機能を有効にする 

.Disabled . Critical 日 attery Wake - up 機能を無効にする 


に 「 itical 日 att 乱 y Wake - up 機能」を有効にするには、 Windows 上でも設定び必要です。 

;欠の操作を行って、設定してください。 

① [ コント □- ルパネル ] を開き、 [ システムとセキュリティ ] の [ 電源オプション]をクリッ 
クずる 

② 利用するプランを選択し、 [ プラン設定の変更]をクリックする 

③ [ 詳細な電源設定の変更]をクリックずる 

④ [ 電源オプション ] 画面の [ 詳細設定 ] タブで、 [ パ ’ ッテリ]をダブルクリックする 

⑥ [ パ ’ ッテリ切れの操作 ] をダブルクリックし、表示された項目で r バッテリ駆動」を[休止 
状態]に設定する 
⑥ [0 K ] ボタンをクリックする 
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B BIOS セツトアップ 


■ Panel Open - Power On 

ノ（ネルオープンノのーオン機能を設定します。 

パソコンの電源び切れている状態でデイスプレイを開くとパソコンの電源び入り、 0 S び起動 


します。 

- Disabled 鳩準値） . 無効にする 

.Enabled . 有効にする 

■ Dynamic CPU Frequ 飢 cy Mode 

.Dynamic Switch 鳩準値） .CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を有効にし、使 

用が況に応じて CPU 周波数を自動的に切り替える 

- Always High . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効にし、 

CPU 周波数を高周波数にしてパソコンの処理能力を優先す 
る 

- Always Low . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効にし、 

CPU 周波数を低い周波数にしてパソコンのバッテ U —駆動 
時間を優先する 


■ Core Multi-Processing 

CPU の動作モードを設定します。 

- Enabled (標準値) . Dual Core モードに設定する 

- Disabled . Single Core モードに設定する 

■ Intel Turbo Boost Technology 

* 対応している CPU のみで表示されます。 

インテル®ターボ-ブーストを設定します。 

- Enabled (標準値) . 有効にする 

. Disabled . 無効にする 

■ Intel Display Power Management 

Intel Display Power Mana 邑 ement を設疋します。 

- Enabled (標準値) . 有効にする 

. Disabled . 無効にする 

■ eSATA 

eSATA デバイスを設定します。 

- Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

■ SATA Interface setting 

SATA デノ（イスの性能とノ（ッテ U - 駆動時間の優先度を設定します。 

. Performance 鳩準値） ........ SATA デバイスの性能/ eSATA ポート転送速度* i を優先 

する 

- Battery life . バッテ U — 駆動時間を優先する 

*1eSATA ポートに接続する機器によって、転送速度は異なります。 
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B BIOS セツトアップ 


■ BIOS Power Managem 飢 t 

OSLU 外の省電力機能を設定します。臣をを司キーを巧すと、画面び切り替わります。元の画 
面に戻るにはキーを巧します。 

[BIOS Power Management 画面】 


■ Battery Save Mode 

バッテ I 」ーセーブモードを設定します。 

「Battery Save Mode 」 の設定項目はなのように表示されます。 



Full Power 

Low Power 

User Setting 

Processing Speed 

High 

Low 

項目ごとに設定を 
変更でさます。 

CPU Sleep Mode 

Enabled 

Enabled 

LCD Brightness 

Super - Bright *' 

Bright *^ 

Cooling Method 

Maximum Performance 

Battery Optimized 


* 1: AC アダプターを接続している場合の表示内容です。 


[Battery Save Mode 」 の項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要び 
あります。 


• High . 処理速度を高速に設定する 

• Low . 処理速度を低速に設定する 


• CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとさ、電力消費を低減します。 

-部のアプ U ケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度び遅くなることびあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 

.Enabled . 電力消費を低減する 

.Disabled . 電力消費を低減しない 

• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを設定します。 

- S 叩 e 「 -B 「 i 邑 ht . 最高輝度に設定する 

.Bright . 高輝度に設定する 

- Semi-Bright . ほ輝度に設定する 
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B BIOS セツトアップ 


• Cooling Method に PU 熱制御方式） 

CPU の熱を冷ます方式を設定します。 CPU び高熱を帯びると故障の原因になります。 


.Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度び上昇したときに、おこフアンを 

使巧してを却し、 rcoolin 邑 Optimized 」 よりもフアン音び 
静かな状態を保ち温度を下げる 

.Performance . パソコン本体内部の温度び上昇したときに 、 「Maximum 

Performance 」 と「日 att 乱 y Optimized 」 の中間的な方法 
でを却する 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、をに CPU の処 

理速度を落として冷却する。 「 P 乱 formance 」 より消費電 
力は少ない 

- Cooling Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、苗こフアンを 

使用して冷却する 

■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します。 

- Enabled 鳩準値) . PCI Express デバイスび使用されていないときに、消費電 

力をおさえる 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先する 

.Auto . バッテ U - 動作中かつ PCI Express デバイスび使用されて 

いないとさに、消費電力をおさえる 


E9 Advanced 

■ Execute-Disable Bit Capability 

Execute-Disable Bit Capability (エグゼキュート-デイスエーブル•ビット機能）を設定し 
ふ 〇 

- Available (標準値) . 使用する 

.Not Available . 使用しない 

■ Virtualization Technology 

インテル®バーチャライゼーシヨン-テクノ□ジーを設定します。 

- Disabled . イま用しなし'! 

- VT-X & VT-d . VT-X & VT - d 機能を有効にする 

- VT-X Only (標準値） . VT - x を有効にする 

- VT-d Only . VT - d 機能を有効にする 

( CPU によっては表示されない項目びあります） 
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B BIOS セツトアップ 


■ Trusted Execution Technology 
* AMT 搭載モデルのみ 

Trusted Execution Te 巳 hnology を言受定します。 

Trusted Execution Te 巳 hnolo 邑 y とは 、 Virtualization Te 巳 hnolo 旨 y をイまつて TPIVI と連携 
させるセキュ U テイ技術です。 


.Disabled (標準値） . Trusted Execution Technolo 旨 y を禁止に設定する 

.Enabled . Trusted Execution Te 巳 hnology を言午巧 I こ言受足する 


Trusted Execution Technology を許巧に設定する場合、事前に 「 Advanced 」 メニユーの 
「Virtualization Technolo 邑 y 」 を 「 VT-x Only 」 に設定し、に ecurity 」 メニユーの 「 TPM 」 
を 「 Enabled 」 に設定してください。 

■ Intel (R) AT 

インテル®アンチセフト-テクノ□ジー（パソコンの紛失や盗難時に、パソコンを無効化する 
セキユ U ティー機能）を利用可能にする設定です。 

- Disabled (標準値） . 使用しない 

- Enabled . 使巧する 

■ Intel (R) AT Suspend 

インテル®アンチセフト-テクノ□ジーを一時的に無効にするための設定です。 

- Disabled 鳩準値） . 使用しない 

- Enabled . 使用する 

インテル®アンチセフト-テクノ□ジーを利用しているとさのみ設定でさます。 

Intel ( R ) AT Suspend を使用する場合事前に rintel ( R ) AT 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 

■ Beep Sound 

Windows OS じ(外でのビープ音を設定します。 

OFF 、 Low、Medium (標準値)、 High のいずれかを遇択できます。 


■ Sleep and Charge 

USB の常時給電を設定します。 

- Disabled (標準値） . 使巧しない 

.Auto Mode . US 日の常時給電を有効にし 、 Auto Mode で使用する 

.Alternate Mode . US 日の常時給電を有効にし 、 Alternate Mode で使用する 

■ USB Legacy Emulation 

USB キーボード、マウスなどのレガシーヴポートを設定します。 

- Enabled (標準値) . レガシーサポートを行う 

ドライノ（一なしで USB キーボード/ USB マウスなどび使 
用でさます。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 


ruSB Legacy Emulation 」 び 「 Enabled 」 に設定されていても 、 「Change Boot Order ] 
び 「 HDm/SSD] 一 USB Memory 一 eSATA HDD 一 ODD 一 USB ODD 一 FDD 一 
LAN 」 の場合は、本体の八ードディスクか日起動します。 


H システム環境の変更 
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■ USB Memory BIOS Support Type 

コンピューターの起動に使用する US 日フラッシュメモ I 」を設定します。 


- HDD (標準値） . US 曰フラッシュメモ I 」を HDD として扱ラ 

起動するドライブとしての優先順位は 、 [Change Boot 
Order ] での 「 HDDl / SS 日]」の順位です。 

• FDD . US 日フラッシュメモ U を FDD として扱う 

起動するドライブとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order ] での 「 FDD 」 の順位です。 


■ Change Boot Order 

システムを起動するディスクドライブの順番を設定します。臣胃を)キーを巧すと、画面び切 
り替わります。元の画面に戻るにはキーを巧します。 

に hange Boot Order 画面】 

指定のドライブ順に起動します。 

通常は 「 HD 日] / SSD ] 一 USB Memory 一 eSATA HDD 一 ODD り 一 USB ODD 一 FDD 
一 LAN 」 （標準値）に設定してください。 

. HDD 1/ SSD 1 
- USB Memory 
- eSATA HDD 
- 000*1 
. US 己 ODD 
.FDD 
- LAN 

*1 ドライブ搭載モデルのみ 

■ System Configuration 

臣をを因キーを巧すと、画面び切り替わります。元の画面に戻るには店国キーを巧します。 

に ystem Configuration 画面】 

■ Built-in LAN 

LAN コネクタを設定します。 

.Enabled (標準値) . 

.Disabled . 

■ Wireless LAN 

* 無線 LAN 機能搭載モデルのみ表示されます。 

無線 LAN を設定します。 


• Enabled (標準値) . 使巧する 

.Disabled . ■(ま用しなし、 


*1「 Disabled 」 を設定した場合、を Vl + I な]キー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 


使用する 
使用しない 
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B BIOS セツトアップ 


■ WiMAX 

* WiMAX 機能搭載モデルのみ表示されます。 


WiMAX を設定します。 

.Enabled (標準値) . 使用する 

.Disabled . ■(ま用しなし、 


* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、圧 / \[J + 幽キー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 

■ Bluetooth 

* Bluetooth 機能搭載モデルのみ表示されます。 

Bluetooth を設定します。 


• Enabled (標準値） . 使巧する 

.Disabled . ■(ま用しなし、 


* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、圧的+とをキー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 

■ Internal Pointing Device 

タッチパッドを設定します。 

.Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . イま用しなし'! 

■ Web Camera 

* Web カメラ搭載モデルのみ表示されます。 

Web カメラを設定します。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

.Disabled . ■(ま用しなし、 

■ SD Host Controller 

SD カードス□ットを設定します。 

- Enabled (標準値) . 使巧する 

- Disabled . イま用しなし'! 

■ Memory Performance Mode 

メモ U の使用方法を設定します。 

.Enabled (標準値) . バッテ U - 駆動時間よりシステム処理能力を優先させる 

- Disabled . システム処理能力よりバッテ U - 駆動時間を優先させる 

■ SATA Controller Mode 

SATA コント □ —フーモードを設定します。 

- Compatibility . レガシ ー OS 用で AHCI 対応のドライバーを使わない場合に 

使用するモード 

ただし、すべてのレガシー 0 S での動作を保証するちのでは 
ありません。 

.AHCI (標準値） . Windows 7用のモード （ AHCI ) 
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■ Power On Display 

起動時の Windows □ゴを表示する表示装置を設定します。 

.Auto-Selected 鳩準値） ..... テレビまたは外部ディスプレイの接続状態を自動的に検出 

し、テレビまたは外部ディスプレイび接続されていれば、テ 
レビまたは外部ディスプレイにのみ画面を表示する 
- System LCD only . 本体液晶ディスプレイだけに表示する 


■ Boot Up NumLock Status 

外付け US 日キーボードなどを使巧している場合、起動時のテンキーの入力状態を設定します。 


•ON (標準値） . テンキーを Numeric Mode (ニユーメ U ックモード）で起 

動し、テンキーの数字などの文字を入力でさる状態にする 
(数字□ック状態） 

- OFF . テンキーを Arrow Mode (ア□-モード）で起動し、テン 

キーをカーソル制御キーとして使巧でさる状態にする（ア 
□一状態） 



シ 

之 

環 

境 

の 

変 
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起動後は、 0 S の設定に従って入力状態び設定されます。 

また、外付け US 日キーボードの [ NUM LOCK 悼 一を押すことで、 Numeric Mode と Arrow 
Mode を切り替えます。 

庐？ メモ 

• 本設定は、すべてのが付け USB キーボードに対する動作を保証するちのではありません。 


MiM Exit 

■ Exit Saving Changes 

変更を保ちして BIOS セットアップを終了します。 

■ Exit Discarding Changes 

変更を保をしないで BIOS セットアツプを終了します。 


■ Load Setup Defaults 

すべての設定項目を標準値にします。 
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パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて次の3種類びあります。 

• Windows □ グオン / (スワード 

. Windows に□グオンするとき 

-インスタントセキュ U ティ状態やパスワード保護の設定をしたスク U —ンセーバーを解除 
するとさ 

インスタントセキュ U ティ機能「2章 Q - ITJ - B - 圧のキーを使った特殊機能キー」 

• ユーザーパスワード、スーパーバイザーパスワード （ BIOS パスワード） 

-電源を入れたとさ 
-休止状態か日復帰するとさ 

-東芝ノ（スワードユーティ U ティを起動して設定するとき 

ユーヴーパスワードやスーパーバイヴーパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどに 
パスワードの入力び必要になります。 

通常はユーヴーパスワードを登録してください。 

• HDD パスワード 

八ードディスクを起動するとさ 

ここでは、ユーヴーパスワード/スーパーバイヴーパスワードや HDD パスワードの設定方法 
について説明します。 


メモ 


スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードでは、違ラ文字列を使用してください。 

パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

パスワードを入力するとをは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボードの 
文字キーを押して直接入力してください。 




パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除でをなくなった場合は、使用している機種をお 
認後、まち PC あんしんヴポートに連絡してください。 

パスワードの解除をまち PC あんしんサポートに依頼する場合は有料です。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、八ードディスクドライブはホ义に使用でさなくなり、交換対応となります。 
この場合もち料でず。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身をお語でをる物）の損ホび 
必要となります。 
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O パスワードセキュ u テイ 


I パ スワードにほ用でをる文を _ 

ユーヴーパスワード、スーパーパ'イヴーパスワード、 HDD パスワードに使用でさる文字は次 
のとおりです。 

アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

abcdefghijkimn 日 pqrstuvwxyz 

数字（半角） 

0123456789 

記号の一部（半角） 

::,.(スペース）など 

使用できないで字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 

【例】漢字、カタカナ（全角/半角）、 ひらびな' 日本語入カシステム 
び供給する記号 など 

-記号の一部（半ち） 

【例】；（バーチカルライン） 

_ (アンダーバー） 

¥ (エン）など 

-ほかのキー (| SH / f 7 ■キーや ICAPSLOCK 英数 1キーなど）と同時に使用 
しないと入力でさない文字 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でさ 
ない文字び含まれています。この場合、ちラー度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記「使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキーボードか日]文字ずつ直接入力してください。 


ー ザー パスワード 


ユーヴーパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティ U ティ」を使用することをおすすめし 
また登録した文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 

■■ま泛パスワードユーテイリテイでの設定 

■登録 _ 

ユーヴーパスワードを登録する手順を説明します。 HDD パスワードちあわせて登録でさます。 

Q [スタート]ボタン（し^)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ]一[パスワードユーティリティ]をクリックする 

r 東芝パスワードユーティ I 」ティ」び起動します。 


H システム環境の変更 
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o パスワードセキュリティ 


Q [登録]ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの登録]画面び表示されます。 


[入力：]にパスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。 

バスワードに使用でさるで字「本節-バスワードに使用でをる文字」 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。 

間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[確認入力：]にもう一度パスワードを入力する 

[同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェッ 
クびついているか ii 崔認する 

チェックびついている場合、ここで設定したユーヴーパスワードび HDD パスワード 
としてち登録されます。 

HDD バスヮ—ド r 本節团 HDD バスワード」 

ユーヴーパスワードのみ登録する場合は、チェックをはずしてください。 

[登録]ボタンをクリックする 

確認画面び表示されます。内容を確認して[登録]ボタンをク U ックしてください。 
パスワードび登録されます。 

入カエラーのメッセージび表示された場合は、 [0 のボタンをク U ックして画面を閉 
じ、手順0か日操作をやり直してください。 

パスワードの文字列をファイルとして保をしておくことを推奨するメッセージび表示 
されます。このファイルをパスワードファイルと呼びます。 

パスワードファイルを保管しておけば、パスワードを忘れた場合、本機または本機 L ソ 
外の機器でパスワードを確認することびでさます。 

パスワードファイルを作成する場合は [0 K ] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
[0K] ボタンをク U ックすると、[名前を付けて保存]画面び表示されます。 
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O パスワードセキュ u テイ 


回 


パスワードファイルを作成する 

パスワードファイルの保を先は、 USB フラッシュメモ U などの記録メディアを推奨 
します。あ日かじめ用意しておいてください。 

① 記録メディアをセットずる 
⑤ [ 保存ずる場所]で保存巧を還択する 

③ [ ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [ 保を]ボタンをクリックする 

パスワードファイルび選択した保存先に作成されます。 

手順0でチェックをしていない場合は、手順圧]に進んでください。 

チェックをしている場合は、「今すぐコンピューターを再起動しますか？」という画 
面び表示されます。 

[いいえ]ボタンをクリックする 

[東芝パスワードユーティ I 」ティ]画面び表示されます。 

必要に応じて、[パスワードの注釈：]を入力する 

[パスワードのを釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録でさます。登録す 
ると、パスワードの入力び必要なとさに、登録した文字列び表示されます。 

使用でさる文字列はユーヴーパスワードと同様です。 

バスワードに使用でさるで字「本節-バスワードに使用でさる文字」 

パスワード文字列そのちのを登録しないでください。 

[0 K ] ボタンをクリックする 

ユーヴーパスワードび登録されます。 

手順0でチェックをした場合は、必ず電源を切る、または再起動してください。 



パスワードファイルを保存した記録メディアは、安全な場所に保管してください。 


メモ 


パスワードを忘れてしまったとさのために、必ずパスワードを控えてください。 
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M 削除 


o パスワードセキュリティ 


[スタート]ボタン（〇)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ]一[パスワードユーティリティ]をクリックする 

「東芝パスワードユーティ I 」ティ」び起動します。 

認証画面び表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力 J 


[削除]ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの削除]画面び表示されます。 

悄リ除]ボタンをク U ックする 

確認のメッセージび表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの削除認証]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴー権限で行っ 
てください。 

確認のメッセージび表示されます。 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

パスワードび削除されます。 
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O パスワードセキュ u テイ 


巧ち 


[スタート]ボタン（〇)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ]一[パスワードユーティリティ]をクリックする 

「東芝パスワードユーティ I 」ティ」び起動します。 

認証画面び表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力 J 

0 [変更]ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの変更]画面び表示されます。 


□ 

日 


[入力：]に新しいパスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。 

バスワードに使用でさるで字「本節-バスワードに使用でさる文字」 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。 

間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[確認、入力：]にもう一度パスワードを入力する 




[変更]ボタンをクリックする 

確認のメッセージび表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [OK] ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの変更認証]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されておりませんので、本手順0、0で入力し 
たちのではなく、その前に登録しておいたパスワードを入力してください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力 J 

認証は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴー権限で行っ 
てください。 

パスワードび変更されます。 

変更したパスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセー 
ジび表示されます。 

パスワードファイルを作成する場合は [OK] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
パスワードファイルの作成方油ん「本項 M - 登録」の手順 [1 を確認してください。 
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o パスワードセキュリティ 


^画 BIOS セットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書 ) J を参照しなが 5 実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してか 5 実行してください。 


日 IOS セツトアップでの設定は、 「 Security 」 メニューで 「BIOS Password 」 の 「 User 」 を 
選択して行います。 



電源スイッチを押し、製品 □ ゴび表示されている間に區]キーを数回押 
して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して臣をを固キーを巧してください。 

に6(311「け乂」メニューで力ーソルパ’一を 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 IfA / KRi キーを巧す 

パスワードび入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。パスワードに使用できる文字は、「東芝パス 
ワードユーテイ U テイ」の場合と同様です。 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

ifA/KRi キーを押す 

確認入力の画面び表示されます。 

もう一度パスワードを入力する 

確認のため、手順0と同じパスワードをちラー度入力してください。 

キーを押す 

パスワードび登録されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。任万なのキーを巧し、手順0か日やり直してください。 


日 IOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章旦-の終了』を確認してください。 





























O パスワードセキュ u テイ 


削除 


n 電源スイッチを押し、製品□ゴび表示されている間に医]キーを数回押 
して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
B 示されます。ノ（スワードを入力 して \ ENTER I キーを巧してください。 

f rSecurity」 メニューで力ーソルパ’一を 「BIOS Password」 の 「User」 


に合わせ、 IfA/KRl キーを押す 

パスワードび入力でさる巧態になります。 


登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに「*」（アスタリスク）び表示されます。 

居^^互キーを巧す 

新しいパスワードを入力する画面び表示されます。 

入力したパスワードび登録したパスワ^ドと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 lfA /7 • 巧 I キーを巧し、手順0からやり直してください。 

臣^^互キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

確認入力の画面び表示されます。 


牛一を押す 

ここでは何ち入力しません。 
パスワードび削除されます。 


購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、 L ソ後パスワードの項目にカーソルび移動 
でさなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラー度設定を行ってくだ 
さい。 

日 IOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章已-の終了』を確認してください。 
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o パスワードセキュリティ 


電源スイッチを押し、製品□ゴび表示されている間に医]キーを数回押 
して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力 して \ ENTER I キーを巧してください。 

rSecurity 」 メニューで力ーソルパ’一を 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 IfA / KRl キーを押す 

パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに「*」（アスタリスク）び表示されます。 

居^^互 キーを 巧す 

新しいパスワードを入力する画面び表示されます。 

入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 lfA /7 •巧 I キーを巧し、手順0からやり直してください。 

新しいパスワードを入力し、 面/7^ キーを押す 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面び表示されます。 

手順且で入力したパスワードをもう一度入力し、 胃可 キーを押す 

パスワードび変更されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 If/VT ■巧」キーを巧し、手順0か日やり直してください。 


購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、 L ソ後パスワードの項目にカーソルび移動 
でさなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラー度設定を行ってくだ 
さい。 

BIOS セツトアップの終了方法は、『取扱説明書2章已-の - D 終了』を確認してください。 
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パスワードセキュ u テイ 


n [スタ- 

日 一口つ 


卜]ボタン （ G ) 一 [すべてのプ□グラム] 
アイル名を指定して実行]をクリックずる 


[アクセサリ] 


rc：¥Program Files¥TOSHIBA¥PasswordUtility¥TOSPU.exeJ 

と入力する 

0S のタイプび己4ビット版の場合は、に: ¥P「og 旧 m Files (x8 己) ¥TOSH 旧 A¥Pas 
swordUtility¥TOSPU.exeJ と入力してください。 

[OK] ボタンをクリックする 

r 東芝パスワードユーティ I 」ティ」び起動します。 

パスワードを登録している場合はパスワードで認証を行ってください。 

認 E について 「本節巧]バ スワードの 入力」 

[スーパーバイザーパスワード]タブをクリックする 


因 


スーパーバイザーパスワード 


スーパーパ'イヴーパスワード設定用の r 東芝パスワードユーティ U ティ」で、 Windows 上か 
b スーパーノ（イヴーノ（スワードの設定や設定の変更びできます。 

日 IOS セツトアップでち設定できます。 


^ メモ 


先にユーヴーノくスワードび登録されている場合は、スーパーノ（イヴーノ（スワードの登録はでをません。 
スーパーバイヴーパスワードと ユー ヴーパスワードを両方登録する場合は、一度 ユー ヴーパスワードを 
削除し、 ス ーJ り くイヴ ー J ロワードを登録してからもう一度ユーヴーノロワードを登録してください。 
スーパーバイヴーパスワ ー ドを登録すると、 ユー ヴーポ U シーを設定でさます。 ユー ヴーポ U シーとは、 
複数の ユー ヴーでパソコンを使用している場合の、各 ユー ヴーの権限を設定する機能です。 

スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードでは、違ラパスワードを使用してください。 

パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 



m まちパスワードユーテイリテイでの設定 
起動方法 


システム環境の変更 



















o パスワードセキュリティ 


I 操作方法 _ 

■登録、削除、変更 

スーパーパ'イヴーパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、「東芝パスワードユーティ 
U ティ」でのユーヴーパスワードの設定方法と同様です。 

ユーヴー J (スワードの設定を確認してください。 

ユーザーバスワード「本節ま芝バスワードユーティ U ティでの設定」 

なお、スーパーバイヴーパスワードを削除すると、ユーヴーパスワードち同時に削除されます。 

■ 一般ユーザーの操作を制限する 

スーパーバイヴーパスワードを登録すると、スーパーバイヴーパスワードを知日ないユーヴー 
は r 東芝 HW セットアップ」の設定を変更でさないよラにする、などいくつかの制限を加える 
ことびでさます。 

スーパーバイヴーパスワードを登録した状態で、なの手順を実行してください。 

H スーパーバイザーパスワード設定用の r ま芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

認証画面び表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

Q [スーパーバイザーパスワード]タブで[ユーザーポリシー]の[変更] 
ボタンをクリックする 

[ユーヴーポ U シーの設定]画面び表示されます。 

巧操作を許可する項目をチェックする 
口隱定]ボタンをクリックする 

I 表示されたメッセージ①内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

[ユーヴーポ U シーの設定認証]画面び表示されます。 

スーパーノ（イヴーノ（スワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

n 表示されたメッセージの内容を確認し、にのボタンをクリックする 

爲メモ 

• 面！]キーで起動ドライブを選択したい場合は、 r ま芝パスワードユーティ U ティ」の[スーパーパ'イヴー 
パスワード]タブで[ユーヴーポ U シー]の[変更]ボタンをク U ックし、[ユーヴーポ U シーの設定] 
画面の [HW セットアップ/ BIOS セットアップの使用を許可ずる]のチェックをはずさないでください。 
チェックをはずしていると、圧回キーを使用しても、起動ドライブの変更びでさません。 

圧な! キーで起動ドライブを変更ずる方法「2 章 Q - B 起動ずるドライブを変更ずる場合」 
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O パスワードセキュ u テイ 


^画 BIOS セットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しなが 5 実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

日 IOS セットアップでち、スーパーパ'イヴーパスワードを登録することびでさます。 

I 操作方法 _ 

■登録 

日 IOS セットアップの 「 Security 」 メニューで 、 「BIOS Password 」 の 「 Supervisor 」 を還 
択して登録でさます。 

登録方法は、 BIOS セットアップでのユーヴーパスワードの登録方法と同様です。 

ユーヴーパスワードの登録を確認してください。 

「本節^ - B - 登録」 

■削除、変更 

BIOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴーパスワードを登録してか日 BIOS セットアッ 
プを終了してしまラと、日の S セットアップではスーパーパ'イヴーパスワードの削除と変更び 
でさません。 

その場合は、「東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴーパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本項 ■■ 東ちバスワードユーティ U ティでの設定」 

また、日 IOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴーパスワードを登録してしまラと、次 
の操作ち制限され、設定びでさな<なります。 

- BIOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝 HW セットアップでの設定変更 
- [ Z を]キーを使って起動ドライブを選択する 

その場合は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴーパスワードの削除をしてか 
5、操作を行ってください。 
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o パスワードセキュリティ 


パスワードの入力 


I 電源を入れたとを/化止げ態か S 復帰するとを _ 

パスワードを登録している場合、パソコンまたは日 IOS セットアップ起動時にパスワードの入 
力をラなびすメッセージび表示されます。 

この場合は、巧の手順を行ってパソコンまたは团 os セットアップを起動します。 

■パスワードを入力する 

» 設定したとおりにパスワードを入力し、 面 V7^ キーを巧す 

パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
れ直して < ださい。 

■指紋認証を使う 
* 指紋センサー搭載モデルのみ 

n 指紋センサーに指をのせ、手前側にすべ5せる 

指紋認 E 「本章口指紋認証を使ラ」 


I まちパスワードユーテイリテイを起動したとを _ 

ユー ヴーパスワード/スーパーバイヴーパスワードを登録している場合、 r 東芝パスワード ユー 
テイ U テイ」を起動すると、認証を巧める画面び表示されます。次の方法で認証を行います。 

■パスワードを入力する 

n 認証をホめる画面び表示された5、パスワードを入力ずる 
巧[確認]ボタンをクリックする 

■■パスワードをちれてしまつた場合 

ユーヴーノ（スワード/スーパーノ（イヴーノ（スワードを忘れてしまった場合は、次の方法で確認 
または解除してください。 

• パスワードファイルを確認ずる 

電源を入れるときにパスワードび必要になった場合は、本機!;^外の機器でパスワードファイ 
ルを確認してください。 

上記の方法でパスワードの確認びできなかった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談して 
ください。パスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。また 
そのとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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O パスワードセキュ u テイ 


HDD パスワード 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しなが日実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

HDD ノ（スワードは、八ードディスクを保護するセキュ U ティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


mm 注意事頃 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



•万び 一、 登録したパスワードを忘れた場合、修理■保守対応ではバスワードを解除でをません。 
この場合、八ードディスクドライブは永义に使用できなくなり、八ードディスクドライブの交換 
対応となります。この場合、ち料での交換となります。 

八ードディスクドライブび使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に 
巧して生じた、いかなる損失に巧してを、当社はいっさい責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にごミ主意いただいた上でご使用ください。 


^9 HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーヴーパスワードと HDD マスターパスワードの2つを設定する 
ことび巧能です。 

■ HDD ユー ザーパスワード 

各パソコンの使巧ち自身び設定することを想定したノ（スワードです。 

HDD マスターパスワードを削除すると、同時に HDD ユーヴーパスワードち削除されます。 

■ HDD マスターパスワード 

管理ちなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

HDD マスターノ（スワードは HDD ユーヴーノ（スワードの代わりに使えます。 HDD ユーヴーパ 
スワードを忘れた場合でち、 HDD マスターパスワードを入力して八ードディスクドライブに 
アクセスでさます。 

なお、 HDD マスターパスワードのみを登録することはでさません。 

組織などで HDD マスターパスワードを用いた運巧を検討した場合、各パソコンのユーヴーに 
巧してパソコン本体を配付する前に、あ日かじめ管理者び BIOS セットアップで HDD マスター 
パスワー ドと仮の HDD ユーヴーパスワードを設定しておく必要びあります。 

HDD ユーヴーパスワードと HDD マスターパスワードの登録、削除方法は同じです。じ(降は、 
HDD ユーヴーノ（スワードの設定を例に説明しています。 
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o パスワードセキュリティ 


mm HDD パスワードの登録 



電源スイッチを押し、製品□ゴび表示されている間に医]キーを数回押 
して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して I f / V 巧/? I キーを押してください。 

に6別か乂」 メニューで力ーソルパ’一を 「HDD1/SSD1 Password」 
の 「User 」 に合わせ、キーを押す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルバーを合わせて | f / vrfR | 
キーを巧してください。 

パスワードび入力できる巧態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。 

バスワードに使用でさるで字「本節-バスワードに使用でをる文字」 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

居^^互キーを 巧す 

確認入力の画面び表示されます。 

もう一度パスワードを入力する 


任 牛一を巧す 

パスワードび登録されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワーと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。任万なのキーを巧し、手順□からやり直してください。 


HDD マスターパスワードを登録する場合は、 BIOS セットアップの 「 HDD 1/ SSD ] 
Password 」 の 「 Mode 」 で [Master + UserJ を遇択します。表示された 「 Mast 乱」に 
HDD マスターパスワードを設定し、続けて HDD ユーヴーパスワードの設定を行います。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章旦-の終了』を確認してください。 




















O パスワードセキュ u テイ 


MM HDD パスワードの削除 








電源スイッチを押し、製品□ゴび表示されている間に医]キーを数回押 
して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して I f/v 巧/? I キーを押してください。 

に6如か乂」 メニューで力ーソルバーを 「 HDD 1/ SSD 1 Password 」 
の 「 User 」 に合わせ、キーを押す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルバーを合わせて | f / vrfR | 
キーを巧してください。 

パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに「*」（アスタリスク）び表示されます。 

キーを 押す 

新しいパスワードを入力する画面び表示されます。 

入力したパスワードび登録したパスワーと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 If / VTTRl キーを巧し、手順0か日やり直してください。 

臣^^互キーを 巧す 

ここでは何ち入力しません。 

確認入力の画面び表示されます。 

| fA /7~ fRi キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除されます。 


HDD マスターパスワードを削除する場合は、 HDD マスターパスワードの削除を行ラと、同時 
に HDD ユーヴーパスワードち削除されます。 

HDD ユーヴーパスワードのみを削除することはでさません。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章已-の - D 終了』を確認してください。 




























o パスワードセキュリティ 


9 HDD パスワードの変更 

n 電源スイッチを押し、製品□ゴび表示されている間に医]キーを数回押 
して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して臣胃司キーを巧してください。 

に6如か乂」メニューで力ーソルバーを 「 HDD 1/ SSD 1 Password 」 
の 「 User 」 に合わせ、 | f / v 7~ fR | キーを押す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルバーを合わせて | f / vrfR | 
キーを巧してください。 

パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに「*」（アスタリスク）び表示されます。 


キーを 押す 

新しいパスワードを入力する画面び表示されます。 

入力したパスワードび登録したパスワ^ドと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。店/\/を济キーを巧し、手順0か日やり直してください。 



新しいパスワードを入力し、 面 V 7 •が キーを巧す 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面び表示されます。 


もう一度新しし、パスワードを入力し、 胃の キーを押す 

パスワードび変更されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワこ f と異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。居万なのキーを巧し、手順0か日やり直してください。 


BIOS セツトアップの終了方法は、『取扱説明書2章旦-の終了』を確認してください。 


HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れると HDD パスワードの入力をラなびす 
メッセージび表示されます。 

この場合は、巧のよラにするとパソコン本体び起動します。 


U 設定 

B 1 HDD 
r 源の 


したとおりに HDD パスワードを入力し、 胃の キーを押す 

HDD パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電 
入れ直して < ださい。 
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指紋認証をほ 3 


* 指紋センサー搭載モデルのみ 

本製品には r 指紋センサー」と「指紋認証ユーティ U ティ （ TOSH 旧 A 円 n 旨 erprint utility ま 
たは True Suite )」 び用意されています。ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行ラ方法につ 
いて説明します。 

指紋認証の操作にあたっては、なの項目に書かれているミ主意事項を確認してください。 



指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなどの入力に 
代えて本人であることを証明する機能です。指紋認証を使用するには、使用するユーヴーに 
Windows □ グオンノ（スワードを設定したうえで、「指紋認証ユーティ U ティ」で指紋の登録び 
必要です。 

指紋の登録「本節 [ 1 ] 指紋を登録ずる」 

指紋を登録すると、キーボードか日パスワードを入力する代わりに、登録した指を指紋センサー 
上にすべ日せるだけで、 Windows □グオンを実行できます。 

認証方法「本節®指紋認証を行ラ」 

また、次のよラなとさ I こち指紋認証を使用することびでさます。 

指紋を登録したラえで、それぞれの設定び必要です。 

•パソコン本体起動時のユーヴーパスワードまたは HDD パスワードの入力 
• スク U - ン セーバーの 解除 
•スリ ープか 日の復帰 

指紋認 E のいろいろな使いかた「本節因] - ra その他の使いかた」 

•インターネットのホームページで、パスワードの入力 
• ファイルやフォルダーの暗号化 

詳しくは、「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプを参照してください。 

ヘルプの起動方法は、本節の最後で説明しています。 
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D 指紋認記を使う 


因 


Windows □グオンパスワードを設定する 


r 指紋認証ユーティ U ティ」の設定や登録をするためには 、 「Windows □グオンパスワード」 
を設定する必要びあります。 

Windows □グオンパスワードを設定していない場合は、[コント□-ルパネル]の[ぶコー 
ブ’一 アカウントと家族のための安全設定]で設定することびでさます。 

Windows □グオンバスワードの設定方法 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』 

すでに Windows □グオンパスワードを設定してある場合は、「本節巧]指紋を登録する」に 
進んで < ださい。 


3 


指紋を登録する 


r 指紋認証ユーティ U ティ」で、指紋を登録します。次の手順を実行してください。指をけびし 
たとさなどのために、2本 L ソ上の指を登録してください。 

指紋センサーには、最大20パターンの指紋を登録することびでさます。複数のユーヴーでパ 
ソコンを使用している場合は、全ユーヴー合わせて20パターンまで登録でさます。たとえば、 
1人で] 0パターンの指紋を登録した場合、ほかのユーヴーび登録でさるのは残り] 0パターン 
です。 

I 指紋センサーに指紋をうまく読み取5せるには _ 

Q 指紋センサーに巧して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関 
節を!ミく指紋センサ-ホみの上におく 


口 第1関節から巧端にかけて、指のは5部分び指紋センサーに触れるよう 
に手前にホ平に引く 

指先だけ指紋センサーにのせると、指紋び認識されない場合びあります。第]関節か 
ら先端にかけて指のは日の部分び指紋センサーに触れるように、ゆっくりとすべ日せ 
てください。 
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D 指紋認記を使ラ 


mm 登録方を 

r 指紋認証ユー了イ U 了イ」でユーヴー登録をわいます。ユーヴー登録では、 Windows のユー 
ヴーアカウントとその□グオンパスワードを登録したあと、そのユーヴーアカウントで□グオ 
ンし、認証で使巧する指（指紋）を登録します。 

J 旨紋を登録するユーザーアカウントで□グオンする 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーテイリテイ] 一 [Fingerprint Utility ] をクリックする 

[指紋登録]画面び表示されます。 

[ Windows パスワード]に Windows □グオンパスワードを入力し①、 
じ夕]ボタンをクリックする② 


一.；指觸绿 




指紋を録 

認話用指紋サンブルを巧巧しまず。 


本□ヴオンアカウントのパスワ-ドを設定する必要がありまず。 


Windows バスワ—ド： I 


因 I 


巧> 




-① 


-② 

读示例） 


指紋を登録する指の上の OEP をクリックし①、じ欠!ボタンをクリックずる② 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指じ(外の指を登録することおすすめします。 



读示例） 
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D 指紋認記を使う 


0画面に表示される説明をよく読んで、[次]ボタンをクリックする 


I 指紋登録の練習のために、指紋センサーに指を軽く柔せ、手前側にずべ 
5せる 

第]関節を指紋センサーの上に置き、手前に引くよラにすべ日せてください。 

このとき、タッチパッドに触れないよラに気をつけてください。 
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D 指紋認記を使ラ 


同じ指を3回認識させてください。指紋センサーに指をすべ b せると、画面の3つの 
ボックスに、]回ごとの指紋データの読み取り結果び表示されます。 

読み取りに成なすると、ボックスの下に r 良いイメージ」と表示されます。 


一.；ち健気 




指紋を録 

認話用指紋サンブルを作成しまず。 


指が登録の補習を巧ってください。 


1 


還が指:を人差し指 


防四 I ス中づて 


3回成巧するまで繰り返し認識させてください。 

* [スキップ]ボタンをク U ックすると、指紋登録の練習をスキップすることびでき 
占9 〇 

3回成巧した5、じ欠！ボタンをクリックする 




指紋を録 

認な用指紋サンブルを作成しまず。 


指が登錄の捕普を斤ってください。 


邊巧指:を人差し指 


mmm 

回田 fi 


良いイタ ーヴ 良 tvf ターヴ 良 ターク 
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D 指紋認記を使う 


指紋登録のために、指紋センサーに指を軽く乗せ、手前側にすべ5せる 

手順0で練習した要領で、第]関節を指紋センサーの上に置さ、手前に引くよラに 
すべらせて < ださい。 

ここで指紋をできるだけ精細に読み取日せることで、認証率を向上させることびでさ 
ます。 

同じ指を3回読み取日せます。読み取りに成功すると、ボックスの下に「良いイメージ」 
と表示されます。 


3回成巧するまで繰り返し認識させてください。 

3回とち指紋の読み取りに成なすると、メッセージび表示されます。 
*9 回じ(上失敗すると、手順0に戻ります。 

3指紋データを保をするために [0 K ] ボタンをクリックする 



@1登録が巧 

巧しました。巧をしますか？ 

1 0 K 

キでンたル 




メッセージを5崔認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

指をけびしたとさなどのために、 ] ユーヴーあたり、2本 L ソ上の指紋登録をおすすめ 
します。 



:ち巧き绿 




指紋登録 

認な用指紋サンブルを作なしまず。 


3回、同じ指をスキヤンしてください。 


良い〇づ 


還巧指:右人差し指 


IZj 四 [ 


V 


TOSHIBA 
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D 指紋認記を使ラ 


違う指で手順□一曰一回一 Q — 凸一回を繰り返す 
指紋登録を終了する場合は、[閉じる]ボタンをクリックする 



メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 


[閉じる]ボタンをク U ックする 

.TOSHIBA 円 naerprint Utility 




TOSHIBA Fingerprint Utility 


下記の ? c ユーを ウリ ッウ してください。 

指紋豊妻录 

I がスワ-ド自動入力設定 
指紋情報管!里 
インポ-いエクスポ-卜 
"巧 




M a e ち巧をとして実巧 

[ 問じる1 


メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 


赁津 


国 




沒了しますか？ 


キでン t ル 


0K 


TOSHIBA 


TOSHIBA 
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D 指紋認記を使う 


指紋認証を行う 


指紋を登録すると、指紋センサーに指をすべらせることで、 Windows へ□グオンできます。 
また、パソコンを複数のユーヴーで使用している場合、ユーヴーの還択ち省略でさます。 

n 認証方法 

V パソコン本体の電源を入れる 

Windows に□グオンする画面び表示されます。 

口 指紋登録した指の第1関節を指紋センサーの上にのせ、手前側にすべ5 
■せる 



■ 指紋び認証されると Windows に□グオンします。 

指紋認証びラまくいかなかった場合は、指紋認証画面び表示されます。 

キーボードか日ノ（スワードを入力したい場合は、指紋認証画面のをク U ックしてください。 
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D 指紋認記を使ラ 


その他の巧いかた 

I パソコンの起動や復帰時に指紋で認証させる _ 

指紋を登録すると、次のよラなときにち指紋認証を使用することびできます。 
ここでは、その設定方法を説明します。 


■パソコンの起動時（起動認証） 

パソコンの起動時に、ユーヴーパスワードや HDD パスワードの代わりに、指紋認証を使用す 
ることびでさます。 

①ユーヴーパスワードや HDD パスワードを登録する 

ユーザーバスワード、 HDD バスワードの登録ち法 r 本章0バスワードセキュ U ティ」 

③「指紋認証ユーティ U ティ」の[設定]で、[起動認証]を設定する 

[設定]メニューび無効な場合は、[管理ちとして実行]ボタンをク U ックして管理ち権限に 
昇格してください。 

詳細について「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプ 

ユーヴーパスワードや HDD パスワードの指紋認証に続けて已回失敗すると、指紋認証びでさ 
なくなります。その場合は、キーボードか日パスワードを入力してパソコンを起動してください。 
また、指紋認証画面び表示されているとさに、キーボードか日パスワード入力をしたい場合は 
LS / ACKSM び」キーを巧してください。 


指紋認証の操作にあたって - 

•あらかじめ、 r 付録 n - iEi - 指紋認証のパスワード入力について」を確認してください。 


■スク リーンセーバーの解除 

巧のよラに設定すると、スク U —ンセーバーを解除するときに Windows に□グオンする画面 
び表示されます。指紋を登録していると、 Windows □グオンパスワードの代わりに、指紋認 
証を使用することびでさます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 
◎ [^デスクトップのカスタマイズ] 一 [ち スク U - ンセーパ'-の変更]をク U ックする 

③ [再開時に□グオン画面に戻る]をチェックする 

④ [0 ロボタンをク U ックする 



















D 指紋認記を使う 


■スリープからの復帰 

巧のよラに設定すると、ス U —プか日復帰するときに Windows に□グオンする画面び表示さ 
れます。指紋を登録していると、 Windows □グオンパスワードの代わりに、指紋認証を使用 
することびでさます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク I 」ックする 
(1)[ザタシステムとセキュ|」ティ] ^ ぶ 電源オプション]をク I 」ックする 

③ [電源プランの選択]で還択されているプランの[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [詳細な電源設定の変更]をク I 」ックする 

⑥[バランスド1の腹帰時のパスワードを必要とする]で、[バッテ U 駆動]および[電源に 
接続]を[はい]に設定する 
⑥ [0 りボタンをク U ックする 

* 1選択されている電源プランによって、[バランス]、 [eco]、 [省電力]、[高バフオーマンス]のいずれかび 
表71^されます。 

I 指紋データのバックアップをとる _ 

登録してある指紋データをバックアップすることびできます。バックアップしておくと、リカ 
バリーしたとさなどに指紋を再登録しなくてちすみます。また、別のパソコンで指紋認証を使 
用したいとさに、指紋データを登録しなくてちすみます。 

詳細について「指紋認証ユーティリティ J のヘルプ 

I パソコンを捨てるまたは人に譲る場合 _ 

パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消去することをおすすめし 
よ9 〇 

指紋の消去は、「指紋認証ユーティリティ」の[指紋情報管理」で行ってください。 

I ヘルプの起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [Fingerprint Utility ] をクリックする 

0画面左下のがをクリックする 
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TPM 巧ほ 5 


本製品には 、 TPM (Trusted Platform Module ) び用意されています。 


■■TPM とは 

TPM は 、 TCG (Trusted Computing Group ) び策定した仕様に準拠したセキュ U ティ〕ン 
卜□ーラーチップです。 

一般的に、電子データの保護は暗号処理方式（暗号アルゴリズム）によるちのなので、八ードディ 
スクやメモ U などに保存されている暗号鍵び、暗号解読の攻撃巧象になる可能性びあります。 
TPM ではこれ日の暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップに保存するので、 
より安全にデータび保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュ1」ティソリュー 
シヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築できます。 

本製品では、 TPM の設定は、日 IOS セットアップと 「Infineon TPM Software Professional 
Package ] で行います。 

詳しくは、 『 Trusted 円 a け orm Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）とヘルプを参照して 
ください。 




TPM の操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録。 • 


TPM について」を確認してくださし、。 


OTPM を有効にずる方法 

TPM を使用するには、まず日 IOS セットアップで TPM を有効に設定する必要びあります。 
TPM を有効にする方法は、 r 本章已 BIOS セットアップ」を参照してください。 

侣？ メモ _ 

• BIOS セットアップでの TPM に関する設定を、管理者の権限を持たないユーヴーび変更でさないよラ 
にすることびでさます。 TPM の設定を守るために、管理者の権限を持たないユーヴーに操作制限を加 
无ることをおすすめします。 

管理者しソがのユーザーの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6まきバスワードユーテイリテイ J 
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B TPM を使う 


El TPM のインストール方法 

TPM を有効にしたあと 、 「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストー 
ルします。 


Q [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーショ 
ン①再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

0 [アプリケーション]タブをクリックする 

画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] ^ 
—クリックし 、 [「Infineon TPM Software Professional Package 」 
i のセットアップ]をクリックする 



画面の指示に従ってインス I ルする 

[ファイルのダウン□ード]画面または rxxxx (ファイル名）を実行または保をし 
ますか？」といラメッセージび表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

TPM を使用するための設定や使用方法は、 PDF マニュアルとヘルプを参照してくだ 
さい。 


■画 PDF マニュアルのインストール方法 

『 Trusted 円 a け orm Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインス! -- ル方法は、なのと 
お0です。 

Q [スタート]ボタン （©) 一 [すべて①プ□グラム]一[アプリケーシヨ 
ンの再インス!ル]をクリックする 

f 画面のメッセージに従ってインス I ルする 

[アプリケーシヨン]タブの [Infineon TPM Software Professional Package ] 
に用意されています。 

U PDF マニュアルの起動方法 

『 Trusted 円 a け orm Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動方法は、巧のとおりです。 

0 [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Trusted 
Platform Module 取扱説明書]をクリックする 























B TPM を使う 


ヘルプの起動方ミモ 

V 通知領域のに ecurity Platform ] アイコン（端）をちクリックし、 
表示されるメニューか5 [ヘルプ]をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 H をク U ックしてください。 
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■ パソコンの動作がおかしいとまは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ていまず。 

rdynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q&A 集 . 
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トラブル巧解消ずるまでの流れ 


お使いのパソコンに起こったトラスレについて、解決方法を見つけていきましよう。 


トラブルの原因をつき止めよう 


パソコンに起こるトラスレは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度巧っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成とトラブル対処法を紹介します。 

■パ ソコンを 構成する3 つの 部分 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ I 」ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフトウェ 
アの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバーとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とちいい、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows 7です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーびないと、周辺機 
器は使用でさません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライバー 
などびあります。基本的なドライバーはシステムび標準装備していますび、周辺機器製品に 
専用のドライバーび付属している場合ちあります。 

•八ードウェアとは 

バッテリー、 AC アダプター、ディスプレイ、キーボード、八ードディスク、 CPU などの、パソ 
コン本体や接続する機器を指します。 

パソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
b ない場合ち多くあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステムの S )、 ドライバ ー- ►八ードウェア（パソコン本体）の順にチェックします。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


トラブル巧処ま 


トラブルび発生したときの解み手順を紹介します。 


STEP! Q&A を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A お式で説明しています。 

また、『セットアップガイド』などにち Q & A び記載されているので、あわせて読 
んでください。 



本製品には目的別に複数のマニュアルびあります。 
本書な外のマニュアルち読んでください。 


STEP3 サポートのサイトで調べる 


東芝 PC 総合情報サイト 「 dynabook . com 」 へ接続すると、各種サポート情報か 
日解み方法を探すことびでさます。 

rdynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくある質問 FAQ 」、 デバイスド 
ライバーや修正モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などを 
ご覧になれます。 

ヴポート窓口や修理についてち案内しています。 

dynabook . com の詳細につして 『まち PC ヴポートのご 案内』 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されている 0 S やアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は『取扱説明書付録已お 
問い合わせ先』で確認してください。 
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Q&A 



ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないときは、『セットアップガイド』ち参照してください。 


回-面/表巧 


2 


4 


回 


Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 17已 

Q テレビまたはか部ディスプレイを接続した状態で、 

パソコンをス IJ ープや休止状態か5復帰したとき、 

本体液晶ディスプレイに何ち表示されない . 17已 

Q テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたとさに、 

画面が表示されな < なった . 17己 

Q 画面が薄暗く、よく見えない . 17己 

Q 画面表示び回転してしまった . 17己 

Q ポインターび輪の形をしている間にキーを押してち反応がない . 176 

Q キーボードか5夕字を入力しているとさに力ーソルびとんでしまラ . 177 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 177 

Q クリックしてち反応びない . 177 

Q 夕‘ブルク U ックびラま<いかないので、速度を変更したい . 178 

Q ポインターの速度を調節したい . 178 

Q レーザーマウスの反応びおかしい . 178 

Q 光学式マウスの反応びおかしい . 179 

Q ドライブのイジェクトボタンを押してち、 

CD / DVD / ブルーレイディスクが出てこない . 179 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい . 180 
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画面/表术 


しば6く放置した6、画面び真っ暗になった 


©► 省電力機能び働いた可能性びあります。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えな 
くなる場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧さないで<ださい。 
fSH / Ff ] キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後 
かかることびあります。 


©► 表示装置び適切に設定されていない可能性があります。 

因 yj + [^キーを3秒 L ソ上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに 
切り替わります。 

詳細について「4 章 ち法2-@ + @キーを使ラ」 


テレビまたはか部ディスプレイを接続した巧態で、 
Q パソコンをスリープや体止げ態か5復帰したとま、 
本体液晶ディスプレイに何も表示されない 


©►テレビまたはが部ディスプレイに、画面表示び切り替わつている可能性びあり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。ノ（ソコン画面び表 
示されていた場合は、本体液晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 

詳細について「4章 D - 居]表示を切り替える」 


^テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたとまに、 
W 画面び表示されなくなつた 


@►テレビまたはが部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをまディスプレイに指定して拡張表示の設定をした場 
合、ス U —プや休止状態のとさにテレビまたは外部ディスプレイを取りはずすと、ス 
U —プや休止状態か5復帰したときに画面び表示されないことびあります。 

テレビまたは外部デイスプレイの取りはずしは、ス U —プや休止状態のとさに行わな 
いでください。 
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且 Q&A 集 




画面び薄おく、よく見えない 


©►[^ +医司キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）を明るくしてくださ 

い 。*1 

@ +圧をキーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイは暗くなります。 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 

©► 本体液晶ディスプレイの輝度びほく設定されている可能性びあります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳しくは、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。> 1 

① [スタート]ボタン （®) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [& システムとセキュ U ティ]一[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用する電源プランを還択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 




画面表巧が回面してしまつた 


©► 画面の設定び変更されている可能性びあります。 

次の手順で元に戻すことびでさます。 

① デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場所にポイン 
ターを移動し、ちクI」ックする 

② 表示されたメニューの[グラフィックプ□パティ]か日、設定を変更する 
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ポインターが輪のおをしている間にキーを巧してち反応びない 


システムび処理中の可能性があります。 

ポインターび輪のあ （* 1) をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか日操作してください。 
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巧 










且 QStA 集 


ックしてち反応がない 


システムび処理中の可能性びあります。 

ポインターび輪の形 （-) をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってか日操作してください。 


@►マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 


タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドび無効に設定されて 
いる可能性びあります。 

タッチパッドオン/オフボタンを巧すか、またはなの手順でタッチパッドを有効に切 
り替えてください。 

①丙の+ [7司キーを巧す 

[タッチパッ円のカードび表示されます。 

③画キーを巧したまま回キーを巧し直し、苗細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


ボードか6文をを入力しているとをに力ーソルびとんでしまラ 


©►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルびとんだ 
り、アクテイブウインドウび切り替わってしまうことがあります。 

タッチパッドオン/オフボタンを巧すか、または次の手順でタッチパッドを無効に切 
り替えてください。 

① キーを 巧す 

[タッチパッ円のカードび表示されます。 

② 画キーを巧したまま回キーを巧し直し、撫細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


—ボードに軟みおをこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体びこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプターとバッ 
テ U —パックを取りはずして、東芝 PC あんしんヴポートにご相談ください。 
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タッチパッド/7ウス 


* マウスは、別売りです。 
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ダブルクリックがラま<いかないので、速度を巧ちしたい 


©►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [巧’ 八ードウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ツクする 




ポインターの速度を調節したい 


次の手順でポインターの速度を変更してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [巧•八ードウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ツクする 




レーザーマウスの反応びおかしい 


©► 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動さま 
せん。巧のような場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、鏡など） 


©►> 平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平日な場所で操作してください。マウスの下にゴ S などびある場合は取り 
除いてください。 
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パソ n ンの動作がおかしいとさは 








且 QStA 集 


化学式マウスの反応がおかしい 


©► 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーび働かず、ポインターびうまく動きま 
せん。次のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光ミ尺紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンのち向性び強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど） 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使巧を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 


0►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平日な場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 


CD / DVD / ブルーレイディスク 


Q ドライブのイジエクトボタンを巧してち、 

W CD / DVD / ブルーレイディスクが出てこない 


ディスクトレイ□ツク機能び働いている可能性があります。 

本製品は、バツテ U —駆動中にパソコン本体び固定されていない場合、イジェクトボ 
タンを巧してちディスクトレイび開かないよラに設定されています。 

CD / DVD / ブルーレイディスクのセツトや取り出しは、パソコン本体を固定した状 
態で行ってください。 
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パソ n ンの動作がおかしいとさは 










且 Q&A 集 


その他 


パソコンの近< にあるテレビやラジオの調子がおかしい 


か 次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに巧するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオか b 離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使ラ 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルターを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使ラ 

•平行フィーダを同軸ケースレに替える 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


8 







■付窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
し、て記していまず。 


1ご使用にあたってのお願い . 182 

2記録メディアについて . 198 

3お客様登録の手続き . 204 

4技術基準適合について . 20已 

已各インターフエースの仕様 . 210 

6 OS の切り替えについて . 21已 

7 Windows XP モードについて . 219 












1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■ rpc 弓鹏ナビ J について 


I 前のパソコンの動作居境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 


I 操作にあたつて _ 

• ri 章 n - D 起動方法」を参照して、を意制限事項を確認してください。 

•「 PC 引越ナビ」をご利用の際は、前のパソコンおよび新しいパソコンで、電源コードと AC 
アダプターを接続した状態で、ご利用ください。 

また、 「 PC 弓瞄ナビ」の実行中は、ス U - プまたは休止状態にしないでください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割する場合、分割するこん包ファイルの大 
きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 引越ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己已 .000 ファイル 
です。 



• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 


パソコン本化について 


I タッチパッドの操作にあたって _ 

•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしないでくださ 
し、。タッチパッドび故障するおそれびあります。 


E ■八ードディスクドライブについて 

I 操作にあたつて _ 

• Disk 0 LED び点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスク 
ドライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保存しているデータや重要な文書などは、万び一故障び起こったり、変化 
/消失した場合に備えて、定期的に CD / DVD / ブルーレイディスクや US 日フラッシュメ 
モ U などに保をしておいてください。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、 CD / 
DVD / ブルーレイディスク、 USB フラッシュメモ U などに保ちした内容の損害についロホ、 
当社はいっさいその責任を負いませんので、あ日かじめご了承ください。 


182 












D ご使用にあたってのお願い 


•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はできません。 

I ま芝 HDD プ□テクシヨンの使用にあたって _ 

•ま芝 HDD プ□テクシヨンは、落下.振動-衝撃およびその前兆を検出すると HDD のヘッド 
を退避させ、へッドとメディアの接触によって HDD び損傷する危険性を軽減するちのです。 
ただし、その効果を保証するちのではありません。故障などの際は当社保証規定に従って修 
理いたします。また、故障などにより HDD の記憶内容び変化•消失する場合びありますび、 
これによる損喜、および本製品の使用不能か日生じた損喜にっいては当社はその責任をいっ 
さい負いません。大切なデータは必ずお客様の責任のちと普段か日こまめにバックアップさ 
れるよラお願いします。 

KSCD/DVD/ ブルーレイディスクについて 

I CD / DVD / ブルーレイディスクの操作にあたって _ 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•ディスクトレイに D び点灯しているときは、イジェクトボタンを巧したり、 CD / DVD / ブ 
ルーレイディスクを取り出す操作をしないでください。 CD / DVD / ブルーレイディスクび 
傷ついたり、ドライブび壊れるおそれびあります。 

•電源び入っているときには、イジェクトホールを巧さないでください。回転中の CD/DVD 
/ブルーレイディスクのデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

• ディスクトレイを開けたときに、 CD / DVD / ブルーレイディスクび回転してしぶ場合には、 
停止するまで CD / DVD / ブルーレイディスクに手を触れないでください。けびのおそれび 
あります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD / ブルーレイディスクび入っていな 
しにとを確認してください。入っている場合は取り出してください。 

• CD / DVD / ブルーレイディスクをディスクトレイにセットするときは、無理な力をかけな 
いでください。 

• CD / DVD / ブルーレイディスクを正しくディスクトレイにセットしないと CD / DVD / ブ 
ルーレイディスクを傷つけることびあります。 

•本製品では、 8 cm 、] 2 cm の CD / DVD / ブルーレイディスクのみ使用できます。 

これ日じ(外の CD / DVD / ブルーレイディスクは使巧でさません。 

I DVD - RAM のフォーマツトについて _ 

•フォーマットを行うと、その DVD - RAM に保をされている情報はすべて消去されます。一度 
使用した DVD - RAM をフォーマットする場合はミち意してください。 









D ご使用にあたってのお願い 


Web カメラについて 

I Web カメラをほ用するにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く巧したりしないでください。画質びほ下する原因 
となります。 

レンズ部分びミちれた場合は、眼鏡ふき（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい布でふいてください。 


匯 a 有線 LAN について 


I LAN ケーブルのほ用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用して < ださい。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インターフエースを使巧するとき、 Gi 邑 abit 曰 hemet り000 BASE - T ) は、エン八 
ンストカテゴ U 已 （ CAT 已 e ) じ(上のケーブルを使用してください。 

Fast 曰 hemet (100 BASE - TX ) カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上のケーブルを使用してく 
ださい。 

Ethernet (10 BASE - T ) は、カテゴ U 3 ( CAT 3) L ソ上のケーブルび使用できます。 

• ポート拡張ユニット/ポート拡張ユニット2を接続しているとさは、パソコン本体の LAN 
コネクタを使用しないでください。 


■■巧線 LAN について 

** I 無線 LAN を使用するにあたって _ 

•無線 LAN の無線アンテナは、障書物びかなく見通しのさく場所で最ち良好に動作します。無 
線通信の範囲を最大限有効にするには、本や厚い紙の束などの障害物でディスプレイを覆わ 
ないよラにしてください。 

また、無線 LAN アクセスポイントとパソコンとの間を金属板などで遮へいしたり、無線ア 
ンテナの周囲を金属製のケースなどで覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適巧される無線規制については、『取扱説明書』を 
確認してください。 

• 本製品の無線 LAN を使用でさる国/地域については、『取扱説明書』を確認してください。 

I 巧線 LAN の操作にあたって _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉 
し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場 
合は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使巧を中止してください。 

• アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに対して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


Bluetooth について 

•本製品は、すべての日 luetooth 対応榜 


本製品は、すべての日 luetooth 対応機器との接続動作を確認したちのではありません。また、 
すべての团 uetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

本製品の团 uetooth 機能を使用できる国/地域については、『取扱説明書』を確認してくだ 
さい。 


mm 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでか日作業を 
してください。またその際には、次のことを守ってください。守日なかった場合、故障する 
おそれびあります。 

. ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってか日作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にま意してください。 

-ほこりびかなく、直射日光のあた日ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジ L ソ外は、取りはずさないでください。 
-作業時に使用するドライバーは、ネジの形、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする US 日対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてか日 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0S) び対応しており、機器用ドライバーびイン 
スI-ールされている必要びあります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 
動作は保証でさません。 

• US 日対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 US 日対応機器び使 
用でさない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 









D ご使用にあたってのお願い 


□ USB 接続の巧部ディスプレイをほ用するにあたって 

• USB 接続の外部ディスプレイを接続した場合、著作権保護機能に対応していないドライ 
パ'-びインス!ルされることにより、 「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」、「 TOSH 旧 A SD - 
Video PLAYER 」 などのアプ U ケーシヨンび動作しなくなることびあります。 

これ日のアプ U ケーシヨンを使用される場合は、 USB 接続の外部ディスプレイの接続やド 
ライバーのインストールを行わないよラにお願いします。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 US 日対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• USB フラッシュメモ U や USB 接続の八ードディスクドライブなど、記憶装置の USB 対応 
機器を取りはずす場合は、データを消失するおそれびあるため、必ずシステム上で使用停止 
の手順を行ってください。 

□ USB の常時給電について 

•本機能は初期設定では無効になっておりますので、使用するには r 東芝ス U —プユーティ U 
ティ」で本機能を有効にする必要びあります。 

•本機能を r 東芝ス U - プユーティ I 」ティ」で有効にした際、争アイコンび付いている USB 
コネクタに接続している USB 周辺機器び正しく動作しない場合びあります。この場合、本 
機能を r 東芝ス U —プユーティ U ティ」で無効に設定してください。 

•本機能を利用しての充罰ホ、専用充電器で充電する場合と比較して、より多くの充電時間び 
必要になることびあります。 

• 常時給電を有効にしている場合は、電源 OFF の状態でちバッテ U —び消費されます。 

バッテ U —駆動時間や休止状態の保持時間び短くなるので、 AC アダプターを接続して使用 
することをおすすめします。 

• US 日対応機器の給電中にパソコン本体の電源を入れると、 US 日対応機器び正常に認識され 
ない場合びあります。この場合は、一度 US 日対応機器を取りはずしてか日再接続してくだ 
さい。 

• USB 対応機器の給電中にパソコン本体の電源を切ると、正常に充電でさない場合びありま 
す。この場合は、一度 US 日対応機器を取りはずしてか日再接続を試みてください。 

•パソコン本体の電源 ON / OFF と連動する US 日バスパワー ( DC 已 V )連動機能を持つ外部 
機器は、常に動作状態になることびあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流び過大の場合、安全性 
確保のため US 日バスパワー （ DC 已 V )のお給を停止させることびあります。 

• r 東芝ス U —プユーティ U ティ」の設定で、「ス I 」ープアンドチャージを有効」をチェックして 
[適用]ボタンをク U ックすると、常時給電に対応した USB コネクタでは 「USBWakeUp 
機能」び機能しません。 

常時給電に対応した US 日コネクタで ruSB WakeUp 機能」を使用する場合は、「ス U - プ 
アンドチャージを有効」のチェックをはずし、[適用]ボタンをク I 」ックしてください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 US 日コネクタに接続した外部機器によってバソコン本体をス U— プ状態から 
復帰させる機能です。本機能は、すべての US 日コネクタで有効です。 



D ご使用にあたってのお願い 


□ まちス y —プユーテイIIテイについて 

•「東芝ス I 」ープユーティ I 」ティ」は、 US 日の常時給電に対応している US 日コネクタの設定 
を行ラことびでさます。常時給電の機能を有効/無効に設定でさます。 

-お動方法 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ 
I 」ティ]一[ス U —プユーティ U ティ]をク I 」ックする 

[東芝ス U -プインフォメーシヨン]画面び表示されます。 

② [0 K ] ボタンをク I 」ックする 

I eSATA 巧応機巧の操作にあたつて _ 

•ス U -プまたは休止状態でパソコンの eSATA / US 日コネクタに eSATA 対応機器を接続し 
ないでください。 eSATA 対応機器を認識でさない場合びあります。 
eSATA 対応機器は、パソコンに電源び入った状態で接続してください。 

I テレビ/が部デイスプレイ接続の操作にあたつて _ 

•すべてのテレビまたは外部ディスプレイと接続動作確認は行っていません。したびって、す 
ベてのテレビまたは外部ディスプレイへの表示は保証でさません。 

テレビまたは外部ディスプレイによっては正しく表示されない場合びあります。 

•必ず、映像の再生アプ U ケーシヨンを起動する前に、表示装置の切り替えを行ってください。 

起動中は表示装置を切り替えないでください。 

• 次のよラなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• ク□ーン表示にしているときに映像を再生させると、画像びコマ落ちをすることびあります。 
この場合は表示解像度を下げるか、ク□ーン表示にしないで]つの表示装置に表示するか、 

あ張表示に設定してください。 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイをまディスプレイに設定した場合、ス U —プまた 
は休止状態のとさにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。ス U —プまた 
は休止状態か日復帰したとさに□グオン画面び表示されずに、操作びでさなくなることびあ 
ります。 

• HDMI 出力端テにテレビまたは外部ディスプレイを接続しているときに、ほかのコネクタに 
テレビまたは外部ディスプレイや外部サウンド機器び接続されている場合、画面表示を切り 
替えたり HDMI ケーブルを巧き差ししたりすると、システムによって自動的に画面表示また 
は音声の出力び切り替わることびあります。 

• テレビまたは外部ディスプレイに表示したとさに、デスクトップ画面の周りに黒い帯び表示 
され、デスクトップ画面びテレビまたは外部ディスプレイの中央にルさく表示されることび 
あります。 

その場合は『テレビに付属の説明書』または『外部ディスプレイに付属の説明書』を参照して、 
テレビまたは外部ディスプレイびサポートしている画面モードに設定してください。適切な 
サイズと適切なアスぺクト比で表示されます。 

• ポート拡張ユニット/ポート拡張ユニット2を接続しているとさは、パソコン本体の RGB 
コネクタを使用しないでください。 
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I へッドホンの操作にあたつて _ 

•次のよラな場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-ヘッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

I PC 力ード/ ExpressCard の操作にぁたって _ 

•ホットインヴーシヨンに対応していない PC 力ード/ ExpressCard を使用する場合は、必ず 
パソコン本体の電源を切ってか日取り付け/取りはずしを行ってください。 

• PC 力ード/ ExpressCard には、長い時間使用していると熱を帯びるものびあります。 PC 
力ード/ ExpressCard を取りはずす際に、 PC 力ード/ ExpressCard び熱い場合は、少し 
時間をおき、冷めてか日 PC 力ード/ Exp 旧 ssCard を取りはずしてください。 

• PC 力ード/ ExpressCard の使用停止は必ず行ってください。使巧停止を行わずに PC 力一 
ド/ ExpressCard を取りはずすとシステムび回復不能な影響を受ける場合びあります。 

□取りはずす前にお認しよう 

• 取りはずすときは、 PC 力ード/ ExpressCard をアプ U ケーシヨンやシステムで使用してい 
ないことを確認してください。 

•通知領域に[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン （ fo ) び表 
おされている PC 力ード/ ExpressCard を取りはずす場合、 PC 力ード/ ExpressCard の 
使用停止は必ず行ってください。使用停止を行わずに PC カード/ ExpressCard を取りはず 
すとシステムび回復不能な影響を受ける場合びあります。 


□取りはずしたあとに 

• PC 力ード/ ExpressCard を取りはずしたあとは、ダミーカードを挿入してください。ほこ 
りやゴミなどび PC 力ード/ ExpressCard ス□ットに入り、故障するおそれびあります。 


na バッテリーについて 

I バッテリーを巧電するにあたつて _ 

•バッテ U - パックの温度び極端に高いまたはおいと、正常に充電されないことびあります。 
パッテ U - は已〜3已での室温で充電してください。 


社団法人電モ情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc / battery/menul .htm 
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m CD/DVD/ ブルーレイディスクにデータのパックアップをとる国 
I CD/DVD/ ブルーレイディスクに 書定 込む前こ _ 

CD / DVD / ブルーレイディスクに書き込みを行ラときは、市販のライティングソフトウェアは 

使用しないでください。 

CD / DVD / ブルーレイディスクに書さ込みを行ラとさは、次のを意をよく読んでか日使用し 

てください。 

守日ずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの振動や衝撃 

などの本体異常や、記録メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗 

することびあります。 

• 書さ込みに失敗した CD / DVD / ブルーレイディスクの損喜については、当社はいっさいそ 
の責任を負いません。また、記憶内容の変化•消失など、 CD / DV 日/ブルーレイディスク 
に保をした内容の損書および内容の損失-消失により生じる経済的損書といったが生的損書 
については、当社はいっさいその責任を負いませんので、あ日かじめご了承ください。 

• CD / DVD / ブルーレイディスクに書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応し、 
それぞれの規格に準拠した記録メディアを使用してください。また、推奨するメーカーの記 
録メディアを使用してください。 

CD / DVD / ブルーレイディスクについて 

に章0 CD / DVD / ブルーレイディスクを使う」 

•パ'ッテ U —駆動で使用中に書さ込みを行ラと、バッテ U —の消耗などによって書さ込みに失 
敗するおそれびあります。必ず AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセントに 
接続して使巧してください。 

•書き込みを行ラときは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリーフ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について r 已章0省電力の設定をずる」 

•次に示すよラな、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク I 」 ーンセーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽や映像の再生アプ U ケーシヨン 
- LAN などの通信アプ U ケーシヨン など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモ U 力ード、 US 日接続などの八ードディスクドライブなど、本体の八ードディスクじ （ 
外の記憶装置にあるデータを書さ込むとさは、データをいったん本体の八ードディスクに保 
をしてか b 書さ込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本体の八ードディスクに保存してか日書さ込みを 
行ってください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 は、パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して DVD - RAM にデータを書き込むことはできません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して DVD - Video 、 DVD - VR 、 DVD - Au 出〇を作成する 
ことはでさません。 
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• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳しくは、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 の 
ヘルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Video を 「 TOSH 旧 A 日 isc Creator 」 を使用してバックアップ 
を作成してち、作成された記録メディアで映像を再生することはでさません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW か日 DVD - RW 、 

DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R にバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R から CD - R 、 CD - RW にバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して、ほかのソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレコー 
夕'—で作成した DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R のパ'ックアップを作成できなし、 
ことびあります。 

I 書を込みを行ラにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り替える、画面の解像度や色数 
の変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃やお動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書き込み終了後、必ずデータび正しく書き込まれたことを確認し 
てください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 では、データび正常に書き込まれたことを自動的にチェック（簡 
易チェック）するよラに設定されています。 

設定内容は次の手順で確認でさます。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[マルチメディ 
ア] 一 [Disc Creator ] をク U ックする 

「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 

② [データ CD / DVD 作成]をク U ックする 


③メインウインドウで[設定]をク U ックし、[書き込み設定]一[データ CD / DVD 設定] 
をク I 」ックする 


y TOSHIBA Disc Creator _ 

フアイ jK 巧 S 示(V)ディスク (or 苗重 fsyilv レブ (H)' 



读示例) 


[データ CD / DVD 設定]画面び表示されます。 
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④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびできます。 



读示例) 


⑥ [0 ロボタンをク U ックする 

I^Corel Digital Stu 址〇の使用にあたって 

* ブルーレイディスクへの書き込み（保を）は、ブルーレイディスクドライブ搭載モデルのみ 

• に Orel Digital Stu 出 0 」は〕ンピューターの管理ちアカウントで使用してください。 

•本製品にインス!-ールされていない、その他の映像データを取り込むソフトウエアは使用し 
ないでください。 

•「Corel Digital StudioJ を使用中は、必ず AC アダプターを接続してください。 

•「Corel Digital StudioJ を使用中は、本製品の省電力機能び働かないようにしてください。 

•「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 などの映像を再生するアプ U ケーシヨンび動作していると、 
編集中のプレビューび正しく表示されないことびあります。編集中はほかのアプ U ケーシヨ 
ンを終了してください。 

•著作権保護されているコンテンツは編集できません。 

• 著作権保護されているコンテンツは再生できません。 

•に 0 旧 I Digital Stu 出 0 」を使用中は、ス U - プ、休止状態を実行しないでください。 

•コンピューターを起動してすぐにに Orel Digital StudioJ を操作しないでください。すべ 
てのディスクドライブの動作び止まるまで待ってください。 

• DVD - Audio や Au 出 0 CD 、 miniDVD、Video CD を作成することはできません。 

•ディスクに書き込んでいる間は、ほかのアプ U ケーシヨンを終了してください。 

•に Orel Di 邑 ital Stu 出 0 」を使用中は、スク U - ンセーバーのような処理に負荷のかかるア 
プ U ケーシヨンを実行しないでください。 

• MP 3 はサポートしません。 

• 編集中のプレビューは本体液晶ディスプレイにのみ表示されます。外部ディスプレイには表 
示されません。 

•「Corel Digital StudioJ の動作中は、画像の解像度-色数の変更は行わないでください。 

•に 0 旧 I Digital Stu 出 0 」では、ソース（映像ファイル）のビットレートによっては、]枚に 
圧縮でさない場合びあります。 

• DVD / ブルーレイディスクへ書き込みを行ラには、映像データのサイズの約2.已倍しソ上の空 
さ容量び八ードディスクに必要です。あ b かじめ八ードディスクの空さ容量を確認してくだ 
さい。使巧する映像ファイルや編集のしかたによって、必要な空さ容量び異なります。 
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• DVD/ ブルーレイディスクに映像データを書き込む場合、映像データの大きさや編集のしか 
たによってはデータの変換に数時間かかることびあります。 

•に Orel Labe 崎 Once] 画面での DVD/ ブルーレイディスクラベルの作励ホ、必ずレーベル 
面に直接印刷でさるプ U ンターと記録メディアをご利巧ください。ラベルシールを貼付した 
DVD/ ブルーレイディスクをご利用になると、ドライブの故障の原因になります。ラベルシー 
ルは使用しないで < ださい。 

•フォーマットとは、映像を書き込むときの記録形式のことです。フォーマットによって、作 
成した DVD を再生でさる機器び異なります。それぞれなの特徴びあります。 

- DVD-Video フオーマット 

ちっとち一般的な DVD あ式です。ほとんどの家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンと 
再生互換びあります。メニュー *1 を作成することびできます。 

- DVD-VR フオ ー 7 ット 

再編集可能な DVD を作成します。一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンでは再 
生でさない場合びあります。メニューを作成することはでさません。 

* 1:メニューとは、 DVD をセットしたときに表おされるタイトル画面のことです。 

• に Orel Digital StudioJ びヴポートしている記録メディアと フオー マットは、巧のとおりです。 


〇:使用でさる X :使用でさない 



DVD-FT 1 

DVD-RW 

DVD+FTS 

DVD+RW 

DVD-RAM 

DVD-Video フォーマット 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

DVD-VR フォーマット 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

AVCHD フオ-マット* 3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


* 1 DVD-R DL を含みます。 

去2 DVD+R DL を含みます。 

*3 ブルーレイディスクドライブ搭載モデルのみ。 



BD-R * 1 

己 D-RE*2 

己 DMV フォーマット 

〇 

〇 

己 DAV フォーマット 

〇 

〇 


* 1 BD-R DL を含みます。 
*2 BD-RE DL を含みます。 


Ka DVD の再生にあたって 


本項では、 「 DVD 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD - Video フォー 
マツトまたは DVD - VR フォーマツトで記録されたディスクを示します。 

•使用する DVD のタイトルによっては、コマ落ちする場合びあります。 

• 家庭用 DVD レ〕ーダーで録画した、フアイナライズされていない DVD はパソ〕ンで再生で 
さない場合びあります。 

• DVD の再生には、 「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 を使用してください 。 [Windows 
Media PlayerJ やその他市販ソフトを使用して DVD を再生すると、表示び乱れたり、再 
生できない場合びあります。このようなときは、 「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 を起動し、 
DVD を再生してください。 
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• DVD 再生ソフト 「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 では、 DVD - Video と DVD - VR の再生び 
できます。 AVCREC 、 AVCHD および HD Rec フォーマットで書き込まれた DVD、Video 
CD、Audio CD . MP 3 の再生はサポートしていません。 

• DVD 再生時は、 AC アダプターの接続をおすすめします。省電力機能び働くと、スムーズな 
再生びできないことびあります。ノ（ッテ U - 駆動で再生するときは電源プランで r 高ノ（フォー 
マンス」を選択してください。 

• DVD を再生する前に、ほかのアプ U ケーシヨンを終了させてください。また、再生中には 
ほかのアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないでください。 

•「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 の起動中は、ス U - プ、休止状態を実行しないでくださし、。 
•「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 の起動中は、コンピューターの□ック状態に移行する操作 
([^ + (^]キーまたは@ +臣[]キーを巧す）をしないでください。 

• Re 邑 ion コードは4回まで変更することびできますび、通常は出荷時のままご利用くださし、。 
出荷時の巧態では、 Re 邑 ion 〕ー ドびに」に設定されておりますので、 Re 邑 ion 〕ー ドび「2」 
または 「 ALU の DVD-Video をご使用ください。 

•テレビまたは外部ディスプレイに表示するときは、アプ U ケーシヨンを起動する前にあ日か 
じめ表示装置を切り替えてください。 

なお、ク□-ン表示、拡張表示での再生をサポートしていません。 

表示装置の切り替え「4章ロテレビの接続」 

• テレビまたはが部ディスプレイ側の解像度や U フレッシュレートび高い場合、 DVD 再生画 
像び正常に表示されないことびあります。その際はいったん再生を終了し、テレビまたは外 
部ディスプレイ側の解像度、 U フレッシュレートや色数を下げてご使用ください。 

• テレビや外部ディスプレイで映像を再生するとき、画面の設定で U フレッシュレートび 
「1目20 X 1080 24 Hz 」 に設定されていると、動さの多い映像びなめ日かに表示されない 
場合びあります。その場合は、「]目 20 X 1080己 OHz 」 に設定してください。 

その他のを意については、 「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 のヘルプに記載しています。 

「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 を起動後、映像ウィンドウち上の[ヘルプ]ボタン（〇) 
をク I 」ックしてください。 

I アップコンバート機能について _ 

アップコンバート機能を有効に設定している場合、再生できるタイトルや使用できる機能に制 
限びあります。 

アップコンバート機能を有効にして再生する場合は、必ず AC アダプターを接続してください。 
アップコンバート機能を有効にした映像を外部ディスプレイやテレビでご覧になるには、 
HDCP 対応の HDMI 入力端テのあるディスプレイやテレビび必要です。 

アップコンバート機能は、本体液晶ディスプレイ、または HDMI 出力端テに接続したテレビに 
のみ表示できます。 RGB コネクタに接続した外部ディスプレイには、表示させることびできま 
せん。 

「 TOSH 旧 A VIDEO PLAYER 」 のアップコンパ'-卜機能の設定については、 「 TOSH 旧 A 
VIDEO PLAYER 」 のヘルプを参照してください。 





D ご使用にあたってのお願い 


1 E 1 ブルーレイディスクの再生にあたって 

•ブルーレイディスクのタイトルでは、再生可能な地域（リージョン）び指定されているちの 
びあります。ブルーレイディスクで指定されている U - ジョンと rWinDVD BD 」 の U - ジョ 
ン設定び一致していない場合、再生でさません。 

ブルーレイディスクを再生する前に、必ず U —ジョン設定をしてください。 

初回設定後は、4回まで変更することび巧能です。 

• ブルーレイディスクを再生する前に、ほかのアプ U ケーションを終了させてください。 

また、再生中にはほかのアプ U ケーションを起動させたり、ほかの操作は行わないでくださ 
し、。正常な再生びでさない場合や再生び停止する場合びあります。 

•使用するブルーレイディスクのタイトルによっては、コマ落ち、音飛びおよび映像と音声の 
同期ずれび発生する場合びあります。 

•本製品のブルーレイディスク再生機能は著作権保護技術 AACS (Advanced Access 
Content System ) に対応しています。ブルーレイを継続的にお楽しみいただくためには、 
本機に含まれている AACS キーの更新び必要となります。なお、更新の際にはインターネッ 
卜接続び必要です。 

• 購入か日已年間は無料で AACS キーを更新いただけます。已年を超えての更新にっさまして 
は、本ソフトウエアプ□バイダであるコーレル株式会社の定める条件によります。 

• rWinDVD BDJ で再生している映像を外部ディスプレイやテレビでご覧になるには、 

HDCP 対応の HDMI 入力端テのあるディスプレイやテレビび必要です。 

RGB コネクタに接続した外部ディスプレイには、表示させることびできません。 

• ブルーレイディスク再生時は、必ず AC アダプターを接続してください。省電力機能び働くと、 
スムーズな再生びでさない場合びあります。 

• rWinDVD BDJ でブルーレイディスクの再生中にス U — プや休止状態を行わないでくださ 
し、。必要な場合は、操作を行う前に rWinDVD 日 D 」 を終了してください。 

• ブルーレイディスクの映像は、本体液晶ディスプレイまたは HDMI 出力端子に接続したテレ 
ビのみに表示でさます。ク□—ン表示、デュアルビューけ広張）表示では、プライマ U に設 
定されたディスプレイで映像び再生されます。その他のディスプレイには黒い画面び表示さ 
れます。 

• ブルーレイディスク再生機能はコンテンツのプ□グラムに従って作動しますので、コンテン 
ツによって、操作方法、操作時の画面、効果音、アイコンなどの機能•動作は、それぞれ異 
なる場合びあります。これ日の詳細は、『コンテンツに付属の説明書』を参照するか、発売メー 
カーに直接お問い合わせください。 

•ブルーレイディスク再生ソフト rWinDVD 日 D 」 は、ブルーレイディスク再生専用です。 
DVD の再生はサポートしていません。 DVD の再生には、 「 TOSH 旧 A VI 日 E 0 PLAYER 」 

を使用してください。 

• 日 D - J タイトルでは 、 rWinDVD BDJ のショートカットキーび使用できません。 

• BD - J タイトルでは、レジューム再生機能び使用できません。 

• ブルーレイディスクインタラクティブ機能はコンテンツやネットワークの状況によっては、 
動作しない場合びあります。 

•本製品では HD - DVD の再生をサポートしておりません。 HD 画像の再生はブルーレイディス 
クび必要です。 





D ご使用にあたってのお願い 



KEM 指紋認証について 

I 指紋認証の操作にあたつて _ 

指紋センサーは非常に高度な技術で作られておりますので、なの取扱を意事項を守ってご使用 
ください。特に指紋センサー表面の取り扱いには十分ごを意ください。 

• 次のよラな取り扱いをすると故障したり、指紋び認証されない原因になります。 

-指紋センサー表面をのなどの硬いちのでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサー表面を強く巧す 
-濡れた手で指紋センサー表面を軸る 

指紋センサーの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

-化粧品や薬品、砂やおなどの付いた手で指紋センサー表面を触る 
砂などのルさい物でも、指紋センサーを傷つける場合びあります。 

-指紋センサー表面にシールなどをはる 
•指紋センサー表面に鉛筆やボールペンなどで書く 
-指紋センサー表面を静電気を帯びた手や巧などで触る 
• 指紋センサーをご使用になるとさには、なの点にごを意ください。 

-手びミちれている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気び乾燥するを場にはミ主意してください。静電気は指紋センサーの故障原因になり 
ます。 

-眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい布でセンサーのミちれをふさ取る 
このとさ、洗剤は使用しないでください。 

-指と指紋センサーび横か 日 見て平行になるよラに指を置く 
-指紋センサーと指の中央を合わせる 
-指紋センサーの上に第]関節びくるよラに置く 
-すべ 日せ るときにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべ 日せ る 
それでち認識されない場合は、はやさを調整してください。 

-ちの図のように、指を上下や左ちにぶれさせ 読み込ませる範囲 

ず、指紋センサーび完全に見える状態になる K ——^ _!_ 

まで手前にすべらせてください。 



指紋センサー 



























D ご使用にあたってのお願い 


•指紋を登録する場合には、認識率向上のためになのよラな状態の指は避けてください。 

• 濡れてし、る 
-けびをしている 
-ふやけている 
-荒れている 
-ミちれている 

指紋の間の巧れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 
• 認識率び下びったな、と思った日;欠の点を確認してください。 

-指紋センサーの表面び巧れていないか確認する 
ミちれている場合は、眼鏡ふき（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい巧で軽くふき取ってか 
日使ってください。指紋センサー表面は強くこす日ないでください。故障するおそれびあ 
ります。 

-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態、指紋び磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態び異なると認識でさない可能性びあります。認識率び改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置さかたにを意する 
• その他 

- 2本じ(上の指を登録することをおすすめします。ラまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

-指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなど 
の理由で、登録-使用びでさない場合びあります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損書に関して、いっさいの責任は負いかねますので、 
ご了承:ください。 

I Windows □グオンパスワードの設定について _ 

•パスワードびわからなくなった場合、パソコンの管理者アカウントで設定したユーヴーアカ 
ウントびほかにあれば、そのアカウントで□グオンしてパスワードの再登録びでさます。管 
理ちアカウントで設定したほかのユーヴーアカウントびない場合は、 U カバ U —をしてくだ 
さい。 U カバ U —をすると、購入したあとに作成したデータなどは、すべて消失します。 

Windows □グオンバスワードについて 『Windows ヘルプとサボート』 


I 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定び変更された場合、起動時にユーヴーパスワードや 
HDD パスワードの入力を巧め日れることびあります。その場合は、キーボードか日各パス 
ワードを入力してください。 






D ご使用にあたってのお願い 


gg TPM について 


I TPM の操作にあたつて _ 

•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストールすると 、 Windows 
□グオンパスワードやユーヴーパスワードとは別に TPM に対するパスワードを設定する必 
要びあります。設定したパスワードは、忘れたとさのために必ず控えておいてください。ま 
た控えたパスワードは、安全な場所に保管してください。パスワードびわか日なくなった場 
合、どんな手段でも TPM で保護されたデータを復元することはできません。 

•本製品を修理•保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュ I 」ティチップ （ TPM ) 
内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製品を保守.修理に出す 
際は、バックアップウィヴードを使用して、 TPM をバックアップしておいてください。 
バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。データのパ'ックアップに関 
しては、当社はいっさいの責任を負いかねますのでご了承ください。 

バックアップウィザードについて 

TPM のヘルプ 『Infineon Security 円 atform ソ U ューシヨン』 

•本製品を修理.保守に出した場合、搭載されている TPM に障喜びなくてち TPM び交換さ 
れる場合びあります。 

その場合、バックアップウィヴードを使巧して、 TPM の設定を復元してください。 

• TPM では、最新のセキュ U ティ機能を提供しますび、データや八ードウエアの完全な保護 
を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障書、損害に関して、いっ 
さいの責任は負いかねますので、ご了承ください。 

•管理ち（所有ち）登録を削除すると、 TPM に関係するセキュ U ティ機能び使用できなくな 
ります。このため、管理ち権限を持たないユーヴーび BIOS セットアップの TPM に関する 
項目を操作でさないよラに設定することをおすすめします。 

管理をしソがのユーザーの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6まきバスワードユーティリティ』 

•管理ち（所有ち）登録を削除したあとに、 TPM の使巧を再開する場合は、ちラー度 TPM へ 
管理ち（所有ち）登録を行ラ必要びあります。 






2 I 記録タディアについて 


記録メディアを使ラ前に、なの内容をよく読んでください。 


1 


ほえる CD を巧認しよ 


I CD - RW 、 CD - R について/ CD - RW 、 CD - R のほ用巧奨メーカー 


• CD - RW 、 C 日 - R に書き込む際には、なのメーカーの記録メディアを使用することを推奨し 
9 〇 

書き込み速度は、使用する記録メディアによって異なります。 

これ日のメーカーじ(外の記録メディアを使用すると、ラまく書さ込みびでさない場合びあり 
ます。 


記録メディア 

書き込み/ 
書き換え速度 

推奨 メーカー 

CD-R メディア *1 

最大24倍速 

太陽誘電（株)、=菱化学メディア（株） 

マルチスピード CD - RW メディア 

最大4倍速 

=菱化学メディア（株） 

High Speed CD - RW メディア 

最大]日倍速 

Ultra Speed CD - RW メディア *2 

最大]目倍速 



* I最大の倍巧で書き込むためには書き込み連度に対応した CD-R メディアを使用してください。 

*2 Ultra Speed+CD-R 邮メディアは使用できません。使用した場合、データは保証できません。 

• CD - R に書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能な記録メディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書 
さ込んだファイルを変更したり、削除したりすることはでさません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んで<ださい。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、記録メディアの内 
容を十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去する記録メディア 
をセットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に 
「エラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、記録メディアの傷、巧れ、ほこり、チ U などにより読み出し/書さ込み 
びでさなくなる場合びあります。データなどを書さ込む際は、記録メディアの状態をよくご 
確認ください。 

• ]2 cm /8 巳 m ディスク対応 、 Serial ATA 接続、バッファーアンダーランエラー防止機能付き。 
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0 記録メディアについて 


2 


ほえる DVD を巧認しよ 



■ DVD - RAM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は;欠 
のとおりです。 

カート U ツジタイプの記録メディアは、カート U ツジか日取り出してドライブにセツトしてく 
ださい。両面ディスクで、読み出し/書さ込みする面を変更するとさは、一度ドライブか日記 
録メディアを取り出し、裏返してセツトし直してください。 


〇:使用でさる X :使巧でさない 


DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート1」ツジなし*1 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）*2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーでは再生できない場合びあります。 
*2 2.6GB , 已 .2 GB のディスクは使用でさません。 


I DVD について / DVD のほ用巧奨メーカー _ 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R に書さ込む際には、巧のメーカー 
の記録メディアを使用することを推奨します。 

書き込み速度は、お使いのモデルと、使用する記録メディアによって異なります。 

これらのメーカーじ(外の記録メディアを使用すると、ラまく書さ込みびでさない場合びあり 
ます。 


記録メディア 

書き込み/ 

書さ換え速度 

推奨 メーカー 

DVD-R 

8倍速、16倍速 

最大8倍速 

太陽誘電（株)、曰立マクセル（株)、 

=菱化学メディア（株） 

DVD-R DL 

4倍速、8倍速 

最大目倍速 

兰菱化学メディア（株） 

DVD 十 R 

8倍速、16倍速 

最大8倍速 

太陽誘電（株)、=菱化学メディア（株） 

DVD 十 R D し 

8倍速 

最大6倍速 

=菱化学メディア（株） 

DVD-RW 

2倍速 

最大2倍速 

日本 ビクター（株)、 

=菱化学メディア（株） 

4倍速 

最大4倍速 

巨倍速 

最大6倍速 

DVD+RW 

4倍速 

最大4倍速 

=菱化学メディア（株） 

8倍速 

最大8倍速 

DVD-RAM 

3倍速 

最大3倍速 

パナソニック（株)、日立マクセル（株） 

已倍速 

最大5倍速 


これ日より速い書さ込み倍速に対応した記録メディアを使用してち、ドライブの書さ込み/ 
書さ換え速度 L ソ上の速度で書さ込み/書さ換えはでさません。 


























0 記録メディアについて 



• DVD - R 、 DVD + R に書さ込んだデータの消去はでさません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え可能な記録メディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んで<ださい。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消 
去の際は、記録メディアの内容を十分に確認してか日行ってください。 

• 書さ込み可能なドライブび複数台接続されているとさには、書さ込み-消去する記録メディ 
アをセットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R への書さ込みでは、フアイ J レの管 
理領域などち必要になるため、記録メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場 
合びあります。 

• DVD - RW 、 DVD-R への 書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのヴ 
イズび約] GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最ル] G 日のデータに編集して 
書さ込みます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータびかないにちかかね日ず、書さ込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、記録メディアの傷、ミちれ、ほこり、チ U などにより読み出し/書さ込み 
びでさなくなる場合びあります。データなどを書さ込むとさは、記録メディアの状態をよく 
ご確認ください。 

• DVD - RAM をドライブにセットしたとき、システムび DVD - RAM を認識するまでに多少時 
間びかかります。 

• DVD-R DL は、 Fo 「 mat 4 での読み出し/書き込みをサポートしておりません。 

• ]2 cm /8 巳 m ディスク対応 、 Serial ATA 接続、バッファーアンダーランエラー防止機能付き。 


詞メモ _ 

• DVD - R は、 DVD-R for General Ver 2 .□規格に準拠した記録ディアを使巧してください。 

• DVD - RW は、 DVD-RW Verl . l または Verl .2 規格に準拠した記録 X ディアを使用してください。 

• DVD - RAM は、 DVD-RAM Ve 「2 .日、 Ver 2.1、 Ve 「2.2 規格に準拠した記録ディアを使巧してくださし' 1 。 
•市販の DVD - R には業務巧 X ディア（わ r Authoring ) と一般用メディア（わ「 General ) があります。 

業務用ディアはパソコンのドライブでは書さ込みすることができません。 

—般用ディア （for General ) を使用してください。 

•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R には 「for Data 」 と 「for Vide 日」の 
2 種類があります。映像を保存する場合や家庭用 DVD ビデオレコーダーとの互換性を重視する場合は 
[for Video ] を使用してください。 

•作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンでは再生できないこともあります。 
また、作成した DVD+R DLX ディア、 DVD-R DL メディアを再生するときは、それぞれの記録ディ 
アの読み取りに対応している機器を使用してください。 
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0 記録メディアについて 


[ほえるブルーレイディスクを巧認しよラ 


■ BD 书 E の種類 

BD-RE にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる日 D-RE は次のとおり 
です。 

カート U ツジタイプの記録メディアは、使用できません。 


〇:使用でさるX:使用でさない 


己心 RE の種類 

本製品の対応 

カート U ツジなし 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 


I ブルーレイディスクについて/ブルーレイディスクの使用巧奨メーカー 

•書さ込み速度は、使用する記録メディアによって異なります。 

また、 CD/DVD/ ブルーレイディスクに書き込む際には、巧のメーカーの記録メディアを使 
巧することを推奨します。これ日のメーカーじ(外の記録メディアを使巧すると、ラまく書き 
込みびでさない場合びあります。 


記録メディア 

書き込み / 

書さ換え速度 

推奨 メーカー 

BD-R 

2 倍速 

最大 2 倍速 

パナソニック（株） 

6 倍速 

最大 4 倍速 

BD-R DL 

巨倍速 

最大 4 倍速 

パナソニック（株） 

BD-RE 

2 倍速 

最大 2 倍速 

パナソニック（株） 

BD-RE DL 

2 倍速 

最大 2 倍速 

パナソニック（株） 


これ日より速い書さ込み倍速に対応した記録メディアを使用してち、ドライブの書さ込み/ 
書さ換え速度 L ソ上の速度で書さ込み/書さ換えはでさません。 

• BD-R に書き込んだデータの消去はできません。 

•日 D-RE メディアは書き換え可能な記録メディアですび、 rRoxio Creator LJJ で書き込ん 
だファイルを変更したり、削除したりすることはでさません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず BD-RE メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んでください。 

•日 D-RE の消去されたデータを復元することはできません。ミ肖去の際は、記録メディアの内 
容を十分に確認してか日行ってください。 

• 書さ込み可能なドライブび複数台接続されているとさには、書さ込み-消去する記録メディ 
アをセットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、記録メディアの傷、ミちれ、ほこり、チ U などにより読み出し/書さ込み 
びでさなくなる場合びあります。データなどを書さ込むとさは、記録メディアの状態をよく 
ご確認ください。 




















0 記録メディアについて 


爲メモ _ 

•作成したブルーレイディスクは、一部の家庭巧ブルーレイディスクプレーヤー、ブルーレイディスクレ 
コーダーやパソコンでは再生できないこともありまず。 


Q SD メモリカードをほうにあたつて 


■■ SD メモリカードの操作にあたって 

• SD Card □ LED び点灯中は、電源を切ったり、 SD メモ U 力ードを取り出したり、パソコ 
ン本体を動かしたりしないでください。データや SD メモリカードび壊れるおそれびあります。 

• SD メモ U カードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しくセットされていな 
い場合、パソコンの動作び不安定になったり、 SD メモ U カードび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、 SD メモ U カードを取り出さないでください。データび消失するおそれびあ 
ります。 

• SD メモ U カードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れる 
おそれびあります。 

• SD メモ U カードを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください。 
データび消失したり、 SD メモ U カードび壊れるおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ず SD 力ードス□ットか日 SD メモ U 力ードを取り出し 
てください。 SD カードス□ットや SD メモ U カードび破損するおそれびあります。 

OSD メモリカードを使う前に 

• SD 力ードス□ットに miniSD メモ U 力ードをセットするときは、必ず SD メモ U 力ードサ 
イズの min 旧 D メモ U カード巧のアダプターを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ U 力ードをセットするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ 
I 」カード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U 力ード用のアダプターは使巧できません。 

• SD 力ードス□ットか日 min 旧 D メモ U 力ード/ microSD メモ U 力ードを取りはずすときは、 
必ず min 旧 D メモリカードまたは microSD メモ U カード用のアダプターに装着したままの 
状態で行ってください。 

•すべての SD メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、すべての SD メモ U 
カードの動作保証はでさません。 

• SD メモ U 力ードは、 SDMI の取りまめに従って、デジタル音楽データの不正なコピーや再 
生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
で〕ピ ー 、再生することはできません。 SDIVII とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様をミ夫めるための団体のことです。 

• 著作権保護技術 CPRM を使用するには、著作権保護技術 CPRM に対応しているアプ U ケー 
シヨンび必要です。 










0 記録メディアについて 


•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U カードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠したデー 
夕を取り扱ラことびでさます。メモ U の一部を管理データ領域として使用するため、使用で 
さるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 


I SD メモリカードのフォ ー7 ツトについて _ 

•再フォーマットする場合は、 SD メモ U 力ードを使用する機器（デジタルカメラやオーディ 
オプレーヤーなど）で行ってください。 

Windows 上（[コンピューター]画面）で SD メモ U 力ードの フォー マットを行わないでく 
ださい。デジタルカメラやオーディオプレーヤーなどほかの機器で使用でさなくなる場合び 
あります。 

•再フォーマットを行ラと、その S 日メモ U カードに保をされていた情報はすべて消去されま 
す。一度使巧した SD メモ U 力ードを再フォーマットする場合はを意してください。 


記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア （ CD 、 DVD 、 US 日フラッシュメモ U 、 SD メモ U 力ードなど）を廃棄-譲ミ度す 
る際には、書き込まれたデータび流出しないよう、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーち販売されています。 





3 I おさ樣登錄の手続を 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使巧者（ユーヴー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴー登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なります。 


まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID (TID) のご 
登録をおすすめしてお0ます。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、巧のアドレス「東芝の (TID) とは？」をご覧ください。 
https://room 1 048.jp/onetoone/info/about_ticl.htm 


n [まミお客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンか日 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続している間 
の通信料金やプ□バイダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あ日かじめご了承 
ください。 



封メモ _ 

• インス!-―ルしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面び 
表示される場合びありまず。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 


B デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン（@)をダブルクリッ 
クする 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

じ(降は、画面の指示に従って操作してください。 

庐？ メモ 

• インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスすることちでさます。 

登録用ホームぺージ： http :// rooml 048 .jp 

商品の追加登録も、登録用のホームページから行えます。 
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4 I 巧術甚巧適をにごいて 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧ほ下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 


JIS C 61 000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しています。 


■電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使巧されると、受信障 
害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書 I こ従って正しい取り扱いをして下さい。 


VCCI - 己 


「7 章 □■ 居 ] -Q バソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい」 


■「FCC information 」 について 



FCC notice "Declaration or Conformity Information" 


This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee 
that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determinea by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 


• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
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D 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached to 
this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must be 
used between the external devices and the computer's external monitor ports, Universal Serial 
Bus(USB 2.0l3.0}ports, eSATA/USB combo port, HDMI out port and microphone jack. Changes 
or modifications made to this equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties 
authorized by TOSHIBA could void the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 

■ EU Declaration of Conformity について 


This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe GmbH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, 
Germany. The complete and official EU Declaration of Conformity can be found on TOSHIBA’S 
web site 

http://epps.toshiba-teg.com on the Internet. 



D 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with the C じ Mark in accordance with the related じ uropean Directives, 
notably Electromagnetic Compatibility Directive 2004/108/EC for the notebook and the 
electronic accessories including the supplied power adapter, the Radio Equipment and 
Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case of implemented 
telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006/95/EC for the supplied 
power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 2009 /125/EC 
(ErP) and its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC (Electromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed for so-called "Residential, commercial and light industry environments". TOSHIBA 
do not approve the use of this product in working environments other than the above mentioned 
"Residential, commercial and light industry environments". 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in working environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in 打 o 打 - approved working environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all 打 o 打 - approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 



D 技術基準適合について 


Panasonic ブルーレイディスクドライブ UJ 2 已2 
(ブルーレイディスクドライブ （ DVD スーパーマルチドライブ機能搭載)) 

安全にお使いいただくために 

本 装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 



A ま意 

1. 本装置は レーザーシステムを 使用しています。 

本装置およびパソコン本体には、下記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーヴー規格に N 己082已-1】で"クラス1レーヴー機器" 
に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることびでさなくなりまず。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


广 パソコン底面のレーザーラベルの表示位置 



_ y 
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D 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチドライブ UJ 8 A 2 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
安全にお使いいただくために 

本 装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 

1. 本装置は レーザーシステムを 使用しています。 

本装置およびパソコン本体には、下記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーヴー規格に N 己082已-1】で"クラス1レーヴー機器" 
に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることびでさなくなりまず。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


广 パソコン底面のレーザーラベルの表示位置 
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5 I るインタ—フエ—スの仕樣 


■■ HDMI 出力端子 


ピンま号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TMDS Data2 十 

TMDS データ に +) 

□ 

2 

TMDS Data2 Shield 

TMDS データ （2) シールド 


3 

TMDS Data2- 

TMDS データ（2-) 

□ 

4 

TMDS Data] 十 

TMDS データ （1 +) 

□ 

5 

TMDS Data] Shield 

TMDS データ （1) シールド 


6 

TMDS Datal- 

TMDS データ （1-) 

□ 

7 

TMDS Data 日十 

TMDS データ （0+) 

□ 

8 

TMDS Data 日 Shield 

TMDS データの）シールド 


吕 

TMDS Data 日 - 

TMDS データ（0-) 

□ 

10 

TMDS Clock 十 

TMDS ク□ツク（十） 

□ 

11 

TMDS Clock Shield 

TMDS ク□ツクシールド 


12 

TMDS Clock- 

TMDS ク□ツク（一） 

□ 

13 

Reserved 

予約 


14 

Reserved 

予約 


15 

SCL 

SCL データク□ツク信号 

□ 

16 

SDA 

SDA 通信信号 

1/0 

17 

DDC/CEC Ground 

DDC/CEC 信号グランド 


18 

十 曰 V Power 

電源 


19 

Hot Plug Detect 

ホツトプラグデイテクト 

1 

コネクタ図 


1 

白 1 

i -- > 


5 

費 


信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（I):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
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MsM 各インターフエースの仕様 


^9 LAN インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

巨 l_DA 十 

送受信データ A (+) 

I/O 

2 

巨 LDA- 

送受信データ A (—） 

I/O 

3 

BLDB 十 

送受信データ B (+) 

I/O 

4 

巨 l_DC 十 

送受信データ C (+) 

I/O 

5 

BLDC- 

送受信データ C (一） 

I/O 

6 

BLDB- 

送受信データ日（一） 

I/O 

7 

BLDD 十 

送受信データ D (+) 

I/O 

8 

巨 LDD- 

送受信データ D (—） 

I/O 

コネクタ図 


1吕34已巨78 
11111111 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（I):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 



























MsM 各インターフエースの仕様 


RGB インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

□ 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

0 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

□ 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

グランド 


6 

GND 

グランド 


7 

GND 

グランド 


8 

GND 

グランド 


吕 

十 曰V 

電源 


10 

GND 

グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

13 

HSYNC 

水平同期信号 

0 

14 

VSYNC 

垂直同期信号 

□ 

15 

SCL 

SCL データク□ック 信号 

□ 

コネクタ図 
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巧 11 

高密度 D-SU 目 3 列]已ピン><ス 


信号方向（I):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 




























MsM 各インターフエースの仕様 


MM USB 2.0 インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

十已V 


2 

D- 

マイナスデータ 

I/O 

3 

D 十 

プラスデータ 

I/O 

4 

GND 

グランド 



コネクタ図 







信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（I):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 


^9 USB 3.0 インターフエース 

* USB 五 0 コネクタ搭載モデルのみ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

十已 V 


2 

D- 

USB2.0 マイナスデータ 

I/O 

3 

D 十 

US 日 2.0 プラスデータ 

I/O 

4 

GND 

グランド 


5 

StdA.SSRX- 

USB3.0 受信マイナスデータ 

1 

6 

StdA_SSRX+ 

USB3.0 受信プラスデータ 

1 

7 

GND.DRAIN 

グランド 


8 

StdA.SSTX- 

US 日 3.0 送信マイナスデータ 

□ 

9 

StdA_SSTX 十 

USB3.0 送信プラスデータ 

□ 

コネクタ図 
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信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（I):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
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MsM 各インターフエースの仕様 


iaeSATA/USB2.0 インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

S 1 

GND 

グランド 


S 2 

A 十 

eSATA 送信プラスデータ 

0 

S 3 

A - 

eSATA 送信マイナスデータ 

□ 

S 4 

GND 

グランド 


S 曰 

B - 

eSATA 受信マイナスデータ 

1 

S 6 

已 十 

eSATA 受信プラスデータ 

1 

S 7 

GND 

グランド 


U 1 

VBUS 

+曰 V 


U 2 

D - 

US 日マイナスデータ 

I/O 

U 3 

D 十 

USB プラスデータ 

I/O 

U 4 

GND 

グランド 


コネクタ図 
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信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 





















































6 I os の切り替えについて 


Windows 7をご利用になる場合、64ビット版と32ビット版の2つの Windows 7を還択し 
てご利用いただけます。 

ここでは、各 0S のご使用上のま意事項や、 0S を切り替える際の手順やを意事項を記載してい 
ます。 0S を切り替える際には、必ずお読みください。 

0S の切り替えは、 Windows 7でのみ巧能です。 0S を切り替えるには、 U カバ U- をする必 
要びあります。 U カバ U —については、『セットアップガイド』を確認してください。 


ぶす メモ リカバリーメディアの作成について 

• Windows 7上で 「TOSH 旧 A Recovery Media Great 加」を使って U カバ U— メディアを作成すると、 
日4ビット版/32ビット版の両方に対応した U カバリーメディアを作成することびできます。日4ビッ 
卜版/32ビット版のどちらの Windows 上でを、作成される U カバリーメディアは同じです。 

U カバ U- メディアの作成については、「1章0 U カバ1」ーメディアを作る」を確認してください。 


1|[巨4ビット版をほ用する場合 


■■已4ビット版のご使用にあたって 

己4ビット版のご使用にあたって、なの事項を必ずお読みください。 

•巨4ビット版のパフォーマンスを発揮するには、巨4ビット版に対応したアプ U ケーシヨンと 
ドライバー類び必要です。 

•日4ビット版を使用する場合、日4ビットに対応していないドライバーや周辺機器は動作しま 
せん。 

•己4ビット版を使巧する場合、32ビット版用のアプ U ケーシヨンは動作しなし)ちのびありま 
す。 

• 64ビット版を使用する場合、 ] 6ビット版巧のアプ U ケーシヨンは動作しません。 

•本製品では、2っのス□ットを合わせて最大 8G 日までのメモ U を取り付けることびできま 
す。己4ビット版の場合、 8GB すべての領域を Windows 上か日使巧することびできます。 










O OS の切り替えについて 


D 已4ビット版を使用する場合の注意事頃 

本書や『取扱説明書』には、32ビット版を使用した場合の記載になっているため、操作や仕 
様などび、記載された内容と一部異なります。ここでは、操作や仕様び異なる部分について説 
明します。 

システムやお使いのモデルのソフトウエア環境によっては、このほかにち一部動作び異なる場 
合びあります。 

Irinternet Explored について 

己4ビット版には、己4ビット版の 「Internet Explorer 」 と32ビット版の 「Internet 
Explorer 」 の2つびインス!ルされています。 

インターネットのサイトの中には 、 「Internet Explorer 」 の64ビット版では正常に表示され 
ないちのびあります。 

この場合は 、 「Internet Explorer 」 の32ビット版をご利巧ください。 


^32ビット版をほ用する場合 


■■ 32ビット版を使用する場合の注意事頃 

• 巨4ビット版対応の一部機能を使用できないことびあります。 

• 0 S び使巧可能なメモ U 領域は最大 3 GB になります。 


OS を切り替える場合の操作と注意事頂 


0 S を切り替えるには、リカバリー（再セットアップ）び必要です。 


a 05を切り替えると 

プレインス I -ールアプ U ケーシヨンの構成び一部変更になります。 

詳しくは、体節 の -ra 64ビット版を使用する場合のミ主意事項」、陆節 回- ■■ 32 


ビット版を使用する場合のを意事項」をご確認ください。 

•バックアップをとったデータび一部使巧できない場合びあります。 
• 控えておいた設定び一部使巧でさない場合びあります。 















O OS の切り替えについて 


H リカバリーをする前に 


U カバ U —をすると八ードディスク内に保をされているデータ（文書ファイル、画像.映像ファ 
イル、メールやアプ I 」ケーシヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメー 
ルの設定 、 Windows □グオンパスワードなど）ちご購入時の状態に戻ります。 

U カバ U - をする前に、記録メディア （ CD や US 日フラッシュメモ U など）にバックアップを 
とってください。また、 U カバ U —後ち現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の 
設定を控えておいてください。 


mm リカバリー方法 

U カバ U —の手順や詳細は、『セットアップガイド』を確認してください。 

U カバ U —操作の途中で、なのよラな[製品復元メニュー]画面び表示されます。 

32ビット版に変更する場合には [Windows 7 32ビットバージョン]を、己4ビット版に変 
要する場合には [Windows 7巨4ビットバージヨン]をチェックして、[なへ]ボタンをクリツ 
クしてください。 



切り替えたい項目をチェックする 


(表示例) 
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O OS の切り替えについて 


ElTwindows の確認方法 


Windows セットアップ終了後は、なの手順で、現在使用している Windows の種類を確認でき 
ふ 〇 


Q [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
巧[もシステムとセキュリティ]をクリックする 
P [ちシステム]をクリックする 
Q 表示された画面で、[システムの種類]を確認する 



(表示例) 
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7 I Windows XP モードについて 


Windows 7 Professional では、仮想的に Windows XP 環境を実現するための 「Windows 
XP モード」び用意されています。 

「Windows XP モード」を実行するには、巧にように操作してください。 


■■インストール方法 

n [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨ 
ンの再インス!ル]をクリックする 

^3 [セットアップ画面へ]をクリックする 

アプ I 」ケーシヨンやドライバーのセットアップメニュー画面び表示されます。 

& [ Windows 関連]タブをクリックし、画面左側の 「Windows XP 
Mode 」 をクリックする 

画面のメッセージに従って 、 「Windows Virtual PC 」 と 「Windows XP Mode 」 を 
I インス!-ールしてください。 


B 起動方法 

Q [スタート]ボタン （ f )) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [Windows 
Virtual PC ] 一 [Windows XP Mode ] をクリックする 



Windows XP モードび起動します。 

J : .1 初回起動時にはセットアップび必要です。画面のメッセージに従ってセットアップを 
で J 行って<ださい。 
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